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「そなた、わらわの──下僕エサになれ」




　九く条じよう花はな丸まるの〝ごく平へい凡ぼんな日常〟は、その瞬しゆん間かんに壊かい滅めつする。

　今日は早めに学校が終わったので町でぶらぶら買い物でもしながら、バイトが始まるまで時間を潰つぶそうと、当て所どなく歩いていた。

　いつもどおりの放課後。

　何の緊きん張ちよう感かんもない、昨日と同じ今日だったのに。

「……はい？」

　花丸は屋台で売っていた甘あま辛からい串くし焼やきを口に、ぽかん、と立ちつくす。

　この町はごちゃごちゃしている。

　無む秩ちつ序じよに並んだ建物とそこからはみだした洗せん濯たく物ものや幟のぼりやゴミ袋ぶくろが風のなかはためき、舞まい踊おどり、いつも空気には何かのゴミくずが混ざってうるさく飛び散っていた。

　二階建てのバスがクラクションを鳴らしながら邪じや魔まな人ひと混ごみを追い散らし、道路にそのまま茣ご蓙ざを敷しいた露ろ店てんや車の後部を開いただけの屋台で怪あやしげなものがぐちゃぐちゃと売られ、盗とった盗らないで店先ではいつも殴なぐりあいの喧けん嘩かが起きる。

　いつもの光景。これが当たり前の日常。

　とくに面おも白しろいこともない、ありふれた町の情景だったのだが──。

　そこに、特異な色しき彩さいが、ひとつ。

「俺に言ったのか？　えぇと、よく聞こえなかったが……」




　目の前に、風景から浮うき立つような、とても美しい女の子が立っていた。




　豊かな金色の髪かみは陽光を融とかして固めたようで、まるで神仏が放つ後光のようだった。

　お姫ひめ様のような顔立ちなのに、なぜか着ているのは薄うす汚よごれたジャージである。

　その炎ほのおを放つような双そう眸ぼうは、人間とは思えないような真しん紅くだった。

「何度も言わせるな、そなたは阿呆か？」

　時代錯さく誤ごな、どこか老人のような口調で、女の子は苛いら々いらと地じ団だん駄だを踏ふむ。

「よいか？　命が惜おしければ、そなた、わらわの──下僕エサになれ」

「よくわからんけど……」

　腕うで時計を見ると、バイトの時間が近づいてきていた。

　怪しい人間には近づかない。目もあわせない。会話するなんてもっての外。

　それがこの町で平和に生きるうまいやりかただと、花丸は学習していた。

　遠まわりになるが、仕方ない。

　踵きびすをかえし、早足で遠ざかろうとしながら。

「すまん、俺、急いでるんで──」

「そんなに急いでどこへいくっ！」

　少女は必死についてきたが、群衆にもまれて前へ進めない。

「わ、わらわの下僕エサになるという、ありがたぁい運命──そう、運命じゃ！　運命を手放してまで、優先せねばならぬ用事があるのじゃろうな、この唐とう変へん木ぼく！　待たぬか！　これは脅おどしではないのじゃぞ、命が惜しければ……！」

「しつこいな！」

　追いつかれて腕を摑つかまれたので、花丸は喧けん嘩か腰ごしで相手を威い嚇かくする。

「客引きか何か知らんけど放ほうっておいてくれ。俺は貧びん乏ぼうなんだ、金なんかないぞ。だから生活費を稼かせがなくちゃいけないし、変なやつの相手をしていてバイトに遅ち刻こくしたら首を飛ばされて収入がなくなって飢うえ死になんだよ！」

　きょとんとする少女の鼻っ面つらに、指をつきつけて。

「このご時世、バイトでも働けるだけありがたいんだから、俺を職場に行かせてくれ！」

「ふむぅ……」

　少女はあまり納なつ得とくしていない様子だったが、難しい顔をしながら──つぶやいた。

「とても残念なことを、そなたに告げねばならぬ」

「あん？」

「間もなく、ここは戦場になる」
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　少女の言葉で、一いつ瞬しゆん、時が止まったようだった。

　花丸は思わず周囲を見回す。

　相変わらずの喧けん噪そうだ。

　物売りのわけのわからない口上。

　あちこちの屋台から匂におってくる香こう辛しん料りようと焦こげるような匂い。

　犬がやかましく吼ほえまくり、選挙カーが大音量をまきちらして通過する。

　そんな嵐あらしのような活気のなか、少女ひとりが異質だった。

「そなたの日常は崩ほう壊かいし、おそらくこの町も壊滅し、ばいととやらにも行けぬ」

「あー、そう」

　花丸は何か面めん倒どうになってきて、少女を振ふりきって歩いていく。

「むう──」

　少女は溜ため息いきをついて、今度は引き留めることもなく、ぼやいた。

「信じぬのか。この偽いつわりの平和を、吹ふけば飛ぶような世界を、哀あわれにも盤ばん石じやくなものだと過信しておるのじゃな。間ま抜ぬけとはいわぬ。だが、無む駄だなことじゃ」

　すでに少女から目を逸そらし、平へい穏おんな〝いつもどおりの日常〟に戻もどろうとしている花丸を、神しん妙みような声だけが追いかけてくる。

「すぐに、わらわの言葉が真実だったと、そなたも理解する──そのときに、悔くい改めても遅おそいのじゃぞ。観念し、いまだ平和な日常がかたちを保っている今こそ、決断し……そなた、わらわの──下僕エサになれ」

　三度目の言葉に、花丸もいいかげん苛々が限界にきて。

「うるせえよ！」

　振りかえり、怒ど鳴なった。

「何か知らんけど、他ほかを当たってくれ！　俺は急いでるんだよ！」

「他などおらぬ。そなただけじゃ」

　少女は金糸の髪を舞まわせ、そっと前方へと手を伸のばす。

「それに、急いでおるのは、わらわも同じじゃ。……あと五秒」

「──はい？」

「四」

　戸と惑まどう花丸を無視し、少女はカウントダウンを歌いあげる。

「三」

　そして弾はじけるように真上を睨にらみつけると、不ふ愉ゆ快かいそうに眉まゆをひそめて。

「……予想より早かったのう」

　次の瞬しゆん間かん──。
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　それは落らく雷らいだった。

　雷かみなりにしてもありえない威い力りよく、ありえない高温。

　落雷の現場からは十数メートル離はなれていたが、それでも灼やけつくような暴風が通行人をまとめて吹き飛ばし、花丸もその群れのなかで押し潰つぶされるように倒たおれた。

　微び動どうだにしていないのは、金きん髪ぱつの少女ただひとり。

　彼女が紅玉の瞳ひとみで見み据すえる先で、さらなる怪かい奇きが進行している。

　それはブラックホールに似ていた。

　街路樹とその周囲の花か壇だんを消し飛ばし、アスファルトと地面を融ゆう解かいさせて地中深くに潜もぐりこんだ雷らい撃げきは、あろうことかおおきく呼吸するように周囲のすべてを吸いこみ始めた。
















　さらに無造作に吸いこまれた諸もろ々もろのものは──引き寄せられ、ぐちゃぐちゃと互たがいに激げき突とつし潰れあい混ざりあって、〝何か〟に合体しようとしていた。

　それは輪りん郭かくだけ見れば、巨きよ大だいな人間である。

　頭があり、手足も二本ずつ──けれど、かなり異質な人間だ。

　その身体からだを構築するのは、引き寄せられた諸々の物質。

　凝ぎよう縮しゆくされ、元が何だったかもわからなくなった、ゴミ処理場で押し潰された大量のアルミ缶かんのような、ぐちゃぐちゃの混こん沌とんであった。

　その巨人の全身で、虹にじ色いろの迅じん雷らいが飛び跳はねる。

　巨人の表面を舐なめるように這はいまわった七色の光は、その通過した部分を瞬またたくうちに溶よう解かいさせ、再構築し、綺き麗れいに整えていった。

　光が走りまわったあと、巨人はすでに美しいとすらいえた。

「ロボット……？」

　誰だれかがつぶやいた。他ほかに表現のしようがなかった。

　それは──まさにロボットに見えた。

　全高、五メートルはあるだろうか。

　そばに転がった乗用車を踏ふみつぶせそうな、建築物のような威い容ようである。

　台風にあったような散らかり放題な町中で、その姿はどこか現実感がなかった。

　他の通行人と同様に、啞あ然ぜんとしながら──花丸は戸と惑まどうしかない。

「な、何だ……何なんだよ、いったい!?」

「愚ぐ問もんじゃ」

　腕うで組ぐみし、平然と仁に王おう立だちしたままの少女が、吐はき捨てるようにぼやく。

「そなたが、もたもたしておるから、敵がきてしまったではないか……」

「て、敵？」

　花丸は、わけがわからなくて、とにかく腹が立った。

「お、おまえ、あれが何だか知ってるのか？」

「無論じゃ。あぁ、最初に言っておくが──こうなった以上、〝安全な場所〟はどこにもない。逃にげ場もないぞ、見つかってしまった以上……あやつを倒たおすか、死ぬかじゃ。覚かく悟ごを決めて、早はよう、わらわの下僕エサとなれ！」

「そ、それの意味がわからねえってば！　いいから、避ひ難なんし──」

　その次の瞬しゆん間かんだった。

　信じがたい速度で、巨大ロボットが動いた。

　まさに雷光のように、十数メートルの距きよ離りをたったいちどの跳ちよう躍やくで埋うめて、それは地面に亀き裂れつを走らせながら花丸たちの間近に着地──同時に激しく身体を旋せん回かいさせる。

「いかん！　予想よりすばしっこい……逃げっ──」

　少女の緊きん迫ぱくした声と、まさに同時だった。

　無造作に振ふるわれた巨大ロボットの拳こぶしが、少女をあっさりと弾はじき飛ばした。

　パチンコ玉のように吹ふっ飛んで、少女は車に衝しよう突とつし跳ねあがり、錐きり揉もみ回転しながらどこかの店のショーウインドーに全身を強したたかにぶつけた。

　割れた硝子ガラスが派手に散らばり、少女はそのまま転がっていく。

　花丸は、動けない。

　事態が理解できなかった。

「そ、そんな……」

　さきほどまで喋しやべっていた少女が、巨大ロボットに殴なぐられて──たぶん死んだ。

　目の前で、人間が死んだ。

「うっ、うわぁぁあ!!」

　本能的な恐きよう怖ふのまま、今度こそ逃げだした。
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　がむしゃらに、両足を動かしてその場から遠ざかる。

　恐おそろしいのは、巨大ロボットの狙ねらいが、どうも花丸らしいということだった。

　このおぞましい機械の化け物は、しばしこちらを見失っていたようだったが、すぐに手を伸のばして追いかけてきた。

「ひいいっ!?」

　悲鳴をあげながら花丸は見た。

　巨大ロボットが、わずかに振しん動どうした。

　同時にいくつもの炸さく裂れつ音と火花が、その表面で走りまわった。おそらく銃じゆう撃げきだ。

　巨大ロボットには傷もつかなかったが、跳ちよう弾だんが荒あれ狂くるい、周囲の地面を無意味に穿うがった。

　花丸は顔をあげ、意外なものを発見する。

　避難する人々を押しのけるようにして、いくつもの車両が駆かけつけてきていた。

　パトカーである。

　それら警察車両は整然と並び、どやどやと完全武装した警官たちがおりてくる。

　ジュラルミンの盾たてと装そう甲こう服と各種の重火器。

　無線でやりとりし、怒ど号ごうを放ち、警告もなく巨大ロボットに銃撃をくわえている。

「うおぉっ……何なんだよ、さっきから!!」

　流れ弾だまが飛んできそうだったので、花丸は身を低くしたまま、必死で這いずる。

「と、とにかく──が、がんばれ警官！　お、俺は逃げ──」

　耳に、警官たちの咆ほう哮こうじみた叫さけびが届いてくる。

「本部応答願います！　〈合体ロボット〉のＭＣを確かく認にん──攻こう撃げき中!!」

「銃弾ごときじゃ足止めにもならんか──火力だ、火力が足らん！」

「ＭＣから〈聖せい氣ぎ〉の放出を確認!!　通常兵器は効果がありません!!　〈聖氣〉があるかぎりミサイルだろうが核かく兵へい器きだろうが無意味ですよ！　一いつ般ぱん人の避難を優先しなくちゃ──」

「化け物が……!!　辻つじのやつはどうした!?　化け物の相手は化け物にやらせろ!!」

「〈合体ロボット〉が脱だつ走そうの際に襲しゆう撃げきし、辻巡じゆん査さは重傷を負って動けません……!!」

「──いかん!?　総員、退たい避ひーっ!!」

　警官の誰だれかが悲鳴をあげたが、その指示はあまりにも遅おそすぎた。

　巨きよ大だいロボットの頭部が左右に割れて、その真ん中から〝何か〟が音速で射しや撃げきされた。

　ジェット噴ふん射しやを放ちながら飛ひ翔しようしたその物体は、喚わめく警官隊の真ん中に着弾。

　爆ばく炎えんが吹き荒れ、気圧が歪ゆがみ、耳を聾ろうする大だい音おん響きようとともにすべてが吹き飛んだ。

　警察車両が、警官が、その用意した武器がばらばらと舞まいあがり、周囲の建物ごと何もかもが消し飛んで、あとには何も残らなかった。

「あ、あぁっ、警察がやられた……」

　花丸は、信じがたい思いでそれを見ていた。

　あまりにも呆あつ気けなさすぎて、現実感がない。

　燃えあがる街路樹を背景に、頭が割れたままの巨大ロボットが──。

　今度こそ邪じや魔ま者ものはいなくなった、という態度で、こちらに手を伸ばしてきた。

　──やはりこいつの狙いは自分なのだ。

　あっさりとその巨大な手のひらに握にぎりしめられ、高く掲かかげられる。

　間近に、おぞましく割れた巨大ロボットの頭部がある。

『んふっふ★　んふっふ★　んっふふっふふぅん★★★』

　甲かん高だかい声が響ひびいた。

　鼻にかかるような、甘ったるい女の子の声だ。

　それが誰の声だか、花丸にはすぐにはわからなかったが、この場には自分以外には巨大ロボットしかいない。

　──こいつが喋ったのか!?

『るん、るん★　つっかまぁえたぁ捕つかまえたぁあ……っと、ありゃ？』

　巨大ロボットは、握りしめた花丸に顔を近づけてくる。

『なぁに、こいつ？　Ｘエツクスサン、じゃないわよねぇ……？　どこの誰、何なの？』

　戸と惑まどったように、小首を傾かしげながら。

『はぁい、坊ぼうや？　元気？　喋れる？　だったら教えなさい、あんた誰？　いったい何者なの？　Ｘサンをどこに隠かくしたのよ……？　すなおに答えてくれたらね、えへへ、楽に殺してあげちゃうわよん……★★』

　次の瞬しゆん間かんだった。

　高速で飛来した〝光り輝かがやく輪っか〟が、巨大ロボットの右みぎ腕うでを切り飛ばした!!

　それは花丸を握りしめていたほうの腕で、おかげで花丸は腕ごと地面に落下する。

　切りくちは鋭えい利りだった。分子ごと断たち切られたようにすら見えた。

　その傷口から遅おくれて七色の光が、まるで血のように噴ふきだし、それを嫌きらうみたいに巨大ロボットはもう片方の手で傷口をかばった。

　輪っかは光で構築されたような、質量のなさそうな謎なぞの物質だったが、しばらく飛翔すると地面に深々と突つき刺ささり、そこで動かなくなった。

　輝きを失って、金属のようになってしまう。

　自分を摑つかんだままの巨大ロボットの指から這はいだし、どうにか顔をあげた花丸は見た。

「そやつから、離はなれろ!!」

　光輪を投げつけ、花丸を巨大ロボットから救ってくれたのは、最初の一いち撃げきで吹ふっ飛び、命はないものと思われた──紅あかい瞳ひとみの女の子だった。
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　彼女はぼろぼろだった。

　頭から血を流し、小豆あずき色のジャージもあちこちすり切れて、肌はだが露ろ出しゆつしている。

　ふらつきながら、埃ほこりまみれで、それでも彼女は威い風ふう堂どう々どうと宣告する。

「わらわの、下僕エサに、手をだすな……!!」

　雄お叫たけびをあげると、一直線にこちらへ向かってきた。

　蠟ろう燭そくの最後の煌きらめきのような、走り抜ぬいたらもう倒たおれても構わない、という気き概がいの全力疾しつ走そうである。

『あはっ★　そこにいたのね、Ｘサン……★』

　巨大ロボットは片腕を失いながらも、そんな少女を嘲あざけった。

『〈聖氣〉切れで〈転てん真しん〉もできないくせに、手をだすなとか命令口調が生意気……!!』

「遠えん隔かく操作のＭＣごときに、不意打ちでなければやられるものか!!」

　少女はその指先を跳ちよう躍やくして回かい避ひ、巨大ロボットの真横を通過する。

　行く先は、地面に突き刺さったままの輪っかだ。

『ちょこまかと……!!』

　巨きよ大だいロボットが無事なほうの片腕を、少女の背中に向ける。

　同時にその指先が「ばくん」と開いて、そこから無数の弾だん丸がんが放たれる。

　少女はコマ落としのような速度で駆かけ、銃じゆう弾だんをすべて避よけて──手を伸のばし、輪っかを抱だきかかえるように入手。

　同時に輪っかには太陽のような輝きが灯ともり、飛来した銃弾を無造作に払はらいのけた。

　跳ちよう弾だんが少女の間近の建物を穴だらけにし、爆ばく破は炎えん上じようさせる。

　その風圧にのるようにして、金色の髪かみを舞まわせ、少女は跳躍。

　翼つばさでも生えているかのように恐おそるべき距きよ離りをひとっ飛びで、巨大ロボットに肉にく薄はくする。

「しつッこいんじゃ、ぽんつくがぁあ!!」

　叫さけびながら、少女が光輪を剣けんのように振ふり下ろした。

　巨大ロボットは片腕で我が身をかばって防ぼう御ぎよしようとしたが、その腕の装そう甲こうごと光輪は何の抵てい抗こうもなく身体からだをまっぷたつに切り裂さき、右半身と左半身に断ち割った。

『ちぃっ……!!』

　さしもの怪かい物ぶつも身体を両断されてはどうにもならず、地じ響ひびきをあげて倒れ伏ふす。

　それを見み据すえ、着地し、少女は髪の毛をかきあげた。

「見たか、この世に斬きれぬものはなし──これぞ天下無む双そうの天プロ輪ミネ刃ンスじゃ!!」

　笑え顔がおを見せたが、すぐにその表情が曇くもる。

　彼女の手のひらのなかで、天プロ輪ミネ刃ンスというらしい光の輪は色を失い、蒸発するようにして消えてしまった。

　それを惜おしむように、指先を宙にさまよわせて──少女は途と方ほうに暮れた表情をした。

「最後の天プロ輪ミネ刃ンスが……まぁ、よい。次善じゃ、そなたを助けられた」

　視線の先には、へっぴり腰ごしで地面に手をつく、花丸がいた。

　助けられたのはわかったが、花丸には何も言えない。

　とにかく、状じよう況きようがわからなかった。

「………？」

　そんな花丸の頰ほおに、ぽつりと、雨う滴てきのような液体が落ちてきた。

　反射的にそれを手で拭ぬぐい、花丸はぎょっとする。

　紅あかい。

　見あげると、少女は全身から血を流し、それでも微笑ほほえんでいた。

　巨大ロボットにぶん殴なぐられたのだ、当然、大おお怪け我がである。

「お、おまえ、だいじょう──」

　慌あわてて立ちあがり、少女に手を伸ばしかけた花丸のそばで──爆音。

　同時にまっぷたつになっていた巨大ロボットが振しん動どうし、切り分けられた右半身と左半身がその場で変形、戦せん闘とう機のような形状となって──真上に飛ひ翔しようしていった。

　風圧が吹き荒あれ、少女がこちらに倒れこんでくる。

　その全身は高熱をまとっており、柔やわらかくて、華きや奢しやだった。

　金色の髪の毛が、ゆるやかに揺ゆれている。

「……心配はいらぬ」

　唇くちびるがわななき、少女が声をあげる。

　花丸は、思わず彼女を抱き寄せた。

「喋しやべるな！　おまえ、大怪我だぞ！　待ってろ、近くに病院が──」

「わらわのことなど、よい。それに、病院などと、悠ゆう長ちようなことは言ってられぬ」

　少女の真っ赤な瞳ひとみは、焦しよう燥そう感かんに焦じれていた。

「早はよう逃にげよ──戦わぬなら、それが最善じゃ」

「に、逃げる？」

　花丸はこちらに身を任せてくる、少女の吐と息いきに、場ば違ちがいにどきどきする。

「どうして？　えぇっと──敵はもう、倒しただろう？」

　敵としか言いようがない。

　平和な日常に、突とつ如じよとして舞い降りた悪夢。

「ＭＣごとき、いくら潰つぶしても無む駄だじゃ。小指をぶつけたほども、敵は痛つう痒ようを感じておらぬはず。最後の天プロ輪ミネ刃ンスも、使い切ってしまったしな、次に襲しゆう撃げきされたら……対応は、できぬ。おまけに、合体されたら、もはや手も足もでぬのじゃぞ──」

「が、合体？」

「そうじゃ。なにせ、あやつは〈合体ロボット〉じゃからな」

　花丸たちの上空で、さらなる地じ獄ごくが始まろうとしていた。
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　少女を背負いながら花丸は必死に走る。

　真上を見あげると、そこでは信じがたい光景がつづいている。

　さきほど少女が切り裂き倒たおした巨大ロボットは、ふたつに分ぶん割かつされたにもかかわらず、それぞれが変形して飛翔──空へと向かった。

　そして、同時に町中のあちこちから、同様の存在が集まっていく。

　激げき突とつし、融とけあい混ざりあい、巨大ロボットが変形した戦闘機らしい有う象ぞう無む象ぞうは──ぐちゃぐちゃと〝共食い〟をし、ひとつの輪りん郭かくをつくりあげる。

　五メートルほどの戦闘機がふたつあわさり、十メートル、それらがあわさり二十メートル、四十、八十、さらに倍──百を超こえ、もはや神話の巨人のようなサイズになっている。

　身体の表面を虹にじ色いろの雷らい光こうが走り、整えられ、原色に塗ぬりたくられていく。

　その超巨大ロボットが立ちはだかるだけで、太陽は遮さえぎられ、地上は暗くら闇やみに包まれる。

「はぁっ……はぁっ──」

　息を切らせて駆かける。

　少女の手当てをしたら、乗り物を確保して、一刻も早く避ひ難なんを──。

「抜ぬけ作が」

　少女が、ぽつりと囁ささやいた。

「矛む盾じゆんしておるのう、わらわの下僕エサにはならんのに、わらわを見捨てて逃げもせぬ。どっちつかずで……中ちゆう途と半はん端ぱじゃのう」

「うるせえ」

　少女の声はあまりにも弱々しく、憎にくまれ口にも、腹はたたなかった。

「よくわからんけど、命を助けられたっぽいのは事実だからな……せめて、安全な場所まで運んでやるよ」

「安全な場所など、ないのじゃがな」

　少女は、それでも、花丸に抱だきついたままの指先にちからをこめる。

「だが、嬉うれしいぞ。その気き遣づかいが、無知ゆえのものでも、わらわは嬉しい。幸福に思うぞ、わらわの下僕エサとなるものが、優やさしい心の持ち主で……」

「…………」

　褒ほめられているのはわかるが、この少女の正体も語る言葉の意味も謎なぞなので、すなおに受けとれない花丸である。

「あのな、とりあえず、いちから説明してくれないか？」

　危機が真上で渦うず巻まいているのだ、悠長にお喋りしている暇ひまもなさそうだが──。

　何もわからぬまま死ぬのでは、成じよう仏ぶつできない。

「まったく状じよう況きようが理解できんのだが、そもそも、おまえは誰だれだ？　あのロボットみたいなのは何だ？　俺を下僕エサにするって、どういうことだ？」

「質問が多いのう……」

　億おつ劫くうそうにしながら、少女は溜ため息いきをつく。

「まぁ、よいか。手短に教えてやるから、耳をかっぽじって聞くがよいぞ」

　すごく偉えらそうだった。

「この国は、かつて〈正せい義ぎ機き関かん〉と呼ばれる秘密組織に侵しん略りやくされ、いちど崩ほう壊かいしておる」
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「…………」

　突とつ飛ぴすぎて、ちょっと反応できなかった。

「何じゃその顔は……ともあれ、知らぬのも無理はない。一いつ般ぱん人のあずかり知らぬところで、それは始まり、そして終わったのじゃからな」

　そんなことが、現実に起こりうるのだろうか。

　すなおには受けいれられなかったが、少女はあくまでも真面目まじめだった。

「あまりにも〈正義機関〉が強力であったため、政府が状況を理解するよりもさらに早く、国家は転てん覆ぷくし、政権は瓦が解かいし、〈正義機関〉はこの国のすべてを掌しよう握あくした」

　ふざけている様子もなく、少女はその秘ひめられた歴史を語る。

「そう、一般人に秘密にされたというより、誰も気づかぬほどの速度で、効率で、勢いで、国家は敗北したのじゃな。無論、気づいておるものもおったろうが、大部分の一般人は〝何となく変だな〟〝この国、やばそうだな〟と肌はだで感じた程度じゃろう」

　地を這はう虫けらに、太陽の病状はわからない。

　一般人にとって、政治も国家もあくまで巨きよ大だいな容いれ物にすぎず、あまり気にしていなければ、その趨すう勢せいは遠い世界の物語だ。

「ともあれ、そうして国家が呆あつ気けなく敗北した理由は──〈正義機関〉が用いた秘密兵器、通つう称しよう〈正義の味方〉の圧あつ倒とう的てきな強さじゃった」

　また胡う散さんくさい単語がでてきた。

「〈正義の味方〉は未知なるエネルギー〈聖氣〉を身体からだに宿し、それを活用し戦う無敵の兵器じゃ。〈聖氣〉は〈正義の味方〉の周囲に特とく殊しゆな防ぼう御ぎよ壁へきを展開しており、どのような兵器でもこれを貫かん通つうできぬ。核かく爆ばく弾だんすら無力化するのじゃ」

　それが事実なら、なるほど無敵の兵器だが。

「そんな強力な兵器たちに攻こう撃げきされ、抵てい抗こうすることもできず、国家の要人はまとめて暗殺され、自衛隊も瞬またたく間に壊かい滅めつし、この国は自己を防衛し、運営するちからを喪そう失しつしてしまった。政治家と戦力が消え失うせ、国家は事実上、〈正義機関〉に完全に掌握された」

　ほとんど子供向け漫まん画がの、悪の組織みたいなやりくちである。

　にわかには信じがたい。

「けれど、そうして国家を敗北させた〈正義機関〉は──それ以上、特に何かをする前に、なかば自じ滅めつするようにして壊滅する」

　哀かなしそうに、少女はつぶやいた。

「〈正義の味方〉たちの、反乱によってな」
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　国家すら転覆させた、正体不明で、無敵の兵器。

　それらが反旗を翻ひるがえしたということは、つまり内乱だろう。

　だいぶ事情を省いているようで、詳くわしいことはわからないが──。

「〈正義機関〉はその創始者であり、指導者であり、あらゆる意味で絶対者であった──〈正義の神〉Ｘクロステラの死と同時に崩壊した。そして、反乱によって〈正義機関〉を解体した〈正義の味方〉たちは、そのまま野に放たれてしまったのじゃ」

　組織に統とう轄かつされていた無敵の兵器たちが、自由になってしまったのか。

　核かく兵へい器きが世界中に放ほうりだされたようなものだろう。

「現在は〈正義機関〉の残党で、良心のあるものたちが、一時的にこの国家を運営しておる。混乱を抑おさえ、一般人たちに悪あく影えい響きようがでないように努力しておるのじゃ──まぁ、そのおかげで、ふつうの人々はそんな出来事があったことも知らぬ」

　そうか、〈正義機関〉の攻撃で、本来の政治家たちは皆みな殺ごろしにされているのだ。

「ひとつ、懸け念ねんがある」

　少女は真面目な表情で、途と方ほうもない、冗じよう談だんじみた話をつづける。

「国家に仇あだなし、蛮ばん行こうをふるった〈正義機関〉が討とう伐ばつされてめでたしめでたし……となれば、話は簡単だったのじゃが。〈正義機関〉に反はん抗こうし、自らの生みの親を滅ほろぼした〈正義の味方〉たちにとって、誤算としかいえない事実が、後に判明したのじゃ」

　あくまで、哀しそうな口調だった。

「〈正義の味方〉たちの最大の武器であり防備であり、生命そのものでもある〈聖氣〉は、まったくの未知のエネルギー……それを扱あつかえるものは、死したＸテラしかおらんかった。そのため生命活動や戦せん闘とうなどで消費した〈聖氣〉を補給する方法を、〈正義の味方〉たちは知らなかったのじゃ」

　花丸は、ずっこけそうになった。

　深刻な事態なのだろうけど、阿呆か、としか思えなかった。

「ただ生きるだけで、〈正義の味方〉は〈聖氣〉を消費していく。徐じよ々じよに衰すい弱じやくし、〈聖氣〉が枯こ渇かつしてひとり、またひとりと〈正義の味方〉たちは死んでいった。その悲ひ惨さんな状じよう況きようを見て──悪心を抱いだくものが、少なからずいたのじゃ」

　声に、嫌けん悪おをしのばせて。

「〈聖氣〉を補給する、もっとも簡単な方法が何か、わかるか？」

　吐はき捨てるように、少女は言い放った。

「〈正義の味方〉は、〈聖氣〉を生産することはできない。だが、他ほかの〈正義の味方〉のなかには、確実に〈聖氣〉が蓄たくわえられている。ゆえに、他の〈正義の味方〉を襲おそい、〈聖氣〉を啜すすり、奪うばいとり、我がものとするものたちが続出するようになったのじゃ」

　食料が足りなくなれば、共食いが始まる。

　当然の帰結といえたが、あまりにも救いがない。

「もちろん、すべての〈正義の味方〉が、〝共食い〟してでも生き延びよう……としている、わけではない。〈聖氣〉の仕組みを解き明かし、〈聖氣〉を生産することで問題を解決しようとするもの、静かに滅びを受けいれるもの、団結しひたすらに身を守るもの……様々じゃが、わかっているのは、〈正義機関〉が滅びても、この国は平和になったわけではない──ということじゃ」

　少女は嘆たん息そくし、歯は軋ぎしりをする。

「〈正義の味方〉同士の潰つぶしあいという、前ぜん代だい未み聞もんの変事が、この国には吹ふき荒あれておる──もはや、誰だれにも止められぬ」

　真上を見あげると、そこでは超ちよう巨きよ大だいロボットが、異教の邪じや神しんのように屹きつ立りつしていた。

　あまりにも巨大で、逆に現実感がない。高層ビルを椅い子すがわりにできそうだ。

「あやつも、狂きよう気きにかられ──他の〈正義の味方〉を狩かることをためらわない、凶きよう悪あくな〈正義の味方〉のひとり。そこそこ有名なやつじゃ……たしか、名前は〈正義の合体ロボット〉アレックスサンダー」

　そして、今さらのように少女は名乗る。

「そして、わらわは──〈正義の天使〉Ｘサンシャイン……Ｘサンと、呼ぶがよい」

　やはり、彼女も〈正義の味方〉。

　この国をいちど滅ぼし、けれど反乱し、行き場をなくし共食いをする哀しき兵器。
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「〈合体ロボット〉の狙ねらいは、わらわじゃ。〈正義の味方〉は、〈聖氣〉を感知できる。逃にげ場がないというのは、そういうことじゃ。枯渇しかけているとはいえ、わらわの身体からだにはまだ〈聖氣〉がある。そして、そなたにも、〈聖氣〉が──大量に、ある」

「お、俺にも？」

　意味がわからない。

「な、何で俺に、その〈聖氣〉とかいうものが？　俺は関係ないだろ？」

「知らんよ。だが、そなたの〈聖氣〉は恐おそるべき量じゃ。わらわも、そのおかげでそなたの居場所が感知できたし、〈合体ロボット〉もそれは同じじゃろう」

「な、何だそれ……どうして俺が……？」

　自分の身体のなかに、その〈聖氣〉とかいう謎なぞのエネルギーが充じゆう満まんしているといわれて、良い気分なわけがない。

　おまけにその〈聖氣〉は、撒まき餌えのように、あの〈合体ロボット〉のような化け物を呼び寄せるのだという。

「ともあれ、〈合体ロボット〉より先に、そなたに接せつ触しよくできたのは僥ぎよう倖こうといえる」

　Ｘサンは微笑ほほえむと、我知らず立ち止まっていた花丸の背中から、ゆっくりと降りる。

　正面にまわりこんで、こちらを覗のぞきこんでくる。

　炎ほのおのような、真しん紅くの瞳ひとみ。

「わらわに──そなたの〈聖氣〉をくれ。わらわは間もなく〈聖氣〉が枯渇し、生命を維い持じできずに、自己崩ほう壊かいして死ぬ。そんな最悪の事態を回かい避ひし、また〈合体ロボット〉の攻こう撃げきから身を守り、撃退するためには、とにかく〈聖氣〉が必要なのじゃ」

　魅み入いられたように立ちすくむ花丸に、まるで愛の告白でもするように。

「幸い、そなたの〈聖氣〉は膨ぼう大だいじゃ。その一部でも得られれば、わらわは本来のちからを取り戻もどし、全力で戦うことができるのじゃ」

　それが〝下僕エサになる〟、ということなのだろうか。

「…………」

　花丸は戸と惑まどいながらも、思案する。

　実際に巨大なロボットに襲われたのだ、今さら信じられないとかありえないとか、そういう言葉を吐けるほど、花丸も日常とか現実というものへの信用を保っていなかった。

　それでも抵てい抗こう感があるのは。

　ここでＸサンに協力したら、何だかもう引きかえせない──という気がするのだ。

　二度と、べつに愛していたわけではないけど、それなりに気にいっていた〝ごく当たり前の日常〟というやつを、享きよう受じゆできないのではないか、と。

「……怯おびえておるのか？」

　Ｘサンは、あくまでも無む理り強じいはしなかった。

「それも仕方ない。決断するのは、そなたじゃ」

　託たく宣せんをくだす天使のように、優やさしく選せん択たく肢しを提示するだけ。

「神は死んだ。わらわたちは、親を殺した罪深き堕だ天てん使しじゃ。〈正義機関〉が滅ほろんだ今、〈正義の味方〉たちに、存在している意義はない。わらわも、〈正義機関〉が崩壊したあのとき、何もかもを失い、そのまま朽くち果てるのもよいかと考えておった」

　傷だらけの天使は、声だけは凜りんとして、こちらに呼びかけてくる。

「だから、選ぶのはそなたじゃ。そなたに、委ゆだねようぞ。わらわに手を貸し非日常と戦うか、わらわから目を逸そらし、日常のなかへ逃げてゆくか。どちらも決断じゃ。無理強いはせぬし、どちらが賢けん明めいかは、わらわには判断できぬ」

　決断、といわれても──。

『どこへ逃げたのぉぉおお虫けらちゃぁぁあああああんんんん★★★★』

　それ自体が爆ばく撃げきのような大音量で、甘ったるい声が響ひびき渡わたった。
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　花丸とＸサンがいるのは、墓地だ。走りつづけて、こんな場所まできてしまった。

　鬱うつ蒼そうと茂しげった樹木が、とりあえずこちらの姿を隠かくしてくれる。

　遥はるかな上空では、超ちよう巨きよ大だいロボットが、雷らい撃げきのような声を放っている。

　見た目は、さきほど戦った巨大ロボットとほぼ同じだが、でかすぎる。

　その周囲には紫し電でんをまとった黒雲がむらむらと群がり、世界をひどく暗くしていた。

「ひっ──」

　あまりにも馬鹿げたその存在に、花丸は萎い縮しゆくするしかない。

　虫けら、という呼びかたは、言い得て妙みようであった。

　あまりにも背せ丈たけに差があるせいか、逆にこちらを見つけられないらしく、超巨大ロボットはがむしゃらに腕うでを振ふるってあたりをまさぐっている。

『ここかな？　ここかな？』

　声だけは楽しそうな女の子のものなので、むしろ異様だった。

『あぁもう、自分の〈聖氣〉がでかすぎて、虫けらちゃんたちが見つけらんないぃい!!　強すぎるって罪よねぇええ!!　痛いことしないから、でぇておいでぇええ★★　仲良くいっしょに遊びましょぉおお、きゃははははぁぁあ★★★』

　地じ盤ばんが抉えぐれ、建物や車が竜たつ巻まきにあったように吹ふき飛び、ビルがなかばから折れて倒とう壊かいする。

　ただ動くだけで、創世神話の巨人のように、地形が破壊され歪ゆがめられていく。

　大おお地じ震しんのような縦たて揺ゆれのなか、定まらない視界で、花丸は見た。

　遠方から雲を切り裂さくようにして、無数の戦せん闘とう機が飛来したのだ。

〈合体ロボット〉の〝部分〟ではない、ふつうの軍事用航空機だった。

　それらは矢のような動きで飛来すると、ためらわずに機き銃じゆうを掃そう射しや。

　同時にミサイル攻撃が開始され、巨大ロボットを爆ばく炎えんが包む。

　轟ごう音おんが響き、空が紅あかく染まった。

「あれは……自衛隊か……？」

　風圧によろけ、花丸はそばにあった墓石にすがりついた。

　微び動どうだにしていないＸサンが、投げやりにぼやく。

「否いな、言ったであろう？　国家はいちど滅んでおる……政府も、それに伴ともなう自衛隊もな。あれは〈正義機関〉の崩壊後、この国家を運営しておる〈正義機関〉の残党ども──〈新しん日に本ほん仮かり政せい府ふ〉と呼ばれるものたちが、対〈正義の味方〉を想定してつくった軍隊じゃろうな」

　銃じゆう弾だんや爆ばく裂れつが派手に上空で炸さく裂れつするが、〈合体ロボット〉は鬱うつ陶とうしそうにするだけ。

「き、効いてないのか……？」

　花丸は、信じられない思いでそれを見ていた。

「あんな、すごい、攻撃してるのに──」

「言ったであろう？　〈聖氣〉が防ぼう御ぎよ壁へきを展開して、あらゆる通常兵器を無力化する。〈聖氣〉の防御壁は同じ〈聖氣〉をまとった攻撃でしか突とつ破ぱできない──つまり、〈正義の味方〉でなければ、〈正義の味方〉は斃たおせない」

『うっざぁぁあいい!!』

　絶ぜつ叫きようし、〈合体ロボット〉がその巨きよ体たいからは信じがたい動きで両手を振るった。

　呆あつ気けなく、戦闘機はばらばらに砕くだけ散ってしまう。

　そうしてあっさりと邪じや魔ま者ものを片付け、〈合体ロボット〉は高笑いした。

『きゃははは★★　身の程ほどを弁わきまえろってかんじ!?　最強のあたしに雑魚ざこどもが何をやっても無む駄だなのにさ!!　あんたらみたいな脇わき役やくがぁぁ主役を傷つけられるわけないじゃん★★★』

「あぁっ、もうやられた……」

　花丸は落下していく戦闘機の残ざん骸がいを眺ながめ、絶望しそうになる。

　あまりにも、〈合体ロボット〉は強大だった。おまけに容よう赦しやがない。

　ほんとうに、虫でも踏ふみつぶすみたいに、他者を害する。

「〈正義の合体ロボット〉アレックスサンダーはひたすらに〝最強〟であることを目指し、他者を見下し、傲ごう慢まんに振る舞まう存在……という噂うわさじゃ。あやつにとって、自分こそが絶対で唯ゆい一いつの正義で、あとはほんとうに、塵ちり芥あくたも同じなのじゃろうな──」

　歯がゆそうにつぶやくと、Ｘサンはおもむろにジャージに手をかけて、胸のあたりまでいっきにめくりあげる。

　信じがたいことに、ジャージの下は素すっ裸ぱだかだったらしく、下着すらつけていない。

　その白い肌はだを間近にして、花丸は動どう揺ようする。

「い、いきなり何してんだ!?　錯さく乱らんしたのか!?」

「落ちつけ。こっちが恥はずかしいわい」

　こちらに背を向けて、Ｘサンはわずかに頰ほおを染める。

　露ろ出しゆつした、きれいな背中。

　その、肩けん胛こう骨こつの真ん中あたりに──。
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「見えるか？　わらわの背中に、〝Ｘ〟という記号が刻まれておるじゃろう」

　たしかに、そこには彼女の語ったとおりのものが、実在していた。

　Ｘ。アルファベットにも、ローマ数字にも、掛かけ算の記号にも、バツ印にも見える、ふたつの線が交差されたかんたんなもの。

　色しき彩さいは血のような真しん紅くで、どこか痛々しい。

　魔ま女じよ狩がりの、焼き印のようにすら思えた。

「これは、〈正義の味方〉に刻まれる、製造№と呼ばれる紋もん章しようのようなものじゃ。ここが〈聖氣〉の補給口になっておる。〈正義機関〉にいたころは、この製造№から、特とく殊しゆな器具で〈聖氣〉を注入されておったものよ」

　Ｘサンは服をまくりあげた、ちょっと間ま抜ぬけな姿のままで語る。

「ここに、そなたが触ふれれば、わらわに〈聖氣〉が補給されるはずじゃ。試ためしたことはないが、他ほかの〈正義の味方〉が、非常時にそうして仲間に〈聖氣〉をわけあたえておるのを、見たことがある……。ふつうに触れてもよいが、なるべく粘ねん膜まくがよいそうじゃ」

「ね、ねんまくっ？」

「何を照れておるんじゃ。べつに変な意味はない。敏びん感かんなところは、他者と何かを交こう換かんするのに、いちばん相応ふさわしい部分なのじゃ。そうじゃのう……かんたんなところでは、口とかじゃな。むちゅっときっすをしてくれたらよい」

「何を言ってるんだおまえ……」

　Ｘサンにも他意はないとわかっているが、花丸にはちょっと抵てい抗こう感があった。

　露出した彼女の背中を前に、右往左往していると、Ｘサンは焦じれたように宣告してくる。

「決断するなら、急ぐがよいぞ。……敵は、どうも我が慢まん強づよくはないようじゃ」

『あぁっ、もうっ！　どこ行ったのよぉお、ちびすけぇええ!!』

　喚わめきながら、〈合体ロボット〉が地じ団だん駄だを踏む。

　やけに人間的な仕草だったが、その及およぼした影えい響きようは災害だった。

　停とまっていた電車が横よこ滑すべりに吹ふっ飛び、川に架かかっていた橋が音を立てて落下する。

　地面に亀き裂れつがはしり、発生した火災に空気すら歪ゆがみそうな高温が渦うず巻まく。

『あぁ、もう……めんどくさくなってきちゃった──ちょこまか逃にげ隠かくれしちゃってさ、恥ずかしいとは思わないわけ!?　あんたも仮にも最強と呼ばれた〈正義の天使〉なら、正々堂々と戦いなさいよ!!』

「……最強などと」

　Ｘサンが、ちいさく呻うめいた。

「他人が、勝手にそう呼ぶだけじゃ」

『反応はなし……ふぅん、わかった！』

　うきうき、という態度で、けれど殺意は逆に沸ふつ騰とうさせながら──〈合体ロボット〉は両手を広げて身構えた。

『可愛かわいいなぁ……臆おく病びようなんだからぁぁぁ……怖こわくないのよ、優やさしくしてアゲルからぁぁあ……いいわ、ちまちま捜さがすのはお終しまいっ★　ごちゃごちゃした町ごと吹っ飛ばして、あんたを燻いぶりだしてあげる……★★』

「何かするつもりだぞ──」

　血管が凍こおるような寒気をおぼえ、花丸は息を吞のむ。

　Ｘサンも目を細め、忌いま々いましそうにつぶやいた。

「〈聖氣〉が充じゆう満まんしていく……最終奥おう義ぎを使うつもりじゃな」

「さ、最終奥義？」

「〈聖氣〉を大量に消費して放つ、〈正義の味方〉の虎とらの子じゃ。威い力りよくには個体差があるが、戦略級の核かく爆ばく弾だんのようなもんじゃ──誇こ張ちようではなく、町が吹っ飛ぶぞ!!」

「…………！」

　町が吹っ飛ぶ。

　それは、学校に通い、バイトをし、遠出はせずに、ほとんどこの町だけで暮らしている花丸にとって──世界の終しゆう焉えんに等しい、想像も及ばない事態だった。

　日常を、さほど愛していたわけではない。

　退たい屈くつとすらいえる現実に、毎日に、そこまで固こ執しつする理由はない。

　それでも。

　胸に湧わきあがってくる気持ちがある。

　そんなのは許せない。

　偉えらそうな主張ができるほど、花丸はたいした人間ではないが。

　それでも──見すごせない巨きよ悪あくは、たしかに存在している。

「さぁ、選ぶがよい」

　Ｘサンが、ちいさく語りかけてくる。

「そして、自らの選せん択たくに誇ほこりをもち──胸を張っておればいい」

　優しい、ほんとうに、天使みたいな声こわ音ねだった。

「何を選ぼうとも、それが、そなたの正義となる」

『目にもの見なさいぃぃ、最強無敵のぉぉ最終奥義ぃぃいい──』

　超ちよう巨きよ大だいロボットの全身に、怒ど濤とうの轟ごう雷らいが発生する。

『リミックスぅぅぅうサンダーぁぁぁぁあああああああああああッッッ★★★★』
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　世界が真っ白になる。

　その直前に、花丸は本能的に。

　Ｘサンを抱だき寄せて、彼女の背中に──。
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　死んだ。

　絶対に死んだ。

　生き残れるわけがない。

〈合体ロボット〉の最終奥義は──言ってみれば単純な攻こう撃げきである。

　全身から雷らい撃げきを迸ほとばしらせる。周囲に、まんべんなく。

　ただそれだけの愚ぐ直ちよくな攻撃が、この世に地じ獄ごくを顕けん現げんさせた。

　眼球を灼やくような、ひたすらに純白の雷撃。

　地じ盤ばんがめりめりと音をたててめくれあがり、高層ビル群が根っこからもぎとられバラバラに飛散するのを見て、あぁもうお終いだ──と花丸は納なつ得とくした。

　これ以上は見たくない。

　自分の日常が、世界が壊こわれていくのを、確かく認にんしたくない。

　本能的にそう感じて、両目をかたく閉じて──自分が焼き尽つくされるのは何秒後かと、頭を抱かかえ、蹲うずくまっていたのだが──。

「目を閉じるな」

　爆ばく音おんという表現もなまぬるい不協和音のなか、花丸はたしかに聞いた気がする。

　それはこの騒そう音おんのなか聞こえるわけがない、囁ささやくような一言。

「とくと見よ」

　反射的に、目を見開いた。

　そして花丸は、世界の瀬せ戸と際ぎわを垣かい間ま見みた。

「ここから先が非日常じゃ」
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　花丸は、尻しり餅もちをついていた。

　怯おびえてへたりこんだ、投げだされた爪つま先さきのわずか数センチ先は、荒こう野やだった。

　何もない。根こそぎ破は壊かいされている。

　すべてが融ゆう解かいし、崩ほう壊かいし、赤茶けた土つち塊くれに変へん貌ぼうしていた。

　月面のように穴ぼこだらけで、かたちのあるものは一いつ切さい残っていない。

　その真ん中で、蒸気を噴ふきあげ、〈合体ロボット〉が立っている。

　そして、不可解なのは。

　この世の終わりのごとき荒野が、途中から途切れている。
















　誰だれかが線でも引いたみたいに、花丸の目の前から、真横に延々と──まるで、見えない壁かべでもあったかのように。

　花丸のいる場所を含ふくめた、その背後の町並みは、そっくり無事に残っていた。

　建物がある。街路樹もある。何事もなかったかのような、平和な日常がそこにある。

　人気がないのを無視すれば、いつもどおりの町並みだ。

　ここから先が非日常。言い得て妙みような光景だった。

　誰かが──堰せきとめたのか。

　すべてを破壊する、真っ白な雷らい撃げきを、ここで食い止めたのか。

　それが誰なのか、花丸には、考えないでもわかっていた。

「おまえ……」

「──Ｘサンじゃ、名乗ったろうが？」

　おそらく町の半分を、〈合体ロボット〉の最終奥義から防ぎきったのだろう彼女は、花丸が目を閉じる前とは様変わりした姿で、そこに立っていた。

　太陽光のような金きん髪ぱつと、真しん紅くの瞳ひとみはこれまでどおり。

　けれど、ぼろぼろだった肌はだにはもはや傷ひとつなく、神こう々ごうしいまでに穢けがれがない。

　服装まで変化している。

　あちこち大だい胆たんに露ろ出しゆつしている、派手な衣装である。

　背中からは──異形の翼つばさ。

　溢あふれでる噴ふん水すいのような光が、〝Ｘ〟状をした翼の先端からほとばしっている。

　その姿は、他ほかにどう表現することもできない、まさに天使だった。

　花丸は震ふるえる指先で、目の前の彼女を示す。

「な、なんだよ、その格好は……いつ、着き替がえたんだ？」

「べつに驚おどろくことではない──〈転真〉、という」

　Ｘサンは振ふりかえり、やけに開けっぴろげな、解放感のある笑えみを見せた。

「〈正義の味方〉にとって、〈聖氣〉は生命そのもの。ふつうに生活するだけで〈聖氣〉は消費されるから、〈聖氣〉を節約するために──ふだんは、ちからを封ふう印いんしておる」

　理り屈くつはわかる。

　家電なんかと同じだろう。

　使わないときは、電源を落としておく。あるいは省エネのために休眠スリープさせる。

「けれど、ひとたび戦せん闘とうになれば手加減は無用。〈正義の味方〉はすべてのちからを解放し、本来の姿に戻もどって戦うのじゃ。これを〈転真〉という。わらわは〈転真〉もできんほど衰すい弱じやくしておったが、そなたのおかげで……〈聖氣〉は補給された」

　胸を叩たたき、Ｘサンは力強く宣言する。

「〈正義の天使〉Ｘサンシャイン、この大恩には、命にかえても報むくいてみせる」

　それから彼女は遥はるか遠く──〈合体ロボット〉を睨にらみつける。

「そなたの日常を、わらわが守ってやろう」

『きゃっ、きゃはっ、きゃはははははっっっ★』

　轟ごう音おんがするほど手を叩き、〈合体ロボット〉は荒こう野やのなか、無む邪じや気きに喜んだ。

『そこにいたんだ、虫けらちゃぁぁああん★★　〈転真〉したってことは、やる気になってくれたのねぇぇ!?　超ちよう嬉うれしい……きゃはっ、きゃははっ★　そうよね、本気になったあんたを潰つぶしてこそ、あたしの勝利には価値がでる★★★』

　全身から光こう輝きを放ち、不ふ遜そんな災さい厄やくは嘲あざ笑わらった。

『でもね、無む駄だよ!!　〈転真〉なんか!!　この体格差、実力差、戦力差……笑っちゃう★　あたしは最強!!　すべてが桁けた外はずれの、この世で最も強大な〈正義の味方〉よ!!　あんたが最強なんて呼ばれてるのは、今日この日でおしまい!!　あたしの伝説の礎いしずえになって、墓石の下で歌ってなぁああはははははは★★★』

「弱い犬ほどよく吼ほえる」

　Ｘサンは、まるで動じなかった。

「最強などと、望んで呼ばれているわけではないが──それでもな、そなたのような痴しれものに、勘かん違ちがいさせてやるほど、わらわも優やさしくはない」

〝Ｘ〟状の翼が、輝かがやきを増す。

「身の程ほどを思いしらせてやる。かかってこい、張りぼて」

『きゃはは！　きゃははは!!　急に強気じゃん！……むかつくなぁぁぁああ!!』

　どこから取りだしたのか、いつのまにか〈合体ロボット〉の両手には不自然にきらびやかな大たい剣けんが握にぎられていた。

　激げき震しんとともに〈合体ロボット〉が跳ちよう躍やくし、大上段に魔ま剣けんを振りあげる。

『誰だれも、雷いかずちの脅きよう威いは防げない!!　つまり、あたしには勝てないのよぉお!!　落らく雷らいのごとき剣けん捌さばきと──無む尽じん蔵ぞうの電でん撃げきがあたしの武器!!　死ねぇえぇええ★★★』

「……よく喋しやべるやつじゃのう」

　Ｘサンが呆あきれながら、へたりこんだままの花丸に手を伸のばす。

　そして花丸を抱だき寄せると、耳元で囁ささやいてくる。

「しっかりすがりついておれよ。わらわから手を放したら死ぬと思え!!」

「え!?　ちょっと待っ──おまえ、何す……」

　最後まで言えなかった。

　Ｘサンが激しく地面を蹴けりつけると同時に、噓うそのように、彼女は飛ひ翔しようした。
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　背中の翼が光の虹にじを描えがき、ロケット砲ほうのごとき速度で宙を駆かける。

「え!?　えっ、うぎゃあああ!?　と、飛んでる!!　飛んでるぞ!!」

「天使じゃもの」

　視界が面おも白しろいほど回転し、地上が遠ざかっていく。

　一いつ瞬しゆん遅おそく、〈合体ロボット〉の斬ざん撃げきがさきほどまでふたりがいた場所に直ちよく撃げきし、地面に大きな裂さけ目をつくった。

　衝しよう撃げきで──無事だった建物がドミノ倒たおしのように砕くだけ散る。

「ひいいっ……!?」

　風圧に、花丸は目もあけていられない。

　Ｘサンは何やら楽しそうに笑っている。

「驚おどろいたか？　わらわの翼は、飾かざりではないのじゃぞ」

　器用に回転しながら、Ｘサンは空を飛ぶ。

　目標は──大上段から地面を斬きりつけ、のっそりと身体からだを起こした〈合体ロボット〉だ。

　間近から見下ろすと、冗じよう談だんみたいに巨きよ大だいだった。遠近感が狂くるいそうになる。

　こんな超質量が、害意をもってこちらを攻こう撃げきしてくるなど、できれば信じたくない。

『へぇえ、空も飛べたのね虫けらちゃぁぁん……生意気!!』

　瞬しゆん時じに身構えると、素す早ばやく剣を薙なぎ払はらう。

『プチッて潰してあげる★』

　狙ねらいは正確。

　けれど巨大すぎる〈合体ロボット〉に比べて、標的になっているＸサンはあまりにもちいさかった。これでは当たるわけがない。

　何度も攻撃を繰くりかえす〈合体ロボット〉だったが、高速で飛翔するＸサンを捉とらえられず、苛いら立だったように怒ど鳴なる。

『逃にげるなぁぁああ!!　正々堂々やれって言ってるでしょうがぁぁあ!!』

「この体格差で、なぁにが正々堂々じゃ」

　Ｘサンがぼやきながらも、渡わたり鳥の自由さで、ひらひらと宙を舞ぶ踏とうする。

「しかし、気持ちのよいものじゃな──〈聖氣〉を節約せんでもよい、というのは……長らく忘れておったぞ、この感覚」

〈合体ロボット〉の真正面で、Ｘサンは剛ごう毅きに笑った。

「好き勝手やってくれたのう──今度は、こっちの番じゃ！」

　その周囲に、光の輪が発生する。

　遠い惑わく星せいが身を飾る、星くずの輪っかのように。

　Ｘサンの周りで自転するその光の輪は、さきほど地上で巨大ロボットをまっぷたつにした、あの天プロ輪ミネ刃ンスと呼ばれていたものだと思われた。

　ただし、今回は規模がでかい。

　Ｘサン本人の何倍も巨大な、薄うすく鋭するどく長大な武器だった。

「正々堂々、やってやろう」

　そのまま突とつ貫かん。

　真っ直すぐに向かっていくＸサンに、〈合体ロボット〉はわずかに怯ひるむ。

『うひゃっ!?　やろうっての、面白いじゃん!!』

　馬鹿のひとつ覚えのように、でたらめに剣けんを振ふるってきた。

　そして異変が起きる。

　間ま違ちがいなくこちらを捉えた〈合体ロボット〉の斬ざん撃げきが、空中で弾はじかれる。

　否いな、素早く動いたＸサンの光輪が、その途と方ほうもない質量を弾き飛ばしたのだ。

『んなっ……!?』

　まさか防がれるとは思わなかったのか、〈合体ロボット〉は驚きの声をあげる。

　そして今度はしっかり足あし腰こしにちからをこめて、本気で打ちかかってきた。

『こンのっ……!!』

　何度も何度も何度も、攻撃が繰りかえされる。

　そのたびに光輪が反応し、大剣を弾き飛ばす。

　逆に、連続で攻撃することでバランスが崩くずれたのか──〈合体ロボット〉は何度か足あし踏ぶみして、ぐらぐらと揺ゆらぐ。

「どうした小こ娘むすめ」

　Ｘサンはそれを見み逃のがさず、思いっきり光の輪を大剣にぶちかました!!

　おおきくよろめいて、〈合体ロボット〉は重心を失い、尻しり餅もちをついてしまう。

　地じ震しんが発生した。

「大層なのは図ずう体たいだけか？　他愛たわいないのう、拍ひよう子し抜ぬけじゃ」

　ほとんどダメージはなかろうが、高こう慢まんな〈合体ロボット〉にとって、〝打ち負けた〟という事実そのものが衝撃となっている。

　Ｘサンは、呆ぼう然ぜんとする敵を、胸をはって見下ろしていた。

「チャンバラは苦手なようじゃのう。どれ、手加減してやろうか？」

『な、なっ──』

〈合体ロボット〉の全身が、灼しやく熱ねつする。

『なめるなぁぁぁあああ!!』

　同時に身体の各所にあるハッチが開き、その内部から無数のミサイルが迸ほとばしる。

　糸を引き迫せまりくる無数の悪あく魔ま。

　炸さく裂れつしなくても、直ちよく撃げきしただけでこちらは圧おし潰つぶされる。

「み、ミサイルみたいなのがくるぞ……逃げないと、Ｘサン!!」

「必要ない」

　悲鳴をあげる花丸に、Ｘサンは浮ふ遊ゆうしたまま。

「逃げるのも億おつ劫くうじゃ──この程度なら、対応はできるしな。……散さん華げせよ、天プロ輪ミネ刃ンス!!」

　周囲で輝かがやいていた光の輪が、刹せつ那な、無数のちいさな輪っかに分ぶん裂れつする。

　同時にそれらは迫りくるミサイルに直撃し、誘ゆう爆ばくさせ──すべて撃げき墜ついしてしまった。

　これが、Ｘサンの本来のちから。

　彼女もまた、国家すら転てん覆ぷくさせた無敵の兵器。

〈正義の味方〉なのである。
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『んぐぐぐぐ……』

　呻うめくと、〈合体ロボット〉は憤ふん怒ぬの声をあげながら立ちあがる。

『生意気、生意気、生意気だわ……!!　虫けらのくせに、脇わき役やくのくせに、弱っちいくせにい!!』

　それは、どうにも子供の駄だ々だのようだった。

『ちょ、調子に乗らないでよ──まだ、まだあたしはねぇ、本気じゃないんだから……全力でやれば、あんたなんか簡単にぶっ殺せるんだからねぇぇぇえええ!!』

　そして〈合体ロボット〉の全身に、百ひやく雷らいが発生する。

　その現象には、覚えがあった。

「さ、最終奥おう義ぎってのを、またやるつもりだぞ……!!」

「なぁに、ならば──こっちも全力でやるだけ……!!」

　翼つばさが爆熱の炎を噴出し、太陽のごとく燦さん然ぜんと輝いた。

　眩まぶしすぎて、花丸は目を開けていられない。

　対たい峙じして、ふたりの〈正義の味方〉は──最後の言葉を交かわしあう。

「いちおう、言っておくが……もう、くだらぬ争いはやめぬか？　疲つかれるだけじゃし、わらわを倒たおしてもあまり得はないぞ？　もともと同どう胞ほうだった〈正義の味方〉同士で喧けん嘩かするのは、どうにもなぁ、無意味なことだと思わんか……？」

『ぐちゃぐちゃ、うるさい──』

　怒ど髪はつ天てんを衝つく勢いで、〈合体ロボット〉の全身から迸る雷いかずちが光の柱をつくる。

　天が裂さけ、無数の火花が半はん壊かいした町に降り注ぎ、この世の終わりを演出する。

『とにかく、あんたは、死んじゃえばぁぁあああ!?』

「……馬鹿者が」

　Ｘサンは、そんな巨きよ大だいな禍害そのものを、空高く飛ひ翔しようし──真上から見下ろす。

「しっかり抱だきついておれ。吹ふき飛ばされても、助けにいけんからな」

　そのまま彼女は両りよう腕うでを前に伸のばし、身体からだの正面で手のひらを交差させる。

　ちいさな〝Ｘ〟のかたち。

　眼下には神話の巨人。

　背景には目ま映ばゆい太陽。

　光の翼をもつ天使は、喚わめいている〈合体ロボット〉を、哀あわれむように見つめる。

「では、裁きをくれてやる」

　そして宣告した。

「猪口ちよこ才ざいにも最強を夢想した、その恥はじ知しらずな咎とがを──煉れん獄ごくの底で後こう悔かいするがよい」

　その直後、異変が発生する。

　まるで日につ蝕しよくのように、Ｘサンの背後にある太陽が、明度を失っていく。

　否いな、太陽よりも目映く、その正面でＸサンが輝いているのだ。

　太陽から輝きを簒さん奪だつしたＸサンは、新たなる太陽として君臨する。

　地べたで紫し電でんをまとう〈合体ロボット〉は、その現象に鼻白みながらも。

『何が何だかわからないけど……』

　己おのれのちからを過信し、最大戦力で仕し掛かけてきた。

『あたしは勝って勝って勝ちつづけて、最強の階段を駆かけあがる!!　あんたみたいな虫けらにぃぃ──その邪じや魔まはさせないわよぉぉおお!!』

　強がるように咆ほう哮こうすると、背中の突起物をまとめて隆りゆう起きさせる。

『最終奥義ぃい!!　一点集中──リミックスサンダーぁぁぁああああ!!』

　さきほどは全方位に放っていた雷らい撃げきを結集し、天空のＸサンへと向けて発射した。

　それは、世界すら断たち割りそうな、雷神の破は砕さい鎚づちであった。

　この地上の何であろうと、まとめて打ち抜ぬき、砕くだけ散らせるような。

　けれどＸサンは動じない。

「その程度の煌きらめきでは、日輪の光はかき消せぬ」

　集めた光を手のひらで遊ばせ、世界に宣言する。




「見さらせ正義の一番星!!　最終奥義──破ハ界ルマ光ゲ線ドン!!」




　同時に天使が太陽から簒奪した光こう芒ぼうが、地上に降り注いだ。
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　花丸は、落下している感覚をおぼえる。

　どうも意識を失っていたらしい。

　気がつくと、Ｘサンに抱きついたまま、重力に引かれて墜つい落らくしていた。

「なっ──何があった!?　お、落ちてるぞ……お、おい、Ｘサン!!」

　呼びかけたが、どうもＸサンは気絶しているらしい。

　よく見ると翼つばさが消え失うせており、飛行ができないようだ。

　最終奥義を発動させたせいで、〈聖氣〉を使い切ったらしい。

「Ｘサン!?　Ｘサン、起きてくれ!!」

「むう──」

　Ｘサンは、やけに無む邪じや気きな仕草で、目元を拭ぬぐう。

「うるさいのう……久しぶりに全力をだして、疲れたのじゃよ……眠ねむらせてくれんか」

「寝ねるなぁぁあああ!!」

　叫さけんでいるうちに、ふたりは地上へ衝しよう突とつした。

　Ｘサンが何かしてくれたのか、ふわりと、羽のように着地することができたが。

「が、〈合体ロボット〉は……？」

　どうにか起きあがり、眠ってしまったＸサンを抱かかえあげ、花丸は敵を捜さがす。

　見回すまでもなく、あまりにも巨大なその姿は、視界のなかにあった。

　Ｘサンの最終奥義が直ちよく撃げきしたはずなのだが、その周囲に破は壊かいの跡あとはない。

〈合体ロボット〉も見たところ無傷で、もしや最終奥義は不発だったのでは──と花丸は不安をおぼえた。

『あはは★』

　甘ったるい、笑い声が響ひびいた。

『あははははっ、あははははははっ★★』

　その朗ほがらかな声に、花丸は胸むな騒さわぎをおぼえ、Ｘサンの頰ほおをぺちぺちと叩たたく。

「え、Ｘサン！　起きてくれ！　あいつ元気そうだぞ!?　最終奥義は不発だったんだ……逃にげるか、戦うか、しないと──」

『さ、最強、なのよ』

〈合体ロボット〉は、わなわなと震ふるえている。

『あたっ、あたしっ、がっ……最強、なっ……のよぉおお……』

　次の瞬しゆん間かん──。

『だから、こんなのは、噓うそ、噓、噓よぉぉおお!!』

　──崩壊した。

　他ほかに表現しようがなかった。

　砂すな粒つぶのようにさらさらと、風に吹ふかれて細かく砕け散ったのだ。

　夢のように。

　否いな、悪夢の怪かい物ぶつのように。

「最終奥義、破ハ界ルマ光ゲ線ドンは──」

　花丸の腕うでのなかで、身じろぎし、Ｘサンが眠そうな声をあげた。

「あらゆる防ぼう御ぎよを無視して、相手を破壊する、最強の攻こう撃げきじゃ。直撃すれば、斃たおせぬものはおらぬ。どんな〈正義の味方〉でも──問答無用にあの世行きじゃ」

「え、Ｘサン、だいじょうぶなのか……？」

　とりあえず危機が去ったらしいことは、あいまいに理解した花丸だったが。

　今にも死にそうなＸサンが、さすがに心配になった。

「なぁに、しぶといのが、わらわの長所じゃ」

　Ｘサンは嘯うそぶいたが、そこが限界だったのか、ぐったりする。

「しかし、疲つかれたのう……腹も減った、すごく眠い──」

　彼女を抱だき寄せたままの花丸に、手を伸のばし、その頰をそっと撫なでてきた。

「のう、わらわの下僕エサよ。わらわを哀あわれと思うなら、何ぞ食わせておくれ。このままでは死ぬ……手っ取り早く、背中にきっすでも構わぬぞ？　さっきは緊きん急きゆう事態じゃったし、敵が派手に攻撃してきたせいで、いまいち感かん触しよくとか覚えてな──」

「覚えなくていい」

　花丸は深々と溜ため息いきをつき、何となく気が抜けて、どうでもいいことを言った。

「ていうか、俺を下僕エサって呼ぶな」

「では、名前を教えてもらおうかのう」

　Ｘサンは太陽みたいに微笑ほほえむと、悪戯いたずらっぽく告げてきた。

「長い付きあいに、なりそうだからのう──」
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〈正義の味方〉たちが反乱し、〈正せい義ぎ機き関かん〉は壊かい滅めつした。




〈正義機関〉の創始者であり指導者、絶対者であった〈正義の神〉Ｘクロステラは夥おびただしい数の〈正義の味方〉を殺しに殺しまくり、この反乱を嘲ちよう弄ろうしながら撥はねとばそうとしていたが──神と呼ばれた女にも限界があり、消しよう耗もうし、激げき闘とうの果てに、討うたれることになった。

　世界の終わりのような荒こう野やだった。

　周囲には倒とう壊かいした建物の瓦が礫れきと無数の穴ぼこと、火か炎えんと暗雲と、巻きこまれた一いつ般ぱん人や力ちから尽つき命を終えた〈正義の味方〉たちが死し屍し累るい々るい。

　地面は血の海となり、夕焼けのなかすべては真しん紅くに染まっていた。

　Ｘテラは特とく徴ちようのない女だった。

　町ですれちがっても、たぶん誰だれも気に留めない。

　面と向かって挨あい拶さつしても、別れたら五分で忘れてしまう。

　そんな彼女がひとつの国を滅ほろぼした。

「ほら──」

　あまりにも平へい凡ぼんな女は、世間話のように語る。

「起こりえないことが起きているわ」

　手を伸ばし、自分を殺した我が子を──Ｘエツクスサンの頰ほおを、愛いとしげに撫でながら。

　仕草だけは、ごく当たり前の母親のように。

「奇き跡せきと、そう呼ばれる出来事だわ。子が母を否定する、天使が神を殺す、弱者が強者を討ち果たす──不可能を可能にした、原動力が、何だかわかるかしら……？」

「母さま」

「それは憎悪」

　死の淵ふちにおいても、あくまで優やさしく、Ｘテラは独りごちた。

「ありがとう、こんなにも──わたしのことを憎にくんでくれて。わたしは母乳のかわりに鮮せん血けつを、揺ゆりかごのかわりに戦場を、抱ほう擁ようのかわりに苦痛を与あたえて、あなたを育てた……その結果が、今日のこの奇跡」

「母さま！」

「ありがとう、わたしを、こうして殺すぐらいに──憎んでくれて」

　瞳ひとみから命の輝かがやきを失う母に、天使は吼ほえた。

「ちがう、母さま!!　憎みたかったんじゃない！　ただ、あなたに愛し──」
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　暗くら闇やみのなかで目覚めた。

　Ｘサンは両目を見開き、荒あらく呼吸をつきながら、跳はね踊おどる鼓こ動どうを実感する。

　額に手をやって、不快な脂あぶら汗あせを拭ぬぐい去る。

　毎日見る悪夢だった。

　繰くりかえし反はん芻すうされ、そのたびに心を責せめ苛さいなむ。

　連夜のこととはいえ、慣れるわけがなく──Ｘサンはしばし嗚お咽えつした。

「おい、だいじょうぶか？」

　不意に声をかけられた。

　もう朝なのか、カーテンが閉められた窓から薄うすく光が差しこんでいる。

　ぼんやり暗い部屋で、同居することになった九く条じよう花はな丸まるが、こちらを見下ろしている。

〈合体ロボット〉との激闘の後、Ｘサンは下僕エサと認にん定ていした彼の自宅──ごく平凡なアパートの一室に転がりこんだのだった。

　ろくな説明もできないまま。

　疲つかれきっていたＸサンは花丸のベッドを占せん領りようし、眠ねむりこけてしまった……。

「うなされてたけど……」

　首を傾かしげ、彼はこちらに手を伸のばし、額にそっと触ふれてきた。

「熱でもあんのか？　すごい汗だけど──」

　その優しい指先の感かん触しよくが、Ｘサンには心地ここちよい。

　飛び起きて彼に抱だきつきたい気持ちすらあったが、Ｘサンは動くこともできなかった。

　花丸は気楽に微笑ほほえむと、玄げん関かんへと向かっていく。

「調子が悪いんだったら、ゆっくり寝ねてろよ。俺は学校に行ってくるから──」

「ま、待たぬか」

　むくりと身を起こし、Ｘサンはいちおう呼びとめた。

「いつ凶きよう悪あくな〈正義の味方〉に襲おそわれるかわからぬのじゃぞ。わ、わらわも、いっしょに行くっ。そなたが、心配じゃ」

　ほんとうは、心細かったのだ。

　でも、つい強がるようなことを言ってしまった。

　花丸が億おつ劫くうそうな表情になる。

「だいじょうぶだって、これまでは平和だったし、そんな毎日襲われないって──いいから寝てろよ、顔真っ青だぞ？　だいたい、ついてくるっていっても、おまえ俺の学校の生徒じゃないじゃん……」

　ぼやくと、花丸はそそくさと出発してしまった。

「あ……」

　引き留めることもできず、Ｘサンはその後ろ姿を見送って、ぼんやりする。

　ＴＶがついていて、朝の報道番組が垂れ流されている。

『次のニュースです』

　昨日の〈合体ロボット〉の騒そう動どうが報道されていたが、情報操作でもされているのか、詳しよう細さいがぼかされているようだった。

　そそくさと、ニュースは次の話題へと転じてしまう。

『町で多発している謎なぞの通り魔ま事件ですが、被ひ害がいはとまらずに、昨日、十二人目の被害者がでました。襲われたのはすべて指名手配犯、暴力団関係者、暴走族などで、犯人の目的は不明ですが、町ではこの通り魔を応おう援えんする市民なども──』

「……物騒な世の中じゃのう」

『──この通り魔が犯行を行うのは深夜が多く、はっきりとした目もく撃げき情報もなく、写真などもありませんが──目撃者は口を揃そろえて〝魔法少女みたいなのが被害者を襲っていた〟と主張しており、警察では情報提供を呼びかけ──』

「……魔法少女？」

　Ｘサンは眉まゆをひそめつつ、どこか胸むな騒さわぎをおぼえて、天てん井じようを仰あおいだ。
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「せ、せんぱぁい」

　早朝の学校である。

　花丸があくびをしながら下げ駄た箱ばこへ向かっていると、消えいりそうな声で背後から誰だれかが呼びかけてきた。

「まっ、待ってください、せんぱいー……はぁっ、ふうっ」

　振ふりかえると、ひとりの女の子が駆かけ寄ってきていた。

　息切れしたのか、彼女は花丸のそばに辿たどりつくと、膝ひざに手をついて呼吸を整える。

　花丸はその微笑ましい様子に和なごみながらも、ふつうに挨あい拶さつした。

「おはよう、聖ひじ希きちゃん」

「お、おひゃよっ、ございますー……せんぱぁい」

　呼吸を整え、走ってきたせいか真っ赤な顔で、その女の子──月かがみ聖ひじ希きはにっこりする。

　色の脱ぬけた、どこか銀色に見える長い髪かみの毛を、ふたつに結ゆわえて肩かたに垂らしている。

　前髪がやけに長いので両目は隠かくれがち。

〝先せん輩ぱい〟と呼ばれていたとおり、花丸はこの学校の二年生で、聖希は一年生だ。

「え、えへへ」

　聖希はようやく呼吸を落ちつかせると、幸せそうに笑った。

「せ、せんぱいと、いっしょに登校……ぼ、ボク、光栄ですー……」

「いっしょに登校って。もう学校に着いちゃってるじゃん」

「き、気分の問題ですー……ふたりで、学校に入るのが、重要、なんっ、ひっくっ、嬉うれしくてしゃっくりが……えへへ、一日の始まりを、せんぱいといっしょに迎むかえることができて、ぼ、ボク、ひっく、はっぴぃですー……」

　挙動不ふ審しんに携けい帯たい電でん話わを閉じたり開いたりしながら、聖希は語った。

　やたら幸せそうな彼女を、花丸は思わずまじまじと眺ながめてしまう。

「ふえっ？　な、なんですかー……せんぱい？」

　聖希は沸ふつ騰とうするみたいに紅潮した。

　髪の毛をいじったりして、あたふたしている。

「ぼ、ボクの顔に何かついてますか、あの、恥はずかしいですー……」

　彼女は二年生の下駄箱までついてきて、花丸が上うわ靴ぐつにはきかえるのを世にも楽しそうに見ていたのだが、べつにそんなものは面おも白しろくも何ともなかろう。

　相変わらず、ちょっと変わった女の子である。

　一年生と二年生の教室はまったく逆方向なので、毎朝、聖希とはここで立ち話をする。

「それより聖希ちゃん、昨日はだいじょうぶだったのか？」

　夢みたいにも思えるが、〈合体ロボット〉が大暴れした結果、町には甚じん大だいな被ひ害がいがでたのだ。

　聖希の自宅がどこだかは知らないが、彼女も災さい厄やくに見み舞まわれた可能性はある。

「ふ、ふえ？　せ、せ、ひっく、せんぱい、ボクの心配……してくれるんですか？　ひっく！　ぼ、ボク！　せんぱいに気き遣づかってもらえただけで、元気ひゃくばいです！　あの、町は大変なことになってたみたいですが、ボクの家は無事だったので、へーきです！」

「そっか……」

　真っ赤になってもじもじしている聖希を眺めて、花丸はほっとする。

〈合体ロボット〉を倒たおし、また町を半はん壊かいで留とどめたのはＸサンの功績だが、彼女に協力し──〈聖せい氣ぎ〉とやらを補給したのは花丸だ。

　聖希の自宅を、その平和な日常を、ちょっとでも守れたなら──花丸には言うことはない。
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「でも連れん絡らくとってみたら、バイト先は潰つぶれたみたいなんだよな……建物ごと。明日からの生活どうしよう──聖希ちゃんも一人暮らしだろ？　どうするつもり？」

「ふ、ふえ？」

　聖希とは同じバイトをしていて、そこで知りあったのだ。

　花丸のほうが先輩で、何かと不器用すぎる聖希を見ていられずにあれこれ教えているうちに懐なつかれてしまったのか、学校でもこうして親しく会話する程度の仲にはなった。

　恋こい人びととかではないが、聖希は花丸のために毎日お弁当をつくってきてくれたりとか、放課後はなるべくいっしょに帰ろうとしたりとか、気がつくと手を繫つなごうとしていたりとか、〝ちょっと仲のいい後こう輩はい〟というには行きすぎた行動をしていることもある。

　変な女の子──なのである。

「ボクは、ちょ、貯金がありますから──せんぱいはどうするんですか？　で、できればボク、またせんぱいと同じバイトを……ひっく！　ご、ご迷めい惑わくでなければ……」

「や、べつに迷惑じゃないけど。我が家には要いらん食い扶ぶ持ちが増えたから、新しいバイト先を探さんとなぁ……聖希ちゃんとちがって貧びん乏ぼうだし、このままでは飢うえ死にする」

「ボクもべつにお金持ちってわけじゃ……むかし働いた貯金があるだけで……くいぶち？　犬でも拾ったんですか？　あ、あの！　お金とか、心配でしたら──ぼ、ボクが養います！　ボクのおうちにきていただければ、せんぱいをひもじくさせませんから！」

「さすがに世話になるわけにはいかんけど……」

　魅み力りよく的な提案ではあるのだが（食費の面で）Ｘサンのことを考えると無理である。

　しばらくは、あれの処しよ遇ぐうをどうするかとか、いろいろ考えなければいけないこと、こなさなくてはいけない雑用が山盛りだ。

「というわけで、しばらく金欠だから──ほら、週末に遊びにいこうって話あったじゃん？　あれ、キャンセルでいい？」

　そういう約束をしていたのだ。

　デートとかではなく、学校やバイト先ではなく、どっか別の場所で会って遊んでみるかという、この女の子との関係をちょっとステップアップするための催もよおしになる予定だったのだが。

「ふ、ふえ？」

　聖希は青ざめると、しおしおとうなだれる。

「え？　あ、はい……そ、そうですよね。ボクとなんか、学校とか、お仕事とか以外では、会いたくないですよね……ひっく、こ、困らせるつもりはなかったんです、せんぱい、ただボク──せんぱいと、でーと……してみたくて、ひっく」

「いやいや、べつに遊びにいくこと自体は嫌いやじゃないから」

　なんか泣きそうになっている聖希にびびって、花丸は必死で言いつのる。

「お金がなくても行ける場所なら、どうにかなるから……こ、公園とか？　俺、あんまり女の子と遊んだことないからわかんないけど、それで良ければどっか遊びにいこうぜ？」

「え？　いいんですか？」

　聖希は呆あきれるほどかんたんに表情を明るくした。

「や、やったあ！　ど、どこでもいいんです、場所なんか！　せんぱいといっしょなら、ゴミ捨て場だってぱらだいすです！　ひっく！　じゃあ約束ですよ、週末ですよ！　わぁい、せんぱいとでーと、でーと！　ひっく、ひっく！」

　しゃっくりしながら喜ぶ聖希を見て、花丸は和なごんだ。

　言動がたまに謎なぞだが、基本的にこの月聖希という女の子は、花丸の心に安らぎをくれる。

「じゃ、じゃあ、待ちあわせとかするとき、便利ですから──せ、せんぱい、携けい帯たい電でん話わのあどれす教えてくださいますか？」

　ずっと握にぎりしめていた携帯電話を示される。

　どうも、今日は最初からそれが目的だったっぽい。

「あれ、教えてなかったっけ──そんじゃ、とりあえず」

　携帯電話の端たん子しどうしを触ふれあわせて、聖希とふつうにアドレスを交こう換かんする。

「せ、せんぱいの、あどれす……ぼ、ボク、今日が人生最高の日ですー！」

　聖希が秘宝でも得たかのように、恍こう惚こつと身を震ふるわせた瞬しゆん間かんだった。

「おぉい、ハナマル！　ようやく見つけたぞ!!」

　すげえ聞き覚えのある声が、花丸の日常を瓦が解かいさせる。
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　目を丸くした聖希から視線を逸そらし、ぎぎぎ、と軋きしむ音がしそうなぎこちない動きで、花丸は声の方向を睨にらみつけた。

　下げ駄た箱ばこの先。

　廊ろう下かをふつうに歩きながら、ひとりの女の子が太陽のような笑えみを見せている。

「おまっ──」

　花丸は叫さけぶしかない。

「おまえ何やってんだぁああ!?」

　何度も指をさす花丸にまるで頓とん着ちやくせず、こちらに歩み寄ってくるのは──今朝、自宅に置いてきたはずのＸサンだった。

　輝かがやくような金きん髪ぱつと、紅玉の瞳ひとみ。

　日本人離ばなれした顔立ちと体型は、平へい凡ぼんな学び舎やにひどく浮ういていた。

　なぜかこの学校の制服を着用し、両手で学生鞄かばんまでもって満面の笑み。

「せ、せんぱいー……」

　聖希が、困こん惑わくしながら問いかけてきた。

「し、知りあいです、か……？」

「えぇっと……」

　うまく説明できない。

　Ｘサンはわなわなと震える花丸と、身を強こわばらせる聖希に堂々とした足取りで近づいてきて、その場でくるりとターンする。

「どうじゃ、似合うか？　ハナマル、この学校の制服は可愛かわいらしいのう！」

「いや、おまえ、何でうちの制服着てんの？」

　花丸は当然の疑問を口にした。

　Ｘサンは得意げに「ちっちっち」と指をふる。

「〈転てん真しん〉のとき、わらわは別の衣装を身にまとっておったじゃろう？　あれは〈聖氣〉を活用し、衣服を変化させておるのじゃが──。そんな〈聖氣〉の性質を利用し、ちょちょいとな、着ているものをそなたの学校の制服に変化させてみたのじゃよ。意外とうまくいって、わらわ超ちようびっくり!?」

「俺もびっくりだよ。おまえの存在が。……いったい何しにきたわけ？」

「決まっておろう！　そなたは、わらわの貴重な下僕エサ！　そしてたいせつな同居人じゃ！　凶きよう悪あくな〈正義の味方〉に襲おそわれ、つまみ食いをされんように、監かん視し……じゃなくて、そうじゃ、警護してやろうというのじゃ！　ありがたく思うとよいぞ！　けっして家にひとりでいるのが寂さびしくて、物見遊ゆ山さんで学校を見物にきたのではない！」

　だだ漏もれすぎた。

「え、下僕エサ？　同居人？　あ、あの、せんぱいー……？」

　不安そうな聖希と、そんな彼女に気づいて、首を傾かしげるＸサン。

「おや、その小こ娘むすめは何じゃ、ハナマル？　ハナマルのくせに、わらわ以外のおなごといっしょにいるとは生意気じゃ──お友達か？　うむ、ハナマルの自じ慢まんの主人として、下僕エサの友人に挨あい拶さつをしておこう、初めまして！　わらわはＸサ……むぎゅうっ!?」

　Ｘサンを羽は交がい締じめにして、花丸はとりあえず聖希から遠ざけることにした。

　ていうか、こいつを学校から、つまり花丸の日常からなるべく引き離はなさなくては……。

「むがあっ!?」

　Ｘサンは引きずられながら、驚おどろいたように身をよじる。

「な、何じゃハナマル……？　わらわが、ありがたくもそなたの友人に挨拶してやろうというのに──ど、どこへつれていくのじゃ？　何をするつもりなのじゃ？　せ、セーラー服か？　わらわのセーラー服が、そなたの男の部分を……!!」

　何を言ってるんだろうか。

「ごめん、聖希ちゃん！　今日は俺、急用があるから──えぇっと、帰る!!　遅ち刻こくしないうちに、自分の教室にいくんだぞ!!……それじゃあな!!」

「ふえっ？　せ、せんぱいー……」

　聖希は何か言いたげだったが、そんな彼女を振ふり切って、花丸はＸサンを引きずりながら飛びだしていった。
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　花丸と、正体不明の金髪美少女を見送ってから、聖希は途方もない悪寒に襲われて慌あわてて女子トイレまで駆かけこんだ。

　教室のない区画だし、もう始業時間も近いので──他ほかには誰だれもいない。

　聖希は洗面台に突つっ伏ぷすようになって、必死で手を洗う。

　何度も何度もぐしゃぐしゃと。

「はぁっ……はぁっ……」

　指先は、ちっとも汚よごれていない。

　けれど聖希には、血まみれに見える。

「同居人？」

　さきほどのふたりの会話が、脳のう裏りに去来する。

「同居人、とか、聞き間ま違ちがい……ですよね、せんぱい──だって、せんぱい、毎日いろいろ忙いそがしいんだろうし、だからでーとにも誘さそってくれないし、他の女の子と遊んでる暇ひまはないし、同居なんかもってのほかだし……」

　ぐしゃぐしゃ。

　ぐしゃぐしゃぐしゃ。

　聖希は血が滲にじむほどに、執しつ拗ように指先をこすりつける。

「だけど、女の子と知りあう機会なんて、いくらでもあるし──それに、学校でも、ボクもいつも見てるわけじゃないし。どこかで、誰かに告白されたり、好きになっちゃったりして、でも、あんな金きん髪ぱつの女の子……見たこと、ない──」

　ぶんぶん首を振る。

「だめだ、ボクはせんぱいの恋こい人びとでもなんでもないし……ひっく、だから嫉しつ妬となんて何様ってかんじだし、『あの女の子、誰？』なんて聞けるわけないし。手を握にぎったことも、まだでーとしたこともないのに、こ、恋こい人びと面づらするなってかんじだし──」

　ぐしゃぐしゃぐしゃぐしゃ。

「だから、怒おこっちゃ、だめ……せっかく、我が慢まんしてたのに。目立たずに、地味に、ふつうの女の子に、なるって決めたのに──強い感情を抱いだいたら、ボクは、また……」




『──いいじゃん、それで』




　声がした。幻げん聴ちようだ。

　否いな、鏡のなかに、見覚えのある女の子が映っている。

　桃もも色いろの髪かみをした、愛らしい衣装の少女だった。

『あなたは人類を超ちよう越えつした存在、万ばん能のう無敵の〈正義の味方〉なんだから……望むがままに生きたらいい。何も、我慢することはないんだよ？』

　もうひとりの、聖希。

　血まみれの、〈正義の味方〉。

『あの金髪の女の子が邪じや魔まなら、殺せばいい。あなたには、そのちからがある。つまり権利がある。せんぱいが欲しいなら、無理やりにでも従わせて、自分のものにしちゃえばいい。簡単だよね？』

　鏡のなかの自分と、視線があった。

『あなたの使える魔法のなかには、異性を魅み惑わくし、強制的に奴ど隷れいにするものもある。不安なら、魔法の恋で縛しばって、あなたの虜とりこにすればいい』

「嫌いやだ！」

　聖希は叫さけんだ。

「せんぱいは、ボクの〝日常〟なんだ……」

[image: ]

　涙なみだすら浮うかんでくる。

「ボクは、もう二度と、〈魔法少女〉に戻もどらない!!」
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『わかってないなぁ』

　鏡のなかの〈魔法少女〉が、いびつに指をふった。

『戻る、戻らない、じゃない。あなたは、死ぬまで〈魔法少女〉なんだよ？』

　押し黙だまる聖希を、〈魔法少女〉が嘲ちよう笑しようする。

『それに、日常？　ふつうの女の子になる？　そんなことが許されると思ってるの？　〈正義機関〉の兵隊として、無む辜この民衆を殺しに殺した凶きよう悪あくな〈正義の味方〉が──のうのうと、平へい穏おんに暮らせるわけがないじゃん？』

「ぼ、ボクはっ」

　鏡を殴なぐった。血が滲にじんだ。

　涙が溢あふれて、頰ほおを伝って落ちた。

「ボクは騙だまされていたんだ！　〈正義機関〉は、この国をいちど滅ほろぼした──危ない集団で！　〈正義の味方〉は、ただの兵隊で、人殺しだったんだ……！」

　頭を抱かかえて、聖希は泣きじゃくる。

「ボクのせいじゃない、ボクのせいじゃ……おまえらが、悪くて、おまえらが、騙したんじゃないか！　ボクのせいじゃないもん……!!」

『騙した？』

〈魔法少女〉が、くすくすと笑った。

『ふざけないでよ。〈正義機関〉は何も強制はしていない。〈魔法少女〉になったのも、戦ったのも、殺したのも、ぜ～んぶ──あなた。無理やりやらされたわけじゃない。あなたが選んで、あなたが望んだんだよ』

「ちがうっ、ボクが守りたかったのは……！」

　聖希は自棄やけになって、夢中で鏡に拳こぶしを叩たたきつけた。

　破は片へんが飛び散り、きらきらと輝かがやきながら床ゆかに落ちていく。

　そのぶん、聖希の両手も傷ついていく。




『いつまでも、駄だ々だをこねてちゃだめだよ、聖希ちゃん』




　今度の声は、幻聴ではなかった。

　窓に、ちいさな、可愛かわいらしい生き物が座っていた。

　ぬいぐるみのような、妖よう精せいのような──。

「ガッちゃん……」

　悪あく霊りように遭そう遇ぐうしたような顔で、振ふりかえる聖希に、その存在は語りかけてきた。

『逃にげられないんだよ、どこにも』

　逆光のなか、妖精──ガラドリエルの不気味な双そう眸ぼうが、爛らん々らんと輝いている。

　この奇き妙みような生き物は、ＭＣと呼ばれる、〈正義の味方〉と行動をともにする使い魔まのようなものである。

　聖希が〈正義機関〉で兵隊として働いていたときの、相棒にして、家族のように親しい友達だった……。

『汚よごれきったその身体からだで、今さらふつうの女子高生？　誰だれかの恋こい人びと？　そんな恵めぐまれたものになる資格が、聖希ちゃんにはあるのかな？　死んでいったひとたちに申し訳なく思わないの？　へいきな顔をして、人殺しのくせにさ──』

　床に散らばった鏡のなかで。

　歪ゆがみ、粉々になった〈魔法少女〉が、醜しゆう悪あくに微笑ほほえむ。

『もう、引きかえせないんだよ、聖希ちゃん？　やり直すことはできないし、償つぐなうこともできない──突つき進むしかない、疑っちゃいけない』

　聖希は、ふらふらと、目眩めまいをおぼえる。

　立っていられなくなる。

　ひどく頭が痛い。

『きみは強い。きみは正しい。きみが正義だ。誰に遠えん慮りよすることもない──』

　羽虫のように鳴く妖精と、おぞましい〈魔ま法ほう少女〉が、耳みみ障ざわりに唱和する。

『さぁ、今日も世界の平和のために──愛と正義の悪者退治だ!!』

　聖希は横向きに傾かたむき、鏡の破片だらけの床に倒たおれ伏ふす。

「う、ううっ……」

　最後のちからで、手を伸のばした。

「た、すけ、て……せん、ぱい──」

　その指先は、どこにも届かなかった。
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「あぁもうっ……何だというのじゃ、放せっ、引っぱるなっ！　わらわは自分で歩けるっちゅうに──どこへ行くのじゃ、おいハナマル、たわけ！　聞いておるのか!?」

　ぎゃんぎゃん喚わめくＸサンをつれて、花丸は学校の中庭へと移動した。

　花丸が通う県立高校は、〝ロ〟のかたちに配置された四つの校舎を、〝◎〟のかたちのドーナツ状の塀へいと深い堀ほりが覆おおう、過剰包装としか表現できない妙みような構造をしている。

　そんな奇妙な学び舎やの、まさに中心である。

　色とりどりの花々が咲さき乱れる、美しい場所だ。

　採光のことを考えて設計されているのか、いつでも輝きに満ちあふれており、昼休みなどには生徒でごったがえす。

　しかし、現在はもう授業が始まっている時刻なので、誰もいない。

　静かな中庭の落書きが目立つ壁かべに、Ｘサンを「どんっ」と突き飛ばすようにして、花丸は彼女の横に手をつくと逃げられないようにした。

「ひゃわっ？」

　驚おどろきの声をあげてから、Ｘサンは何かを悟さとったように俯うつむいた。

「そ、そうか、ハナマル……すまん、わらわ、そなたの気持ちを考えずに──」

「わかってくれたのか」

「ふ、ふたりっきりに、なりたかったなら……そう言えばいいっ♪」

　もじもじ、とＸサンは頰ほおを赤らめて「きゃっ」と声をあげる。

「し、仕方のない下僕エサじゃのう。け、けれど、わらわは寛かん容ような主人じゃからな……甘えんぼなそなたを見放さずに、ぞんぶんに可愛がってンナガフッ!?」

　おなかを殴なぐった。

「お、おかしいっ、わらわ〈正義の味方〉じゃから通常の攻こう撃げきは効かんはずなのに、そなたに殴られるとふつうに痛いっ!?」

「それは良いことを聞いた」

「痛たたたたっ!?　ひゃにをひゅる、痴しれもの!!」

　ほっぺたを引っぱったら、さすがにＸサンも怒おこった。

　涙なみだ目めになった彼女を、それ以上いじめるのも気が咎とがめたので──。

　花丸は深々と溜ため息いきをつくと、すなおな疑問を告げてみた。

「……おまえ、何しにきたの？」

「…………」

　目を丸くするＸサンに、花丸は語った。

「この学校は、俺の日常っていうか──そりゃ、そんなに好きな場所でもないけど。ここでは、平和に暮らしたいんだよ。そのくらい、いいだろ？　毎日二十四時間、ずっと緊きん張ちようして、襲おそってくる凶きよう悪あくな〈正義の味方〉を警けい戒かいしてるのも……面めん倒どうだし、嫌いやなんだよ」

　情けない発言だと、わかっていたが。

「おまえには、命を救われた恩があるけど──できるだけ、厄やつ介かいごとに巻きこまないでくれ。なるべく、どっか、遠いところでやってくれよ」

　今さら何を腰こし抜ぬけなことを言っておるのじゃ軟なん弱じやくもの！とか罵ば倒とうされるものと、花丸は思っていたのだが。

「ハナマル──」

　Ｘサンは、なぜか嬉うれしそうだった。

　そっと、こちらに手を伸ばしてくる。

　頰に触ふれる、柔やわらかく、温かな指先。

　彼女が吐と息いきの触れる距きよ離りにいることを、花丸は今になって意識してしまう。

　花丸の言ったことは、いわば状じよう況きようのわかっていない、〝わがまま〟だろうに。

　Ｘサンは怒おこりもせずに、ただ花丸を愛いとおしそうに撫なでている。

「そなたは、愛されて、育ってきたのじゃな」

　嚙かみしめるように、彼女はつぶやいた。

「生きていることが、ただそれだけで幸せなことであると、日常というものが、ひたすらに安楽で痛みも苦しみもないものだと、思いこんでしまうほどに──平和で、優やさしく、温かなところで、今日まで生きてきたのじゃな」

　揶や揄ゆするような言葉だったが、その言葉に棘とげはなかった。

　むしろ、羨うらやましそうだった。




　　　　９




「のう、ハナマル、周りのものが好きか？」

　周囲で揺ゆれる花々を、Ｘサンは静かに眺ながめる。

「毎日、楽しいか？　この町が、世界が、好きか？」

　そんなこと、真っ直すぐに尋たずねられても──。

　花丸は、戸と惑まどうしかない。

「そ、そりゃ、好きっちゃ、好きだけど……というか、〝嫌きらいじゃない〟っていうか──」

「照れるな。わらわは羨ましい。愛おしく思う。そなたの日常を……」

　花丸の手をきゅっと握にぎりしめて、陽光の髪かみを揺らし、彼女は宣言した。

「だからこそ、わらわは、できるだけ──そなたの日常を、守ってやりたい。そなたの生活を、周りの人々を、愛すべき、何気なくも幸福な日々を」

　紅玉の瞳ひとみが、こちらを見み据すえている。

「けれど、自覚せよ。そなたの愛した平へい凡ぼんな日常は、すでに終わりを告げたのじゃ」

　甘えた花丸の気持ちを見み透すかすように、Ｘサンが活をいれる。

「ここから先が非日常じゃ。わらわはそう言ったであろう？　それは文字どおりの意味じゃ。そなたは最後の一線を、とうに踏ふみ越こえてしまったのじゃ」

　理路整然と、花丸の逃にげ場を奪うばっていく。

「〈合体ロボット〉との戦いは、あまりにも派手な騒そう動どうじゃった。町が半はん壊かいし、激しい暴力が天地を震ふるわせた。あの狂きよう乱らんは世界中の〈正義の味方〉の目に、耳に、届いたことじゃろう。灯あかりに誘ゆう引いんされる羽虫のごとく、あのとき散さん華げした〈聖氣〉の正体をたしかめるため、あるいは同どう胞ほうを食くらうために、いずれ〈正義の味方〉たちがこの町に押し寄せてくる」

　あくまで、優しく導くような口調だったが。

「大量の〈聖氣〉をもちながら、身を守る手段のないそなたは、格好の餌え食じきとなるじゃろう。わらわから離はなれ、この町からも遠ざかり、逃げてもよいが──〈聖氣〉の量は、そなたのほうが圧あつ倒とう的てきに多い。先に目をつけられ、狙ねらわれるのは──そなたじゃ」

　事実を淡たん々たんと告げて、今日も彼女は選せん択たくを迫せまってくる。

「選ぶのはそなたじゃ。けれど、わらわから離れれば、まず死ぬ。それを覚えておけ。生き残りたくば、あらゆる可能性を模も索さくし努力せよ。わらわは、そなたの日常を守りたい。信じてくれとは言わぬ、わらわを利用するつもりでよい」

　鮮せん烈れつに、Ｘサンが言い放つ。

「今は、戦時中と心得よ」

「……………」

　花丸は押し黙だまる。

　するとＸサンはセーラー服に手をかけると、その場でめくりあげた。

　白いお腹なかと、おへそが露あらわになる。

「ということで、ほれ、ハナマル。いざというときに備えて、〈聖氣〉を補給するぞ」

「急に脱ぬぐな!!　ひとに見られたらどうするんだ!?」

　周囲に誰だれもいないことを確かく認にんしてから、背中を向けてくるＸサンを眺める。

「せ、〈聖氣〉？　それ、〈合体ロボット〉と戦ってるときに、補ほ充じゆうしてやっただろ？」

「阿呆。あの程度、〈合体ロボット〉との交戦で使いきったわい。わらわは〈聖氣〉の消費量が半はん端ぱないのじゃ」

　なぜか偉えらそうに、Ｘサンは断言した。

「何せ、わらわの最終奥おう義ぎ破ハ界ルマ光ゲ線ドンは最強と謳うたわれるほどの威い力りよくじゃからな！　全力で撃うってしまったので、正直、すっからかんじゃ！　今の状態では凶きよう悪あくな〈正義の味方〉に襲おそわれても対応ができぬぞ？」

　さらに、制服をまくりあげていく。

　下着はやっぱりつけていない。

「なので、ほら、むちゅっと一発くれるがよい。熱ねつ烈れつなきっすをな！　なぁに、恥はずかしがることはない、人助けと思って──人工呼吸と同じじゃろう？」

「他ほかに〈聖氣〉を補給する方法はないのかよ……？」

　狙いが逸それないように、Ｘサンの腰こしのあたりに手を置いてみる。

　びくっと反応して、彼女は顔を逸らした。

　壁かべに手をつき、頰ほおを染めたその表情は官能的であった。

「ない。やるなら早はようせい。わらわまで恥ずかしい……」

　どきどき。

「それに──」

　頭が真っ白になっていた花丸に、Ｘサンが不意につぶやいた。

「急がねばならぬようじゃ。見よ、何やら様子が──」

　彼女が視線を向けた先。

　花丸たちが壁かべ際ぎわでちちくりあっている、その真横。

　北校舎の窓まど硝子ガラスが、一いつ斉せいに振しん動どうする。

　驚おどろいた鳥たちが舞まいあがり、校舎に無数の細かい亀き裂れつが走っていく。

「何だ……？」

　啞あ然ぜんとする花丸に、Ｘサンが大声をあげる。

「おぉ！　見よ、ハナマル！　ほれ、あれじゃ！」

　不思議そうに。

「何じゃ、あれは!?　何か萌えってかんじのがおるぞ!!」

「はぁ……？」

　花丸も、すぐに気づいた。

　異変が発生している、北校舎の屋上。

　落下防止用のフェンスに、平然と足を乗せて──。

　その奇妙な女の子は、風に吹ふかれて立っていた。
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　高校生ぐらいだろうか。花丸と同年代だ。

　どちらかというと幼い顔立ちで、愛らしい服装がその印象を助長している。

　桃もも色いろの髪かみの毛はふたつにまとめ、頭には装そう飾しよく過多な帽ぼう子しをかぶっている。

　手には魔ま法ほうのステッキ。

　妖よう精せいのような、ぬいぐるみのような、変な生き物がそばに浮ふ遊ゆうしている。

　まさに、アニメから抜ぬけでてきたような──。

「…………」

　あまりにも謎なぞな女の子の登場に、花丸は言葉もない。

　Ｘサンが思案げに、半脱ぎのまま独りごちた。

「そういえば、てれびでやっておったのう。魔法少女っぽい女の子が、悪者退治みたいなことをしておると──あれが、そうなのかのう？」

　目を細め、表情を険しくする。

「〈聖氣〉が充じゆう満まんしておる。信じたくないが、あれも〈正義の味方〉じゃな。こんなに接近されるまで、気づかぬとは……？」

「あ、あいつも、〈正義の味方〉なのか!?」

〈合体ロボット〉に襲われた花丸としては、〈正義の味方〉＝〝町をもぶっ壊こわせる超ちよう危険な化け物〟でしかない。

「まぁ、落ちつけ。慌あわてても始まらん。しかし、変じゃのう。いくら、わらわの〈聖氣〉を感知する能力が弱いといっても、〈転真〉しておれば、気づかぬわけがないのに──」

　どこか引っかかることを、ちいさな声でつぶやいている。

「気配がせんかったぞ？　まさか校内で〈転真〉したわけでもあるまいに……」

　そこで思し索さくを中断したか、Ｘサンは乱れた着衣を直し、花丸の手を握にぎってきた。

「とにかく、〈正義の味方〉が現れたとなると、悠ゆう長ちように〈聖氣〉の補給をしている場合ではないな。あやつの目的は不明じゃが、とにかくこの場を離はなれるぞ──この状態で戦せん闘とうにでもなれば、わらわに勝ち目はない」

「──ねぇねぇ」

　緊きん迫ぱくするこちらとは裏腹に、屋上の女の子は吞のん気きなものだった。

　明るくよくとおる声なので、こちらにまで届いてくる。

　女の子は頰に指を当て、無む邪じや気きな仕草で、かたわらの妖精に問いかけた。

「あれが今回の〝悪者〟さんなの、ガッちゃん？」

『そうだよ、カナちゃん！』

　ガッちゃんと呼ばれたぬいぐるみが、無む垢くに頷うなずいた。

『昨日、町がめちゃくちゃに破は壊かいされたでしょ？　あれは、あの悪者たちがやったことなんだ──かつてない強敵だよ！　気をつけてね、カナちゃん！』

「わぁ、怖こわい……。そんな危ない敵に、勝てるのかなぁ？」

『自信をもって、カナちゃん！　だいじょうぶ、ぼくたち、これまで何度もピンチがあったけど──ぜんぶ乗りこえてきたじゃないか！』

　妖精は目を輝かがやかせて、力強く断言した。

『きみならできるよ、カナちゃん！　みんなを助けるため、世界の平和のためだよ！』

「そうだよね」

　女の子は健けな気げにきゅっと魔法のステッキを握りしめると、青空に向かって宣言した。

「が、がんばる！　ほんとは戦いたくなんてない……だけど、みんなの平和な日常のため！　悪いやつらは、やっつけちゃうんだから!!　この〈正義の魔法少女〉アルル＝カナちゃんが、愛と勇気で……あ、あれれ？」

　何やら〈魔法少女〉が語っているうちに、花丸とＸサンは、これ幸いにと手をとりあって逃にげていた。

『うわっ、あいつら無視して逃げてるよ、カナちゃん！』

「ふ、ふえっ？」

〈魔法少女〉はしばし、何やら考えていたようだが──。

　すぐに無表情になると、魔法のステッキを身構えた。

　全身に、圧力が漲みなぎってくる。

「もうっ、ひとが話しているときは、ちゃんと聞かなくちゃだめなんだから……学校の先生に教わらなかったの？　これだから悪い連中はぁぁああ!!」

〈魔法少女〉の周囲に、光を零こぼしながら、何枚ものタロットカードが展開する。

「〈魔法少女〉の能力は──タロットカードに封ふう入にゆうした〝魔法〟をステッキにＯＮして、多種多様な攻こう撃げきや防ぼう御ぎよ、特とく殊しゆな現象を発生させること……」

　聞いてもいないのに、それが〝お約束〟なのだというように説明してくれる。

「威い力りよくが低いけど連発がきく〝小アルカナ〟が五十六種類、切り札にして奇き跡せきそのものの〝大アルカナ〟が二十二種類……命いのち懸がけの必ひつ殺さつ技わざたる〝裏アルカナ〟も二十二種類あるけど、まだ使ったことはないなぁ……ともあれ、合計百種類の〝魔ま法ほう〟のまさに百ひやつ花か繚りよう乱らん、その身で味わってくれるよね!?」

　タロットの一枚を、魔法のステッキにＯＮして。

「マジカル☆タロット──」

　今まさに、中庭から校舎の出入口へと辿たどりつこうとしていた、花丸たちへ。

「七の剣SEVEN of SWORDS〈迫撃天罰Inequality@Taepodong〉!!」
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　いきなり攻撃が放たれる。

〈魔法少女〉の手にしたステッキの先せん端たんから、高密度の〈聖氣〉が飛来する。

　それは砲ほう弾だんだった。桃もも色いろの、見た目は無害そうな存在なのだが──空気を歪ゆがめ、爆ばく風ふうを吹ふき荒あらし、迫せまりくるその勢いは本物だった。

　中庭の花々が、一いつ斉せいに吹き飛ぶ。

「やばいっ──」

　舞まいあがる花びらのなか、Ｘサンが咄とつ嗟さに花丸を抱だき寄せ、跳とんだ。

　直後、桃色の砲弾は校舎の壁かべに炸さく裂れつし、噓うそみたいに壁材をばらばらに吹き飛ばした！

　出入口の扉とびらに嵌はまっていた硝子ガラスが粉々になり、校舎にはおおきな穴があく。

　校舎内──廊ろう下かや壁も見事に抉えぐれ、地じ盤ばんが露ろ出しゆつしていた。

　当然、直ちよく撃げきすれば、人体など木っ端ぱ微み塵じんだろう。

　緊きん急きゆう事態を察したのか、校内に非常ベルが鳴り響ひびく。

　騒そう音おんのなか、Ｘサンは花丸を引き起こし、青ざめていた。

「さ、さすがは〈正義の味方〉か──あの〈魔法少女〉……見た目と言動はアレなくせに、意外と洒落しやれにならん攻撃力じゃぞ……!!」

「むう、避よけたな？」

　相変わらず屋上にいる〈魔法少女〉が、無邪気に微笑ほほえむ。

「うん、わかるよ。あなた、とっても強いみたいだね？　これまで戦ってきた〝悪者〟のなかじゃあ、最強かもしれない──だったら手加減はしなくていいよねぇええ!!」

〈聖氣〉の圧力が、〈魔法少女〉の立つ北校舎を震しん撼かんさせる。

　ただそこに存在するだけで、〈正義の味方〉は周囲を破壊する。

　粉ふん塵じんと花びらが舞いあがるなか、〈魔法少女〉のまとう〈聖氣〉が膨ふくれあがっていく。

「切り札の、大アルカナを見せてあげる」

『カナちゃん、待って！　ここは学校だよ!?』

　妖よう精せいが困ったように、意見した。

　まだ校内には生徒や教師がたくさんいる。

　だから、派手なバトルは控ひかえろと、説得してくれるのかと思いきや──。

『大アルカナは威力が高すぎて、ちいさな標的を狙ねらうのは、逆に難しいよ！』

「そうだね。学校って遮しや蔽へい物が多いしね、狙いがつけにくいし──ちょこまか逃げ隠かくれされちゃうと面めん倒どうだもんね♪」

　倫りん理りも常識もない会話のなか、〈魔法少女〉は無む邪じや気きに笑った。

「だったらね、ガッちゃん、追跡と地ならしを同時にやればいいんだよ──」

　一枚のタロットを魔法のステッキにＯＮして、彼女の〈聖氣〉が変質する。

「マジカル☆タロット№Ⅶ──戦車THE CHARIOT〈突貫戦車Diversion@Exile〉!!」

　同時に〈魔法少女〉は跳ちよう躍やくし、真っ直すぐに、逃げようとするＸサンたちに向かってきた。

　その全身を〈聖氣〉が取り巻く。

　桃色の〈聖氣〉は硬こう質しつ化し、先せん鋭えい化し──回転し周囲のすべてを破は砕さいする、馬鹿でかいドリルへと変化していた。

「死ねええぇええええぇぇぇわるものめぇぇぇええあはははははははは!!」

　幼い笑い声のなか、地じ獄ごく絵え図ずが発生する。
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『き、き、緊急事態です！　緊急事態です！　じ、地じ震しん!?　津つ波なみ!?　火山の噴ふん火か!?　何がなんだか先生にもわかりませんが、生徒の皆みなさんは速すみやかに避ひ難なんをして慌あわてず騒さわがず一列に整列して先生たちの指示に従って……とにかく逃げてえええええええええ!!』

　やばそうな放送が響くなか、花丸とＸサンは手を繫つないで逃げる。

　どうして。

　何でこんなことに。

　寒気のするような非日常のなか、またしても花丸は必死に逃げ惑まどうしかない。

「あはははは!!　待て待て待ぁてぇぇええ!!」

〈魔法少女〉のやけに楽しそうな声が響いてくる。

「待ってよ！　悪者は絶対に許さないんだから!!　ここで倒たおさなきゃ……苦しむひとたちがもっと増えちゃうんだから!!　だから仕方ないんだよほんとは酷ひどいことはしたくないのにぃいい──あなたたちが悪いんだからぁああははははは!!」

〈魔法少女〉はドリルを展開したまま、周囲の何もかもを根こそぎ吹っ飛ばしていく。

　壁が削けずれ天てん井じようが崩くずれすべてが消しよう滅めつしていく。

[image: ]

　幸い、敵の移動速度はさほど俊しゆん敏びんではない。

　だが障害物を無視して直進してくるので、完全に振ふり切ることもできない。

「ぬうっ……」

　背後から迫せまる恐きよう怖ふそのものを、Ｘサンは一いち瞥べつし──吐はき捨てる。

「自分がいちばん被ひ害がいを増やしてるくせに、善人っぽいことを言っとるのが腹立つのう……おまけに、容よう赦しやがない」

「このまま校舎を通り抜ぬけて、真っ直ぐに逃げよう！　そこから先には海岸しかないから──町中で戦うよりは被害が少ないはずだ！」

　さすがに二日連続で襲おそわれたら、ちょっとは慣れる。

　意見を述べる花丸に、Ｘサンは微笑ほほえんだ。

「心得た。しかし、そこまであの〈魔ま法ほう少女〉が逃がしてくれるかのう……？」

「逃げるしかねぇだろ！　あきらかに変だぞ、あいつ!!　言ってることは子供向けアニメの主人公みたいなのに、やってることは大量破は壊かいだぞ!?　〈合体ロボット〉もおかしかったけど、〈正義の味方〉ってのは変態ばっかりなのかよ!?」

「む？　わらわは常識人じゃぞ、ハナマル？」

　Ｘサンは眉まゆをひそめてから、思案する。

「まぁ、一いつ般ぱん論として──〈転真〉をすると、多かれ少なかれ、解放感によってハイテンションになるようじゃな。ふだんは〈聖氣〉を抑おさえておるぶん、反動がくるのじゃ。平時はいわば両手両足を縛しばりつけられ、頭から覆ふく面めんをかぶせられ、暗くて狭せまい密室のなかに閉じこめられているようなものじゃ」

　何も知らない花丸に、吞のん気きともいえる態度で。

「それが〈転真〉をすると、明るい青空のしたを、自由に走りまわれるようなものじゃ」

　たしかにそれは、すごい解放感だろう。

　浮うかれて大おお騒さわぎするのも、変ではない──のか？

「とはいえ、あの〈魔法少女〉は常じよう軌きを逸いつしておる。〈合体ロボット〉には、まだ〝最強〟を求めて他ほかの〈正義の味方〉を襲う、という目的意識のようなものがあった。〈魔法少女〉はただ暴れておるだけじゃ。意味がわからん」

　首を傾かしげながら、Ｘサンはむしろ気き遣づかわしげに。

「〈転真〉による解放感で、頭がおかしくなった……とか？」

「のんびり考えてる場合か！　追いつかれるぞ!!」

　背後を見ると、〈魔法少女〉は間近に迫っていた。

「難なん儀ぎじゃのう。わらわが〈転真〉できればよいのじゃが──」

　こんな窮きゆう地ちでも、Ｘサンは態度が変わらない。

　場慣れしているというより、どこかが麻ま痺ひしているかのようだ。

「よもや、これほど早く次の〈正義の味方〉が仕し掛かけてくるなど、わらわも考えなんだからな……。〈正義の我味方ら〉の個体数は決して多くはないし、そのなかで〝共食い〟をしようとする凶きよう悪あくなものといえば、さらに少数じゃ。いくら昨日の騒さわぎが派手で人目をひいたからといって、こんな連戦になるとは──」

　そろそろ背後の殺意が、背中を焦こがすほどになってきた。

　確実に、〈魔法少女〉は迫ってきている。

　恐おそろしくて、もう振りかえることもできない。

「とにかく、いまは何とか逃にげきって──安全な場所で〈聖氣〉の補給をするべきじゃ。そうすれば、わらわが〈転真〉して戦える」

「そんな余よ裕ゆうがあるのか？」

　息も絶え絶えになりながら、花丸はそっとＸサンに手を伸のばす。

「口づけ……つまり粘ねん膜まくじゃなくても、俺が製造№とかいうのに触ふれるだけで補給はできるんだろ？　効率は悪いみたいだけど、ただ触さわるぐらいなら──」

　そのままＸサンの背中に触れる。

「にゃわっ!?」

　変な声をあげるＸサンだったが、花丸は無視する。

「むっ、どのあたりだっけ、あの〝Ｘ〟の文字……」

　すべすべしたＸサンの肌はだに、指を這はわせていく。

「このへん、だったか？　どうだ、補給されたか？」

「ひゃ、ひゃぅうん……♥」

「あ、あれ？　だめか？　ここだったか？　このへんか？」

「や、やめっ……ぁめぇっ……ハナマルぅ……んんっ♥」

「ここかーっ！」

「やめろっちゅうに!!　このＨＥＮＴＡＩがッ!!」

　殴なぐられた。

「なななな何すんじゃーっ!?　ど、どこを触っておる!!　この痴ち漢かん!!」

「だめだ、やっぱり走りながらではうまくいかん!!」

「う、うむ！　わらわもそう思うぞ!!　いまは避ひ難なんを最優先にするのじゃ!!　え、えろいことは……あとで、な？」

　真面目まじめな表情の花丸に、どきどき、とＸサンはまだ頰ほおを染めたまま。

「とはいえ、このままでは逃げきれぬ。ちょっとでも、〈魔法少女〉を足止めせねば」

「そんなこと、できるのか？」

「やってみる」

　Ｘサンは懐ふところに手をつっこむと、三枚の輪っかを取りだした。
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「おぉ、それは……」

　金属の光こう沢たくがある、手しゆ裏り剣けんほどのおおきさの、見覚えのある武器だった。

「うむ！　この世に斬きれぬものはなし──天下無む双そうの天プロ輪ミネ刃ンスじゃ!!」

　Ｘサンの手のなかで、天プロ輪ミネ刃ンスは陽光の煌きらめきを放つ。

「〈合体ロボット〉との戦いのとき、あちこちに飛び散ったのを、いくつか回収しておいたのじゃ。通常、〈転真〉せねば〈正義の味方〉はその超ちよう常じよう的てきな能力を発揮できぬが、わらわは〈転真〉状態で放った天プロ輪ミネ刃ンスを回収し、〈聖氣〉を注入することで、通常形態でもある程度は戦えるのじゃ！」

　えっへん、と胸を張って、指先で天プロ輪ミネ刃ンスを回転させ──。

「幸い、敵は真っ直すぐ突つっこんでくるだけ……当てるのは、さほど難しくなかろう」

　Ｘサンは、瞬しゆん時じに身を翻ひるがえす。

「油断大敵──切り刻め、天プロ輪ミネ刃ンス!!」

　完全にこちらを侮あなどっていたのか、〈魔ま法ほう少女〉は対応できない。

　ドリル状の力場を展開してすべてを薙なぎ倒たおす〈突貫戦車Diversion@Exile〉とやらは、破は壊かい力がすさまじいかわりに、急激な方向転てん換かんなどが苦手なようだ。

　避よけられない。

『カナちゃん、危ない!!』

〈魔法少女〉のそばにいた妖よう精せいが、飛びまわるタロットカードのひとつに体当たり。

　自らの身体からだにＯＮして、信じがたいことに〝魔法〟を解きはなった。

『マジカル☆タロット──三の金貨THREE of PENTACLES〈憂鬱茨姫Pushy@Firmly〉!!』

　妖精の全身から桃もも色いろの〈聖氣〉が放たれ、いくつもの蔓つるに変化。

　蔓はそのまま自ら暴れ狂くるい、呆あつ気けなく天プロ輪ミネ刃ンスを叩たたき落としてしまった。

「防がれたじゃと……!?」

　Ｘサンが血の気を失う。

「ぬいぐるみかと思ったら、さすがは〈正義の味方〉のＭＣ──あの妖精も、ある程度は魔法を使えるらしい……！」

　花丸はふと疑問を覚えて、荒あらい呼吸の隙すき間まで問うた。

「〈合体ロボット〉のときも言ってたけど、ＭＣってのは何なんだ？」

「ＭＣとはマスコットキャラクターの略で、〈正義の味方〉が自らの〈聖氣〉によって創造した、相棒、仲間、下げ僕ぼくのことじゃ。個体差がかなりあるが、〈正義の味方〉の援えん護ごをし、ともに戦う存在──といったところかのう」

　早口で説明しながら、Ｘサンは歯は嚙がみする。

「〈聖氣〉が枯こ渇かつしていたわらわは、創造している余よ裕ゆうがなかったが──個人で戦うより、ＭＣの援護を受けたほうが戦術の幅はばが広がり、〈正義の味方〉は強くなる！」

『遊びは終わりにしよう、カナちゃん』

　妖精が声こわ音ねだけは可愛かわいらしく、文字どおりの死し刑けい宣告をしてくる。

『このままじゃ追いつけない──速度をあげるよ』

「よろしく、ガッちゃん♪」

　やばい。

『マジカル☆タロット──六の杖SIX of WANDS〈韋駄天膏Okta@Holiday〉』

　妖精がタロットをＯＮし、その全身から〈聖氣〉を解き放つ。

　桃色の輝かがやきがドリルのすべてを覆おおい、絡からみつき、刹せつ那な──速度が文字どおり倍加した。

「いかんっ……！」

　Ｘサンが花丸の手を引っぱったまま、呻うめいた。

「逃にげきれぬ!!」

　必死で走ったが、悪夢の怪かい物ぶつのごとく、巨きよ大だいドリルが容よう赦しやなく迫せまる。

「追いかけっこはお終しまいだよ！　ちょっと楽しかったかな、〝悪者〟さん!!　だけどこれ以上、世界の平和を乱さないように──ぶっ潰つぶれちゃえ!!」

　言葉と同時に獰どう猛もうな破壊力が、すべてを根こそぎに破壊する。

　Ｘサンは咄とつ嗟さに、花丸を抱かかえ、窓から飛びだしていた。

　最悪の一いち撃げきは回かい避ひ。

　だが無意味な悪あがきだ。空中では方向転換できない。

〈魔法少女〉がこちらに向き直り、ドリルの先せん端たんを向けてくる。

　あとは追いかけて、突とつ撃げきし、抉えぐり抜ぬくだけで〈魔法少女〉の勝利だ。

　そのはずだったのに──。

「うおっ!?」

　地面へ真っ逆さま、という状じよう況きようだった花丸は、いきなり重力から解放されて戸と惑まどう。

　何が起きているのかわからない。

　そのままＸサンとふたりで運ばれて、軽々と宙空を移動していく。

　誰かに小脇に抱えられ、空を飛んでいる……？

「なっ──？」

　とどめとばかりに跳とびこんできた〈魔法少女〉にも、予想外の〝回避〟だったのか。

　巨大ドリルはそのまま方向転換できず、昇しよう降こう口前のアスファルトに深々と突き刺ささった。

　粉ふん塵じんが噓うそのように溢あふれかえり、駐ちゆう輪りん場じようの自転車がまとめて跳はねあがる。

　そんな〈魔法少女〉から、離はなれて十数メートル。

　花丸は手足をだらんと垂らし、抱えられたままの間ま抜ぬけな姿勢で──絶句していた。




　　　　14




「やっほうっ♪」

　見あげると、そこに奇き妙みような人物がいた。

　黒白の、美しいバイクに跨またがっている。

　どうも、このバイクで大ジャンプをして、花丸とＸサンを助けてくれたらしい。

　そのまま着地し──アスファルトに焦こげ跡あとを残して、騒そう音おんじみた排はい気き音をだしている。

「危き機き一いつ髪ぱつってところだねっ。良かったよ、今回は間にあって」

　陽気に語りながら笑っているのは、いわゆる──〝婦警さん〟だった。

　ごく当たり前の、警察の制服。

　日に焼けた肌はだ。ちょっと太めの眉まゆ。

　獣けものの尻尾しつぽのように、しなやかな三つ編み。

　婦警は両手で花丸とＸサンを、当たり前のように抱えている。

「初めましてっ！　あなたが〈正義の天使〉Ｘサンシャインなのかなっ？　〝最強〟と謳うたわれる伝説の存在に、お会いできて光栄だっ♪」

　あくまで元気に挨あい拶さつすると、Ｘサンと花丸を地面に降ろしてくれる。

「とはいえ、のんびりお喋しやべりしてる場合じゃないね」

　新手の登場に、警けい戒かいしたのか──身構える〈魔ま法ほう少女〉を、婦警は静かに見み据すえた。

　花丸は混乱しながらも、ごく当たり前の一いつ般ぱん人として、警察に助けを求める。

「ふ、婦警さん。頼たのむ。どこか安全な場所まで、俺たちを逃がしてくれ」

　他ほかに言いようがない。

「えぇっと。あの変な服装の女の子は〈正義の味方〉っていって、うまく説明できないけど、銃じゆうで撃うっても意味がない、化け物みたいなもので──」

「説明は不要じゃぞ、ハナマル」

　Ｘサンが、落ちつけ、というように花丸の手を握にぎってきた。

「わらわが〈正義の味方〉を感知するのが苦手といっても、触ふれればわかる。こやつも──」

「そのとおりっ！」

　婦警は堂々と名乗った。

「お姉さんは〈新しん日に本ほん仮かり政せい府ふ〉直属〈倫りん理り公こう社しや〉に所属している〈正義の味方〉で──名前は辻つじ絶たえ子こだっ！　仲良く喧けん嘩かしてるところに横やりをいれるのは流りゆう儀ぎじゃないけど、これもお仕事なんだよねっ！」

　びしぃっ、と〈魔法少女〉に警察手帳を見せつける。

「〈新日本仮政府〉が施し行こうした〈正義の味方管理法〉に基もとづいて、〈正義の魔法少女〉アルル＝カナちゃん──あなたを、器物損壊、傷害、騒音、その他もろもろの罪で逮たい捕ほしちゃうっていうか抵てい抗こうするならぶち倒たおすっていうか……あぁもうっ、とにかくお姉さんと勝負だっ!!」

　そして彼女は、変身するのだ。

「〈転真〉！　〈正義の変身ヒーロー〉バベルサバイバー!!」
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　それは信じがたい光景だった。

　絶たえ子ことやらが叫さけぶと同時に、彼女の目の前で存在感を放っていた白バイが砕くだけ散る。

　さらに飛び散った白バイの破は片へんは宙できらきらと純白の輝かがやきを放ちながら変化し、重力にひかれる隕いん石せきのように絶子の全身に突つき刺ささる。

　否いな、変化した白バイの破片は、絶子の全身を覆おおっているのだ。

　鎧よろい、あるいは、外骨格のようだ。

「やはり……」

　異様な情景を眺ながめながら、Ｘエツクスサンが納なつ得とくしたようにつぶやいた。

「こやつも、〈正義の味方〉か……！」

　その正面で、絶子の〈転てん真しん〉は終わっていた。

　この間、わずか数秒。

　白バイは完全に解体され、絶子の全身を隙すき間まなく覆っている。

　完成したのは、ロボットのような、いかにも学び舎やに似合わない不思議な存在だった。

　直立二足歩行の、昆こん虫ちゆうにも見える。

　白バイを元にしているからか、白と黒の綺き麗れいな配色だ。

　両目らしき部分から迸ほとばしる眼光はブルーグリーン。

　全身装そう甲こうだが武骨そうな印象はなく、女性的な起き伏ふくが柔やわらかな雰ふん囲い気き。

　三つ編みまで装甲カバーされており、やはり獣けものの尻尾しつぽのように、ゆらゆらと揺ゆれている。

「ご存知だろうけど、〈正義の味方〉には通常兵器が役にたたない。つまり〈正義の味方〉でなければ〈正義の味方〉は倒せない。要するにお姉さんは、〈正義の味方〉に対しては無力な警察が抱かかえる、対〈正義の味方〉の秘密兵器ってところさっ」

「……なぁに、あなた、邪じや魔まするつもりなの？」

　全身から〈聖せい氣ぎ〉を放って、〈魔ま法ほう少女〉が呼びかけてくる。

「それじゃあ、あなたも〝悪者〟だね？　ボクが踏ふみつぶす、雑草だよ？」

　ボク……？

　花はな丸まるは、なぜか引っかかった。

　特とく徴ちよう的な一いち人にん称しようだ。

「ま、まさか、いや──そんな」

　花丸は困こん惑わくする。考えてもいなかった可能性が、脳のう裏りに閃ひらめいたのだ。

　じっと〈魔法少女〉を観察する。

　その横で、絶子と〈魔法少女〉は一いつ触しよく即そく発はつの殺意を渦うず巻まかせている。

「あなたも、〝悪者〟なんだよね……」

〈魔法少女〉は桃もも色いろの波動を放ちながら、絶子を睨にらみつけている。

　正気を失っているような、あくまで可愛かわいらしい仕草で。

「ガッちゃん？　あの悪者も、ボクが倒たおさなくちゃいけないんだよね……？」

『そうだよカナちゃん！』

　妖よう精せいが、もっともらしく頷うなずいた。

『あいつも世界の平和を乱す、凶きよう悪あくな化け物なんだ！　だけどだいじょうぶだよカナちゃん！　ぼくらが協力して、一いつ生しよう懸けん命めいに努力すれば──』

「悪いけどっ」

　一いつ瞬しゆんだった。

　絶子の姿が、かき消えた。

「お姉さんは、おままごとにつきあってる暇ひまはないよっ！」

　否、目にもとまらぬ速度で、ただ地を駆かけただけ。

〈魔法少女〉の正面に、瞬間移動のように接近して。

　彼女が地面を蹴けった音が、遅おくれて届いた。

　音速の壁かべをぶち破った、衝しよう撃げき波はも。

「え……？」

〈魔法少女〉は反応できなかった。

　彼女も常人離ばなれした動体視力をもっているのだろうが、そんなものは超ちよう越えつした、あまりにもすさまじい絶子の脚きやく力りよくだった。

「いくよっ、ほら！　お腹なかのあたりを蹴るから防ぼう御ぎよして!!」

　絶子はそのまま軽かろやかに跳ちよう躍やくすると、足を揃そろえて跳とび蹴り！

　その全身が灼しやく熱ねつし、真っ赤に染まっている。摩ま擦さつ熱だ。

　隕石のごとき速度と勢いに──空気が悲鳴をあげ、彼女に高温を与あたえている。

「サバイバー！　爆熱キィィックッッ!!」

　燃えたぎるような蹴りが、予告どおり〈魔法少女〉の腹部に突き刺さる！

「はっぐうっ……!?」

　防御もできず、〈魔法少女〉は蹴け鞠まりのように吹ふき飛んだ。

　地面をバウンドし、けれど側転──くるりと宙で蜻蛉とんぼ返りすると、地面を靴くつ底ぞこで擦こすりながらきちんと着地した。

　ノーダメージではないのだろうが、まだ余よ裕ゆうがある。

　お腹をおさえ、脂あぶら汗あせを滲にじませながら、〈魔法少女〉は痛みを堪こらえる。

「こ、こいつ、強いよ……？」

「さぁ、お姉さん張りきっちゃうぞっ」

　軽い口調とは裏腹に、一分の隙すきもない研とぎ澄すまされた立ち姿で、絶子は身構える。

　やや両者の距きよ離りは離はなれた。今度は〈魔法少女〉も油断なく待ち受けているだろう。

　ふたりの〈正義の味方〉が、爆ばく風ふうのごとき殺気をまきちらす。
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「うん♪　本気でやらないと死んじゃうから、がんばるんだぞっ？」

　宣言してから、絶子は駆けた。

「しゃああああ!!」

　蛇へびのような威い嚇かく音と、音速以上の脚力。

　風圧に怯ひるみながらも、今度は〈魔法少女〉も対応した。

『くるよっ、カナちゃん！』

「わかってる──防御しなくちゃ……」

　周囲を飛び交かうタロットから、ひとつを選んでＯＮする。

「マジカル☆タロット──八のEIGHT……ッぐふうっ!?」

　遅おそかった。

　跳びこんだ絶子の右足が、砲ほう弾だんの威い力りよくで〈魔法少女〉の顔面を急きゆう襲しゆうする。

　そのまま連打。左の軽い蹴りを連発し、たまに右。息つく暇もない。

「す、すげえ……!!」

　遠くで見ているだけの花丸まで、恐きよう怖ふに囚とらわれるような、容よう赦しやのない格かく闘とうだった。

〈魔ま法ほう少女〉のように、奇き抜ばつな魔法を使用しているわけではない。

　ただ近づいて、ひたすら蹴る、それだけだ。

　それだけなのに、どんな超常現象よりも、絶子は常じよう軌きを逸いつしていた。

「け、蹴りが、パンチより速ぇえ……!!」

〈魔法少女〉が可哀かわい想そうに思えるぐらいに、絶子の蹴りはどんどん放たれる。

　相手を粉々にしようと目もく論ろんでいるかのようだ。

「あっはっは！　自じ慢まんじゃないけどお姉さんは喧けん嘩かが得意だぞ！　バイクの機動力と、婦警さんの攻こう撃げき力──それが〈正義の変身ヒーロー〉バベルサバイバーだっ!!」

「婦警さんの攻撃力って……がっふう!?」

　何かを言いかけた〈魔法少女〉の頭ず蓋がい骨こつに、瞬またたくうちに数十発の蹴りが叩たたきこまれる。

　喋しやべっているのと戦っているのが別人なのではないかと疑ってしまうぐらい、絶子は馬鹿みたいなことを語りながら──完かん璧ぺきに戦っていた。

『カナちゃん、接近戦は不利だよ！　距離をとらないと……』

「わ、わかってる、けどッ」

　逃げられないのだ。

〈魔法少女〉があとずさるたびに、絶子が素す早ばやく距離を詰つめる。

　遠目からは、密着して、ダンスでも踊おどっているかのようだ。

　そして零ゼロ距きよ離りからでも、絶子の足が暴れまわり、〈魔法少女〉を蹂じゆう躙りんしていく。

　ホオジロザメに喰くいつかれたようなものだ。

　あとはただ、喰い散らかされていくだけ。

「マジカル☆タロット──」

　けれど〈魔法少女〉も意地のように、魔法のステッキを振ふりまわして──一枚のタロットをＯＮすると、起死回生の反はん撃げきを放った。

「剣の女王QUEEN of SWORDS〈吸血愛刀Disgrace@Unicorn〉!!」

　凝ぎよう縮しゆくされた〈聖氣〉が巨きよ大だいな刃やいばに変へん貌ぼうする。

　彼女の身体からだよりも巨大な、桃もも色いろの輝かがやきを放つ不気味な突とつ起きだらけの武器である。

　両者の攻こう防ぼうに巻きこまれて跳はねあがった枯かれ葉が、その刃に触ふれただけで「すぱり」と切断される。

「ぶった斬ぎれちゃえ!!」

〈魔法少女〉は無我夢中でその魔ま剣けんを振りおろした。

　直ちよく撃げきすれば、どんなものでも容た易やすく切り裂さけそうだったが──。

〈魔法少女〉の斬ざん撃げきは、目標を見失い、空から振ぶりする。

「噓うそ！　消え……」

〈魔法少女〉には、絶子が消失したように見えただろう。

　実際、遠くから見ているだけの花丸すら、一いつ瞬しゆんだけ絶子の姿を見失った。

　彼女は地面に伏ふせて、丸くなり、限りなく身体をちぢこめていた。

　人体とは、ここまでちいさくなれるのか──と驚おどろくほどに、折りたたまれ、団子虫のように、絶子はちいさな球体となっていた。

　目を丸くする〈魔法少女〉が、足あし下もとの絶子に気づかないうちに。

　孵ふ化かするように、絶子が膨ふくれあがった。

　地面に手をつき、逆立ちしながらのセパタクロー・キック！

「はぐうっ……!?」

　上下が逆転したありえない蹴けりには、プロの格かく闘とう家かでも対応が難しい。

　顎あごに蹴りが直撃し、〈魔法少女〉は高らかに吹ふっ飛んでいく。

　並んだ樹木をまとめて薙なぎ倒たおし、アスファルトを何回も跳ねてようやくとまった。

　立ちあがれない。

　圧あつ倒とう的てきだった。

「よぉし、絶好調っ♪」

　怯おびえるような〈魔法少女〉を無視し、絶子は自分の腰こしのあたりを叩く。

「お姉さん燃えてきたぞっ！」

　同時に高らかな音楽が響ひびきだした。
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　原始的な、身体の芯しんが熱くなるような、テンポの速い音楽である。

　全身から重低音を振りまく絶子を、〈魔法少女〉が呆ぼう然ぜんと眺ながめている。

「なに、この、音楽──ふざけてるの……？」

「君みたいな服装の女の子に、〝ふざけてる〟とか言われたくないなっ」

　ちいさくステップを踏ふみ、身体を揺ゆらして、絶子が音楽にのる。

　不気味なことに、音楽が流れ始めてからのほうが、動きが軽快だった。

　音と一体化するかのように、その動きは自然で──流りゆう麗れいですらあった。

「音楽のないムエタイはない!!　お姉さんはムエタイのひとだから、音楽があると三倍くらい強くなるのだっ!!」

　根こん拠きよのない数字をだして、絶子は燃えあがる。

「ズン♪　ズン♪♪　ズン♪♪♪　ズン♪♪♪♪」

　自らリズムを刻み、歌声を放って、絶子の両目が怒ど濤とうのごとく輝きを放った。

「サヴァァァイ!!　ムエタァァイ!!　お姉さん最高潮!!」

「……う、ぐうっ……馬鹿にしてっ──」

〈魔ま法ほう少女〉は無む惨ざんに傷ついた身体で、それでも立ちあがった。

　魔法のステッキを、すがるように構える。

「ボクは正しい。ボクは強い。ボクが正義だから、ボクは負けないんだ……!!」

　血がしたたり落ちる左足で、しっかりと地面を踏みしめて、彼女は吼ほえる。

「ボクが倒れてるうちに、とどめをささなかったの──後こう悔かいさせてあげるっ。距きよ離りさえ離はなれてれば、ボクの魔法で、あんたなんか──」

「いいから、何かするなら早くするといいよっ」

　踊りながら、絶子はむしろ期待するように告げた。

「お客さんが退たい屈くつしちゃうから、〈魔法少女〉ちゃんにも見せ場をあげちゃう♪」

「ふざけるな……〝悪者〟の、くせにぃっ!!　その余よ裕ゆう、叩たたき潰つぶしてやるんだから!!」

　魔法のステッキにタロットをＯＮし、同時に妖よう精せいも魔法を充じゆう塡てんする。

『援えん護ごするよ、カナちゃん！』

「ありがと、ガッちゃん！　マジカル☆タロット──四の剣FOUR of SWORDS〈級長戸風Imminent@Helicopter〉!!」

『四の杖FOUR of WANDS〈土星ノ輪Pretty@Secondhand〉!!』

　真上から降り注ぐ無数の光の矢と、回転する巨きよ大だいな円えん盤ばん。

　同時に放たれた攻こう撃げきを前に──絶子は胸を叩いて待ち受ける。

「さぁこいっ！」

　避よけようともしなかった。
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「噓……!?」

〈魔法少女〉が、絶句する。

　ありえない光景だった。

　恐おそるべき勢いで殺さつ到とうする攻撃が、すべて絶子の表面──装そう甲こうに弾はじかれて霧む散さんしていく。

　光の粒つぶが煌きらめくなか、無傷の絶子は悠ゆう然ぜんと歩きだす。

　矢や円盤が絶え間なく直撃しているのに、まるで気にも留めていない。

「あっはっは、こそばゆい！　そんな程度の豆まめ鉄でつ砲ぽうじゃ、痛くもかゆくもないぞっ!!」

「何て防ぼう御ぎよ力……!!」

〈魔法少女〉がタロットを切り替かえる。

「小アルカナとはいえ、重火器ぐらいの破は壊かい力はあるのに──それでも、弱点はあるはず！　合計百種類の〝魔法〟……ぜんぶ防ぎきれるわけがないんだ!!」

　炎ほのおが放たれた。

　アスファルトが溶よう解かいし、花か壇だんを全ぜん焼しようし、校舎にすら類焼がおよぶすさまじい火力だった。

　同時に妖精が雷らい撃げきを放つ。

　光の速度で疾しつ走そうする高圧電流が、何もかもを引き裂さき感電させる。

「笑わせないでよ、〈魔法少女〉ちゃん」

　けれど無傷。

　それでも、威い風ふう堂どう々どう。

「真面目まじめにやろうよ。馬鹿にしてるの？　せっかく楽しい潰しあいなのにさ──」

　声だけが冷えてくる。

「お姉さんを、もっと熱くさせてよ。手数が多いだけなの？　炎？　電撃？　次は凍こおらせるの？　それとも放射能？　毒ガスとか？　退屈だなぁ──」

「く、くるな、化け物!!」

〈魔法少女〉が解きはなった〈聖氣〉の砲ほう弾だんを、絶子は前まえ蹴げり一発で消しよう滅めつさせる。

「だめだよ、こんなのじゃ。お客さんが帰っちゃうよ。派手なだけで、種類が多いだけで、つまらないよ。もっと正面から血まみれで殴なぐりあうほうが、お姉さん好きだな。がんばってよ、頼たのむから──もっとサヴァイだっ、〈魔法少女〉ちゃんっ!!」

　すべての攻撃をその防御力で吹ふき散らして、絶子は〈魔法少女〉に辿たどりついた。

　硬こう直ちよくする彼女を、そっと抱だき寄せ──。

　否いな、拘こう束そくして。

「命がけでやろうよ。でなきゃ、こいつでサクッと死んじゃうよっ？」

　逃にげようとした〈魔法少女〉だったが、がっちり首くび相撲ずもうで固定されて、動けない。

　そして絶子が人体最さい凶きようの武器で──。

「がんばれ！　生き延びて!!　こんなので死んじゃわないでねっ!!」

　つまり膝ひざ蹴げりで、〈魔法少女〉の腹部を陵りよう辱じよくした。

　貫かん通つうするような強撃を、何度も何度も何度も何度も……。

「うげぇえっ……!?」

　内臓に深刻なダメージを食くらって、〈魔法少女〉から苦鳴があがる。

　血と吐と瀉しや物が絶子の装甲を汚よごし、それでも連打はとまらない。

　そこで、絶子はわずかに〈魔法少女〉から離れた。

「天国まで、ぶっ飛んじゃうといいよ!!」

　そして即そく座ざに、思いっきり蹴りあげた。

〈魔法少女〉が吹っ飛ぶ。

　校舎に直撃し、壁かべをぶち破り、そのまま消えていった。
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「つ、強えぇ……」

　花丸は血も凍るような絶子の暴力に、青ざめて震ふるえあがる。

「うむ。見たところ〈変身ヒーロー〉という〈正義の味方〉そのものには、平均クラスの能力しかないようじゃが。あの婦警自身が、異常に格かく闘とうに長たけておるようじゃ──自身の性能を１２０％発揮しておるぶん、能力に振ふりまわされているような〈魔ま法ほう少女〉より格段に強力じゃな。わらわも、あの婦警とは正面から殴りあいたくないのう……」

　Ｘサンが〈聖氣〉の補給をできていない現状、戦闘に巻きこまれたらたまらないので、ふたりは戦闘の渦か中ちゆうからやや離はなれた位置まで避ひ難なんしてきたのである。

　崩くずれた校舎の瓦が礫れきの陰かげで、花丸は携けい帯たい電でん話わを取りだした。

　心配になったのだ。

「聖ひじ希きちゃんは……だいじょうぶかな」

　登録したばかりの真新しい電話番号に発信して、不安になりながら待つ。

〈魔法少女〉の襲しゆう来らいは、あまりにも突とつ然ぜんだった。いちおう避難するようにとの放送は流れていたが、聖希はどんくさいところがあるので、逃げ遅おくれているかもしれない。

　もしも瓦礫に足を挟はさまれるなどして、危険な状態になっていたら──戦闘などは正直、Ｘサンや絶子などの非常識な〈正義の味方〉に任せて、花丸は聖希を助けにいきたかった。

　ごくふつうで、自分を守るちからのない、あの華きや奢しやな女の子を。

　ＲＲＲＲＲＲ。

「あ……？」

　戦闘の荒あら々あらしい爆ばく音おんに比べたら、陳ちん腐ぷでちっぽけな呼びだし音。

　それは、花丸の間近で聞こえた。

　飾かざり気のないその単音の出所を探して、花丸は周囲を見まわし、不意に気づいた。

「どういう……？」

　さきほどまで〈魔法少女〉と〈変身ヒーロー〉が熾し烈れつな闘とう争そうを繰くりひろげていた場所に、ぽつんと、見覚えのある聖希の携帯電話が落ちている。




　　　　６




　えぇっ……っと？

　どういう──ことだろう？

　何も考えられなくなり、花丸が呆ぼう然ぜんとしていると。

「おい、ハナマル。どうしたのじゃ、魂たましいの抜ぬけた顔をして」

　Ｘサンが不思議そうな顔をして、そんな花丸の袖そでを引っぱった。

「ぼうっとしている場合ではない。絶好の機会じゃ、いまのうちに〈聖氣〉の補給を頼むぞ」

　その申し出に、花丸はひとまず思考を棚たな上あげして、携帯電話をポケットにしまった。

「え？　必要か？　あのまま絶子さんが勝っちまいそうだけど……」

「たわけ。まだあの婦警が味方かどうか、完全には判断できんじゃろうが。あやつが〈魔法少女〉を倒たおしたとしても、そのあとこっちに襲おそいかかってきたらどうする？　それに何だか嫌いやな予感がするのじゃ──」

「わ、わかったよ」

　Ｘサンに真しん摯しに見つめられて、花丸も頷うなずくしかない。

〈魔法少女〉VS〈変身ヒーロー〉の戦闘がどういう方向に進むにせよ、Ｘサンに〈聖氣〉を注入しておいて損はないはず。

　それに、花丸には気になることもある。

　あの〈魔法少女〉は、もしかしたら──。

「それでは、本日のお楽しみじゃ♪」

　Ｘサンはやっぱり照れもせずに上着を脱ぬぐと、こちらに背中を見せてくる。

　肩けん胛こう骨こつの間にある、〝Ｘ〟の文字。

「さんざん焦じらされたのじゃからな、たっぷり注ぎこむとよいぞ。わらわ、もう我が慢まんできぬ──さぁ、ハナマルよ。その汚きたならしいくちびるで、わらわの高貴な肌はだに触ふれることを許可してやるぞ！　むちゅっと熱いきっすをくれるがよい！」

「楽しそうだな、おまえ……まぁいいや」

　上着をぜんぶ脱ぐことはないよなぁ、と思いつつ。

　花丸はＸサンの肩かたを摑つかむと──雪のように白いその肌に顔を近づける。

「い、いくぞ」

「う、うむ！」

　降り注ぐ陽光のなか、そっと〝Ｘ〟に口づけた。

「……んっ……」

　ちいさく吐と息いきを漏もらして。

　瞬しゆん間かん、Ｘサンの全身から黄こ金がね色の輝かがやきが放たれる。

「おぉおっ……！」

　Ｘサンが歓かん喜きの声をあげ、心地ここちよさそうな法ほう悦えつの表情を浮うかべる。

「きたきたきたぁあ──さすがじゃ、ハナマル!!　そなたは最高じゃ!!　身体からだにちからが満ちあふれてくるぞ……!!　わらわの下僕エサは、よい下僕エサじゃのう……☆☆☆」

「抱だきついてくるな!!　おまえ上半身すっ裸ぱだかなんですけど!?」

　しがみついてくる痴ち女じよを遠ざけながら、花丸はよろける。

　昨日の〈合体ロボット〉のときは大おお騒さわぎの最中だったので記き憶おくが曖あい昧まいだったが、〈聖氣〉を注ぎこむと花丸もそれなりに疲ひ弊へいするらしい。

　倒れそうになる花丸を、Ｘサンは抱き寄せる。

「うむっ、これでわらわは天下無敵じゃ!!　追いかけまわされて、ちょいと腹が立っておったのじゃ──あの〈魔ま法ほう少女〉を、痛い目にあわせにいってやろうぞ!!」

　刹せつ那な、彼女の黄金色の〈聖氣〉が爆ばく発はつする。

「〈転真〉！　〈正義の天使〉Ｘサンシャイン!!」




　　　　７




　目ま映ばゆい輝きのなか、Ｘサンが豹ひよう変へんする。

　背中からは〝Ｘ〟状に展開する翼つばさ。

　露ろ出しゆつの多い過激な衣装と、陽光のごとき波動。

「ふぅっ、やはり爽そう快かいじゃのう──たっぷり注入されたからな、しばらくは〈転真〉を維い持じできるはずじゃ!!　あぁ、生きかえった気分じゃ……褒ほめてやるぞ、ハナマルぅう♪」

　背中の翼を輝かせ、Ｘサンは花丸を抱きしめてくる。

〈転真〉して腕わん力りよくも桁けた外はずれになった彼女に、花丸が抵てい抗こうできるわけがない。

「お、おい、何するつもりだ？」

「無論、最前線に殴なぐりこみじゃ!!　わらわ空飛べるし!!　あっという間じゃ!!」

「え？　お、俺も？　俺、ここで待って──」

「流れ弾だまとかが飛んできたらどうする!?　そなたひとりで防げるか!?　わらわのそばがいちばん安全なのじゃ!!　というわけで、無限の彼方かなたへ──れっつごー、じゃ!!」

「うぎゃあああああ!?」

　花丸を抱かかえたまま、Ｘサンが軽かろやかに空を飛ぶ。

　何度やられても慣れない。

　正直、殴られて吹ふっ飛ばされているのと変わらない。

　大穴のあいた校舎へ、Ｘサンは舞まい降りる。

　さきほど絶子に蹴けり飛ばされた〈魔法少女〉が消えていったところだ。

　それを追いかけた絶子もでてくる気配がないし、屋内で戦せん闘とうが行われているのか……？

「むうっ、これは……？」

〈転真〉のせいでハイテンションになっていたＸサンも、さすがに押し黙だまる。

　南校舎の三階。

　いくつかの特別教室の壁かべが崩ほう落らくし、かなり広い空間になっている。

　瓦が礫れきが床ゆかを埋うめるなか、異常な光景がそこにはあった。

「おや、〈天使〉ちゃんっ！」

　空間の真ん中に、絶子が仁に王おう立だちしている。

　動かなければ、喋しやべらなければ、騎き士しの彫ちよう像ぞうのように神こう々ごうしくも美しい姿だった。

　装そう甲こうされた三つ編みをぴょこんと跳はねさせ、彼女は嬉うれしそうに呼びかけてくる。

「〈転真〉したんだねっ、わぁ頼たのもしいな！　二対一なら楽勝だもんねっ！」

「まだ、そなたの味方をすると決めたわけではないがな……どういう状じよう況きようじゃ？」

　花丸を抱えたまま、周囲を見まわすＸサンに、絶子は肩をすくめた。

「それがね聞いてよ〈天使〉ちゃん、お姉さん困ってるんだ。やっほう追いつめたよ、これで終わりだドカーンってかんじだったんだけど、うん、見ればわかると思うけどねっ？」

　彼女は、端たん的てきに状況を説明してのけた。

「〈魔法少女〉ちゃん、増えちゃったっ！」
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　馬鹿笑いをしている絶子と、彼女のそばに降り立ったＸサンと花丸──その周囲には、七名の〈正義の魔法少女〉アルル＝カナちゃんがいた。

　見た目の区別はできない。

　桃もも色いろの髪かみに可愛かわいらしい衣装。くるくる舞うタロットカード。

　分身の術──といったところか。

　これでは絶子もどうしたらいいか、咄とつ嗟さに判断できないだろう。

　ぜんぶ潰つぶしてもいいが、絶子とて〈聖氣〉は無限にあるわけではないだろうし──ひとつの分身を相手にしている間に、背後から襲おそわれるかもしれない。

「マジカル☆タロット……切り札の、大アルカナを使わせてもらったよ」

　気味の悪いことに、周囲にいるすべての〈魔法少女〉が輪唱するように声をあげる。

「№Ⅰ──魔術師THE MAGICIAN〈虹学迷彩Throughout@Appointment〉。手品みたいなものだけど、侮あなどっちゃだめだよ？　どの分身も〈聖氣〉を織りあげて創造した、いわばＭＣ……実体のある存在だから、〝魔法〟だって使える。同時に放たれる多種多様な〝魔法〟に、どれだけ対応できるかな──？」

「むーん……？」

　絶子はしばらく考えていたが、面めん倒どうくさくなったのか。

　停止していた軽快な音楽を再開させて、手近な〈魔法少女〉に殴りかかった。

「まぁいいや、とりあえず、全員倒たおせばお姉さんの勝ちってことだねっ!!」

「うわぁ……何も考えとらんぞ、あの婦警──」

　ぼやいてから、Ｘサンは不意に表情を険しくした。

「いや、何じゃ、おかしい……？　複数のＭＣを生みだして、それぞれに〈聖氣〉を等分したとしても、これでは分身たちの保有する〈聖氣〉が少なすぎる……まさか！」

　そして彼女は振ふりかえった。

　視線の先。

　Ｘサンたちが飛びこんできた大穴の向こう。

　遠く大海をのぞむ美しい砂すな浜はま。

　いくつか並んだ水銀灯に、夢みたいにちょこんと足を乗せて──。

〈魔ま法ほう少女〉が立っていた。
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「強い〈聖氣〉を感じる……！」

　Ｘサンはちいさな〝魔法〟を弾はじき飛ばしながら分身と戦う絶子を、素す早ばやく見み据すえる。

「罠わなじゃ、婦警!!　ここに〈魔法少女〉の本体はおらぬ!!　あれが──」

　彼女が指さした先で、傷だらけの、本物らしい〈魔法少女〉は笑えみを浮うかべた。

「今さら気づいても遅おそいよ」

　魔法のステッキに、タロットをＯＮ。

　表情から稚ち気きを消した〈魔法少女〉が、酷こく薄はくにつぶやいた。

「№Ⅹ──運命の輪WHEEL of FORTUNE〈球面跳躍Eccentric@Lockedroom〉による瞬しゆん間かん移動。大アルカナの連発で、さすがに疲ひ弊へいしてきたけどね──これで決着だよ。もう逃にげられない」

　血を拭ぬぐい、ふらつきながら彼女は宣告した。

「〈正義の変身ヒーロー〉バベルサバイバーっていったね？　聖書の、バベルの塔とうのお話は知ってる。人類の愚おろかさと、神への反逆の象しよう徴ちようにして、自じ壊かいするように崩くずれ落ちたバベルの塔でも生サバイ存バルできるってこと……？　ずいぶん、防ぼう御ぎよ力に自信があるみたいだけど」

　その全身に、桃色の光が溢あふれかえる。

　桃色というより、生々しく奇き怪かいなそれは、内臓の色に思えた。

「そんなあなたに、打ってつけの魔法があるよ」

「いかんっ、逃げ──」

　ただならぬ雰ふん囲い気きを察して、Ｘサンがこの場から離り脱だつしようとした瞬間だった。

「こっちも、忘れてもらっちゃ困るんだけど……？」

　分身の〈魔法少女〉たちが集まって、ひとつの魔法のステッキをこちらに向けていた。

〈聖氣〉が集合し、分身がひとつずつ笑顔のままとろけて消えていく。

「分身でも、ちからをあわせれば、大アルカナの一発ぐらいは発動できる──これが魔術師THE MAGICIAN〈虹学迷彩Throughout@Appointment〉の真骨頂」

　混ざりあい〈聖氣〉にまで還かん元げんされながら、分身たちが唱和する。

「マジカル☆タロット№ⅩⅡ──吊られ男THE HANGED MAN〈海底監獄Aggravation@Business〉」

「ぬうっ……!?」

　Ｘサンの全身が強こわばる。

　周囲の闇やみが押し寄せて、あらゆる関節を縛いましめてくる。

　鋼鉄のごとき強固な緊きん縛ばくだった。ちからをいれても引きちぎれない。

　絶子も、花丸すら拘こう束そくされ、その場から身動きできなくなる。

　時間をかければ、強ごう引いんに縛めを突とつ破ぱして脱だつ出しゆつしたり、天プロ輪ミネ刃ンスで黒い縄なわを切り裂さいて無力化することは可能だっただろう。

　だが当然、〈魔法少女〉はそれを悠ゆう長ちように待ってはくれなかった。

　部屋のなかに紅あかい光が生まれる。

　その不気味な輝かがやきは宙からぽこぽこと発生し、瞬またたくあいだに部屋中に充じゆう満まんしてきた。

「何じゃ、これは……？」

　懸けん命めいに縛めを切断し、逃のがれようともがきながら、Ｘサンは疑問の声をあげる。

〈魔法少女〉はせせら笑った。

「教えてあげる。その紅いのは〝火薬〟……のようなもの」

　余よ裕ゆうげに。

「そして、これが〝種火〟だよ」

　彼女の周囲で膨ぼう張ちようしていた〈聖氣〉が、その手のひらに凝ぎよう縮しゆくされる。

　生まれたのは青白い、人ひと魂だまのようなちいさな炎ほのお。

「マジカル☆タロット№ⅩⅥ──塔THE TOWER〈煉獄遊戯Laugh@Lawabidingsociety〉」

　その人魂を、無造作に放ほうり投げてくる。

「〝火薬〟と、〝種火〟……どういうことっ？」

　きょとんとしている絶子に、Ｘサンは怒ど鳴なった。

「阿呆！　わからぬか!?　〝火薬〟に〝種火〟が引火するとどうなる!?……大爆発じゃ!!」

「──正解♪」

〈魔法少女〉がにっこりと、可愛かわいらしく微笑ほほえんだ。

「ばいばい、〝悪者〟さんたち」

　直後、校舎が消し飛んだ。
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　死んだ。

　今度こそ死んだ。

　これで死ななきゃ噓うそだろうっていうか、死んだほうがましな気がする。

　すべてが粉みじんに吹ふき飛ばされ天空へと舞まいあがり紅ぐ蓮れんの炎が何もかもなめつくす光景を見たくなくて、思わず目を閉じてしまった花丸だったが──。

「目を閉じるな」

　──やはり、死ななかった。

「とくと見よ」

　傷ひとつなく元気なまま。

　花丸はまだ、狂きよう乱らん地じ獄ごくの最中さなかにいる。




「ここから先が非日常じゃ」




　目を開けて、後こう悔かいした。

　花丸の前方に、〝Ｘ〟状の翼を広げたＸサンがいた。

　絶子はどこへいったのか、姿は見えない。

　正面はまとめて瓦が礫れきの山だ──南校舎が、ごっそり抉えぐれている。

　何もかもが暴圧に片へん々ぺんたる状態にまで潰つぶされまきちらされ、おまけに高温によって融ゆう解かいして、原形を留とどめていない。

　そんな〈魔ま法ほう少女〉の攻こう撃げきによる被ひ害がいが、花丸のすぐ真正面で区切られている。

　花丸の爪つま先さきから後ろは、すべて無事なまま。

　不自然なほどに──線がひかれたように、そっくりそのまま残っていた。

　南校舎は、まるで断面図のようだ。

　半分だけ残っている。

　そんな不自然な状態をつくったのは、間ま違ちがいなくＸサンだった。

　彼女が瀬せ戸と際ぎわで〈魔法少女〉の暴ぼう威いを防いだのだろう。

〈合体ロボット〉のときもそうだったが、信じがたい防ぼう御ぎよ能力である。

「ど、どうなったんだ……？」

　恐おそる恐る床ゆかに手をつき、花丸は地上を見下ろしてみる。

「〈魔法少女〉と、絶子さんは──」

「婦警のやつなら『やられる前にやる！』とか言って前方に飛びだしよってな、直ちよく撃げきを食くらって落下しておったから、たぶん今ごろ瓦礫のなかじゃ。まったく、おとなしくしておればよいのに……」

　絶子は全身を丈じよう夫ぶな装そう甲こうで覆おおっていたので、死んではいないとは思うが──。

「え、Ｘサン、あれ！」

　花丸が指さした先。

　瓦礫の山の向こう──焦しよう土どのなかに、〈魔法少女〉が立っていた。
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〈魔法少女〉の全身から、断続的に桃もも色いろの火花が零こぼれている。

「はぁっ……ふぅっ……」

　荒あらく息をつき、すがるように魔法のステッキを握にぎりしめている。

「さすがに〈聖氣〉切れじゃな──」

　Ｘサンは不ふ憫びんそうに、そんな〈魔法少女〉を眺ながめて呼びかけた。

「もう戦えぬじゃろう、降こう伏ふくせい〈魔法少女〉よ。これ以上は無意味じゃぞ」

　その言葉にも、〈魔法少女〉は従わない。

　ただ意地のように立って、哀あわれに首を横にふっている。

　見ていられず、花丸は胸をしめつけられるような気持ちになった。

〝ボク〟という特とく徴ちよう的な一いち人にん称しよう。

　そして、鳴り響ひびいた携けい帯たい電でん話わの呼びだし音。

　それらのちいさな要素から、否いや応おうなく導きだされた結論を、口にする。

「あの……」

　勘かん違ちがいであってほしい。

「聖希ちゃん……じゃないか？」

　その言葉に、〈魔法少女〉はぴくんと顔をあげた。

　驚おどろいたように、Ｘサンが花丸を見てくる。

「知りあい、か？」

「ほら、俺といっしょに女の子がいただろ？　服装とか、髪かみの色とか変わっちゃってるから、わからなかったけど──よく見れば、やっぱり聖希ちゃんだ……」

　恋こい人びととか友達とか呼ぶほど、親密な関係だったわけではない。

　それでも、花丸の平へい凡ぼんな日常のなかで、いつでも安らぎをくれたのが聖希だった。

　学校で、バイト先で、何気なくも得え難がたいふつうの会話を、時間を、彼女はくれた。

　毎日、何とはなく近くにいれば──心のなかで、彼女の存在がおおきくなる。

　変わり果てても、敵となっても、見分けはつく。

　すぐに気づいてやれなかったのが、悔くやまれるが……。

　俯うつむき疲つかれ果て、前まえ髪がみで目元が隠かくれた〈魔法少女〉は、いつもの聖希そのものだった。

「せ、せんぱ、い……」

〈魔法少女〉──否いな、聖希がふらついた。

　彼女は頭を抱かかえ、悪い夢でも見ていたかのように、血の気を失う。

「ど、どうして、ボク、こんな──ここ、学校じゃん……ボク、何やってるんだ──うう、頭が痛い、せ、せんぱい、ボク、いったい何をしたんですか……！」

　涙なみだを溢あふれさせ、彼女はすりきれた声で訴うつたえた。

「たすけ、て。せんぱい！　ボクが、ボクじゃ、なくなって──」




『ほんとうに、使えないな～、聖希ちゃんは』




　一いつ瞬しゆん、誰だれの声だかわからなかった。

　花丸は周囲を見回し、すぐに理解する。

　聖希のそばで、〈魔法少女〉のＭＣ──ぬいぐるみのような妖よう精せいが笑っていた。
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「が、ガッちゃん……？」

　聖希が顔色を失ったまま、自分の相棒を見つめる。

　妖精の羽はうるさく音をたて、その光のない双そう眸ぼうはまさに昆こん虫ちゆうだった。

　獰どう猛もうな牙きばが生え、鋭するどい爪つめが煌きらめき──両目は複眼となり、全身が筋肉質に変化する。

　妖精ではなく、擬ぎ態たいしていただけで、実態はただの害虫のようだった。

　よろける聖希に、その生き物は醜しゆう悪あくな笑えみを見せる。

『戦いたくないとか、もう〈魔ま法ほう少女〉に戻もどらないとか、寝ね惚ぼけたことを言ってくれるから……幻げん覚かくを見せて、頭をいじって、言いなりにしてあげたのに──。〈聖氣〉が切れて、ぼくの洗脳まで鈍にぶってきちゃった……今さら正気に戻っても遅おそいのにね、聖希ちゃん☆』

「そうか、合が点てんがいったぞ」

　Ｘサンが、表情を険しくして言った。

「聞いたことがある──〈正義の魔法少女〉アルル＝カナちゃんは、製造№が〈Ⅷ〉。つまりまだ試用運転中の、未完成の〈正義の味方〉じゃ」

　悠ゆう長ちように説明している事態でもないので、Ｘサンは早口につづける。

「製造№は〈聖氣〉の供給をする経路じゃが、文字どおりその〈正義の味方〉がどの時期に製造されたかを示す番号でもある。初期の〈Ⅰ〉〈Ⅱ〉〈Ⅲ〉世代は単純な性能のものが多いが、実戦の経験が豊富であり、弱点も補強されていて完成度が高い」

　身構えたまま、油断のない立ち姿で。

「中期の〈Ⅳ〉〈Ⅴ〉〈Ⅵ〉世代は実験的な、あるいは製作コンセプトが迷めい走そうしている、よくわからん〈正義の味方〉が多い。純じゆん粋すいな戦せん闘とう能力というより、特とく殊しゆな技能を強調されたような、バランスの悪い連中ばかりじゃな」

　そんな連中もいるのか。

　まぁ〈正義の味方〉は全体的に、どこか悪ふざけがすぎる印象だが。

「そして後期の〈Ⅶ〉〈Ⅷ〉〈Ⅸ〉世代は、〈正せい義ぎ機き関かん〉が日本政府にクーデターを仕し掛かけ、勝利し侵しん略りやくしていた時期につくられた〈正義の味方〉じゃ。日本を占せん領りようしてから、国を動かすために製造された統治者タイプなど、非戦闘系のものが多い。そして、この世代の特とく徴ちようとして、まだ試用運転中であり、完成していない──という事実がある」

　どんなものにも、お試ためし期間は必要である。

　完かん璧ぺきに設計しても、予期せぬトラブルは発生する。

　強大なちからをもつ〈正義の味方〉を、何の調整もせず放ほうりだすほどには、〈正義機関〉も考えなしではなかったのだろう。

「そして、後期世代の〈正義の味方〉は──〈正義機関〉の崩ほう壊かいによって、永遠に完成することがなくなった。致ち命めい的てきなバグが発生して自じ壊かいしたり、自分のちからを持て余して暴走したり、悲ひ惨さんなものじゃ。そして〈魔法少女〉も第〈Ⅷ〉世代……」

　Ｘサンは、本ほん性しようを露あらわにした妖精を烈れつ火かのごとく睨にらみつける。

「第〈Ⅷ〉世代の〈正義の味方〉は、試用運転中で──〈正義機関〉の支配者、〈正義の神〉Ｘクロステラが与あたえたＭＣによって監かん視し・洗脳・訓練されている最中だった──と聞いておる。あの妖精のようなのは、〈魔法少女〉のＭＣではない……〈神〉のＭＣじゃ！」
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『そのとおり──すべては世界の支配者、〈正義の神〉Ｘテラさまのために』

　妖精は、Ｘサンの指し摘てきを認めた。

『裏切り者め、きみのことは知っているよ……〈正義機関〉に仇あだなす堕だ天てん使しめ──きみだけは許さない！　Ｘテラさまを殺し、ぼくたちから神を、親を、正義を奪うばった、きみだけはぶっ殺すからね！』

　牙を鳴らし、妖精は吼ほえた。

『聖希ちゃん、殺しちゃえ！　あいつだけは、命にかえても殺すんだよ!!　すべて、あいつのせいだ──Ｘサンを殺せ！　切り刻んで、引き裂さいて、世界に正義を示すんだよ～!!』

「い、嫌いやだ……」

　あとずさって、聖希はただ泣くしかなかった。

「ボクはもう戦いたくないんだ。何が正義だか悪だか、ボクにはわからないよ！　怖こわい、戦うのが、傷つけるのが、怖いよ！　もう嫌だ……そっとしておいてよ！　ボクはもう〈魔法少女〉なんかじゃ──」

『ほんとにもう、愚図で、馬鹿だな～聖希ちゃんは！』

　妖よう精せいが、羽音を響ひびかせる。

『いちど踏ふみこんだからには、二度と戻れないんだよ！』

　そして妖精は、聖希の顔面に食くらいついた。

　文字どおり、それは捕ほ食しよくしているようだった。

　節くれだった手足で聖希の頭部を固定し、蜂はちのような太い針をその口内にねじこむ。

　それはまさに寄生だった。妖精の姿がさらに変異していく。

　仮面のごとく、変へん貌ぼうした妖精に頭部を覆おおわれて──聖希は、最後の理性でつぶやいた。

「ごめ、ん、なさい……」

　その全身に、桃もも色いろの波動が充じゆう満まんしていく。

　命を燃やすような、それはすでに血の色だった。

　寄生した妖精に、生命力そのものの〈聖氣〉を搾しぼりだされていく。

「せ、せんぱい……」

　仮面の奥から、真っ赤な涙なみだが零こぼれ落ちる。

「助け、て、たすけ──」

　そこが限界だった。

「聖希ちゃん!!」

　花丸が絶ぜつ叫きようしたときにはもう、彼女は自我を喪そう失しつしていた。

　完全に聖希を支配した妖精は、こちらに魔ま法ほうのステッキを向ける。

『裏切りものに制裁を……!!　この身体からだが壊こわれても、せめてＸサンだけでも叩たたき潰つぶしちゃうからね!!　Ｘテラさま!!　ガラドリエルがあなたの仇かたきを討うち果たします～!!』

　そして凶きよう悪あくな爆光が、〈魔法少女〉の全身から噴ふきだしてくる。

『最後の〈聖氣〉のひとかけらまで、奥の手──裏アルカナに注ぎこむよ!!』

　そして勝算のない、意義のない、ただの玉ぎよく砕さい攻こう撃げきが始まった。

『マジカル☆タロット№Ⅶ──戦車の逆位置Reverse THE CHARIOT〈回天崩牙Snatch@Nullipara〉!!』

　それは無数の円えん錐すいだった。

〈魔法少女〉が花丸たちを追いかけまわすのに用いた、あの超ちよう巨きよ大だいドリルが連発される。

　ひとつひとつが途と方ほうもない破は壊かい力、途と轍てつもない貫かん通つう力。

　校舎が呆あつ気けなく穴だらけになり、北、東、西校舎がウエハースのように崩ほう落らくしていく。
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「馬鹿が……!!」

　すべて防ぐのは無理なのだろう、Ｘサンは正面に飛来してくるドリルだけを全力で弾はじく。

「その子になんの罪がある!?　そなたに何の大義がある!?　〈正義機関〉の亡ぼう霊れいが──鬱うつ陶とうしいんじゃ、凡ぼん骨こつがぁぁあああ!!」

　すさまじい圧力の〈聖氣〉がＸサンに集まったのを見て、花丸は青ざめる。

　激げき怒どのまま、Ｘサンは〈魔法少女〉を撃げき破はするつもりだ。

　可能だろう。

　あきらかに相手は暴走しているだけで、放ほうっておいても限界がきて死ぬ。

　けれど、あれは聖希なのだ。

　たいせつな〝平凡な日常〟のなかでそばにいた、知ち己きなのだ。

「待ってくれ、Ｘサン！」

　花丸はＸサンにしがみつき、みじめに懇こん願がんするしかなかった。

　無力な民衆が、神に祈いのるように。

「ひ、聖希ちゃんを、殺さないでくれ！　操あやつられているだけなんだろう？　お願いだ、助けてくれ！　無む茶ちや言ってるのは、わかってるけど……頼たのむ、助けてくれ!!」

「…………」

　Ｘサンは、しばし怖い顔で花丸を見つめていたが──。

　やがて諦あきらめたように嘆たん息そくする。

「ほんとうに、そなたは優やさしいのう。殺してやるのも温情だとは思うが──それも救いがないか。まぁよい。奇き跡せきを起こすことが、天使の役目じゃからな」

　集めた〈聖氣〉はそのままに、飛来するドリルを弾はじき飛ばす。

「のうハナマル、あの聖希とかいう女の子に罪がないとは思うなよ。操られていたとか、そんなのは言い訳にもならぬ。血にまみれたのはあの子の手のひらじゃ。それは拭ぬぐえぬ。永遠に。けれど死しては、その罪を償つぐなうこともできぬからな」

　蒼そう天てんで燃え盛る太陽が、輝かがやきを失っていく。

　否いな、Ｘサンがそれ以上の光度を──〝Ｘ〟状に交差させた両手に集めているのだ。

　真しん摯しな表情のまま、彼女は第二の太陽と化す。

「天プロ輪ミネ刃ンスでは、あの嵐あらしのような〈魔法少女〉のがむしゃらな攻こう撃げきを突とつ破ぱできぬ。当たったとしても狙ねらいは逸それる。ゆえに、すべてを分解し消しよう滅めつさせるわらわの最終奥おう義ぎ破ハ界ルマ光ゲ線ドンで精密狙そ撃げきを行い、あの狂くるえるＭＣのみをピンポイントで撃うちぬく」

「で、できるのか、そんなこと？」

　眩まぶしさに目を開けていられない花丸に、Ｘサンは集中したまま──剛ごう毅きに断言する。

「やってみる」

　そして優しく笑うのだ。

「だから、わらわが奇跡を起こしたら、そなたはあの小こ娘むすめを……支え、導き、助けてやるのじゃぞ。ぶち倒たおしてのけるより、それはずっと困難だと知れ!!」

　太陽から搾りとった輝きを、針のように凝ぎよう縮しゆくする。

『何をするつもりなの……!?』

　その強きよう烈れつな光度に気づいた妖よう精せいが、攻撃を激しくさせた。

　無数のドリルが校舎を抉えぐりぬく。

『死ねえ！　死んじゃえ！　裏切りもの!!』

　妖精が喚わめき、瓦が礫れきが崩くずれる騒そう音おんとともに、不協和音を鳴り響ひびかせる。

『すべては〈正義の神〉Ｘテラさまのために……!!』

「〈神〉は死んだわ、愚おろかものがぁぁあ!!」

　Ｘサンが両手にさらなる〈聖氣〉をかき集めて、第二の太陽を解き放つ。




「見さらせ正義の一番星!!　最終奥義──破ハ界ルマ光ゲ線ドン!!」




　精密狙撃。

　その表現は正確だった。

　驚きよう異いの破壊力を一点に凝縮したレーザー光線のような輝きが、〈魔法少女〉の頭部で喚いていた妖精のみを直ちよく撃げきする。

　分子レベルで解体され、妖精は粉々に砕くだけ散り細かい粒りゆう子しとなって大気に散っていく。

『う、うああ……!?』

〈正義機関〉の亡ぼう霊れいは、ほんとうに、哀あわれなほどに従順だった。

『Ｘテラさま、万歳!!　〈正義機関〉は永遠に──』

　そして自身の最後の一欠片かけらまでも、〈神〉に捧ささげて消しよう滅めつしていった。
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　もはや学校というより瓦礫の山だった。

　穴だらけで何もかもが焼け焦こげた、校舎だったものの破は片へんがごろごろ転がるなか。

　花丸は倒れ伏ふした聖希をそっと抱だき寄せる。

　死んだように冷たかったが、彼女はまだ呼吸をしていた。

　意識もあるようで、こちらを儚はかなく見あげている。

　どんな言葉をかけたらいいか、わからなかった。

　彼女のことを、花丸はちっとも知らなかった。

「聖希ちゃん……」

　けれど名前を呼ぶと、聖希は安心したのか。

　花丸に抱かれたまま、吐と息いきのようにつぶやいた。

「せんぱい──」

　彼女は夢うつつで、言葉も曖あい昧まいで弱々しかった。

「ねぇ、せんぱい、正義って──何でしょうね？　ボク、悪いやつを倒すのが、正義だと思っていた。正義なんてものが、この世にあると信じていた」

　花丸はひたすら聞いた。

　他ほかにできることもなかった。

「だけどボクがしたことは、ふつうのひとたちの平和を、踏ふみにじることだった」

　ぽろぽろと涙なみだを零こぼしながら、聖希はちいさな子供みたいに、弱音を吐はいた。

「せんぱい、ボク──」

「もういい」

　花丸は、彼女を抱きしめる。

「もう、いいんだ……」

　彼女の涙を拭いたかった。

　できることは少ないけど、せめて抱きしめてあげたかった。

　聖希は無力な花丸に失望もせずに、微笑ほほえむ。

「せんぱい、でーと、どこへ……いきましょうか？　ボク、せんぱいと、一いつ緒しよにいきたいところ、喋しやべりたいこと、したいこと、たくさん、あるんです──」

　そして笑った。

[image: ]

　痛々しい、自じ虐ぎやく的な、けれどたしかに笑え顔がおだった。

「戦ってる、場合じゃない。〈正義の味方〉なんか、やってる、暇ひまはないのに。ボク、何やってたんでしょうね……馬鹿みたい、ほんとに」

　知らず零れた花丸の涙を、聖希は愛いとしそうに、指先で拭ぬぐう。

「せんぱいは、変なひと。何をしても、受けいれてくれそうな、おおきくて、温かいひと。お父さんみたい……」

　眠ねむりに落ちるように、声がちいさくなる。

「せんぱい、ボク、まだ──せんぱいのそばにいて、いいですか……？」

　彼女は目を閉じる。

　花丸は答えのかわりに、彼女をさらに力強く抱きしめた。
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「……一件落着かのう」

　邪じや魔まするのも無ぶ粋すいかと、Ｘサンは花丸たちから離はなれたところで瓦が礫れきに腰こしかける。

　やれやれ、と自分の肩かたを揉もみながら。

「昨日は〈合体ロボット〉、今日は〈魔ま法ほう少女〉──〈正義の味方〉の大安売りじゃのう。さすがに、くたびれたわい。どうなっとるのじゃ……この町は」




「これで終わりじゃないよっ！」




「わひゃっ!?」

　びっくりして振ふりかえったＸサンの視線の先──。

　瓦礫が跳はねあがり、意外と元気そうな絶子が這はいでてくる。

　すぐに〈転真〉を解き、白バイと婦警に分ぶん離りした。

「おぉ、婦警。生きとったのか」

「放ほうっておかれて、ちょっと寂さびしかったよ、お姉さんは。まぁ、頑がん丈じようなのが売りだからね──あの程度じゃ死なないのだっ！」

　それでも疲ひ労ろうは皆かい無むではないのか、絶子は怠だるそうにあくびをしながら。

「〈合体ロボット〉も〈魔法少女〉も、いわば前ぜん哨しよう戦せん、あるいはおまけだよ──こっからが本番！　ちっとも〝一件落着〟じゃないんだなぁ、これがっ！」

「……何か知っとる口ぶりじゃな？」

　疑ぎ惑わくの視線を向けるＸサンに、絶子は歩み寄ってくる。

「あらためて──ちょっと、伝えておきたいことがある」

　真面目まじめな表情で、彼女は敬礼をした。

「これは〈新しん日に本ほん仮かり政せい府ふ〉からの勅ちよく命めいで、〈倫りん理り公こう社しや〉からの公的な要よう請せいで、お姉さん個人からのお願いでもある。〈正義の天使〉Ｘサンシャイン──その意志があるなら、どうか〈倫理公社〉に協力してほしい」

〈倫理公社〉。

　警察の、現在の名前。

　凶きよう悪あくな〈正義の味方〉と戦う、公的機関──。

「〈聖氣〉の補給、身の安全の保証、情報の提示……などなど、考え得うるかぎりの見返りは用意するつもり。ぶっちゃけ、ちからを貸してほしいんだ」

　そして絶子は、当たり前のように言い放った。

「世界に、危機が迫せまっている!!」
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〈倫りん理り公こう社しや〉本部の内部は清潔で明るく、一流企き業ぎようのビルそのものだった。

　花はな丸まるたちはエレベーターで移動している。

　足場も周りも透とう明めいで、見晴らしがいい。

「おぉ……」

　Ｘエツクスサンが壁かべに手をついて驚きよう嘆たんしている。

　当然、花丸たちも同じだった。

「地面から、建物が生えておるっ……!!」

　言葉どおりの現実だった。

　植物が芽め吹ぶき樹木となるのを、早まわしで見ているかのようだった。

　地面からにょきにょきと建物が生えて、町並みをつくっていく。

　半はん壊かいしたはずの町が、目に見える速度で復旧していく。

　道路が舗ほ装そうされ、川には橋が架かかり、確実に〝元どおりの町〟を再現しようとしている。

「びっくりしたでしょ」

　絶たえ子こが動どう揺ようしているみんなを眺ながめ、満足そうに説明してくれた。

「昨日、〈合体ロボット〉が暴れたせいで、町は半壊したけど──このように、建物とかは元どおりになる。この町は、ちょっと特とく殊しゆなのさっ」

「〝ちょっと特殊〟どころではないが……」

　呆あきれたようにぼやくＸサンに、絶子が頷うなずいた。

「これはね、〈倫理公社〉が抱かかえる最大の秘密──〈正義の古代兵器〉ガガングプチの能力だよ。〈古代兵器〉はいわばお姉さんの同どう僚りようってところで、このビルの地下に眠ねむる〈正義の味方〉なんだっ」

「……眠っておるのか？」

「というか、無理やり眠らせてる」

　Ｘサンの問いに、絶子が肩かたをすくめた。

「〈古代兵器〉は恐おそるべき量の〈聖せい氣ぎ〉を内包し、また自ら〈聖氣〉を生成する〝生産プラント〟といっていい存在なんだ」

「〈聖氣〉を生産できるじゃと……!?」

　瞠どう目もくするＸサンに、絶子は微笑ほほえんだ。

「驚おどろくっしょ？　ご存知のとおり、〈聖氣〉を生成する技術は〈正せい義ぎ機き関かん〉が滅ほろんだときに失われ、それが〝共食い〟という悲劇を生んだ。逆説的には〈聖氣〉を生成する方法がわかれば、現状を変えられる。少なくとも、無益な争いを終わらせることができる」

　絶子は、静かに言い放った。

「〈古代兵器〉が〈聖氣〉を生成する理り屈くつを解明し、〈正義の味方〉同士の争いを終わらせる──それが、〈倫理公社〉の目的っぽいよ」

「争いを、終わらせる……」

　わずかに心を動かされたようなＸサンに、絶子が真面目まじめに語る。

「けれど、〈古代兵器〉が内包する〈聖氣〉の量は、あまりにも多い。そもそも〈聖氣〉そのものが未知の強力なエネルギーなわけだし、自動生成される〈古代兵器〉の〈聖氣〉は、増えすぎないように発散させる必要があるわけ。お姉さんみたいな〈正義の味方〉に〈聖氣〉を補給したり、町の復旧をさせたり──」

「こうして建物を地面から生やすのも、〈古代兵器〉とやらの能力なのか？」

　感心したようなＸサンに、絶子は首をふった。

「ううん、〈転てん真しん〉のとき〈正義の味方〉の服装が変化したりするのと理屈は同じ。生みだされる〈聖氣〉を恣し意い的てきに歪ゆがめて、〝物質の創造〟をしてるんだって」

「呼吸のように、町ひとつ元どおりにできるのか。とんでもない存在じゃのう……」

「だって、〈正義の古代兵器〉ガガングプチは№〈Ｘ〉だもん。お姉さんたちふつうの〈正義の味方〉とは格がちがうんだよっ」

「№〈Ｘ〉──」

　Ｘサンが眉まゆをひそめた。

「〈正義の神〉が自らの後こう継けい者しやとするべく鍛きたえ、進化させた特別な〈正義の味方〉──」

「おや、詳くわしいねっ」

「わらわも№〈Ｘ〉じゃからな」

「へぇ、どうりで強いわけだっ」

　あまり深入りして欲しくない雰ふん囲い気きを察したのか、絶子はそれ以上は追つい及きゆうしなかった。

「ともあれ、お姉さんもそんな〈古代兵器〉から〈聖氣〉の供給を受けることを見返りに、この〈倫理公社〉に協力してる傭よう兵へいなんだよ。他ほかにも同じような立場の〈正義の味方〉がたくさんいる……今は全国各地に派は遣けんされてて、このビルにはいないけどねっ」

　補足するように、ひとつの事実を。

「あの〈合体ロボット〉も、元々は〈倫理公社〉の傭兵だったんだけどね。〈聖氣〉の補給だけしたら裏切っちゃったんだよ！　あはは！　困るよねぇ！」

　馬鹿笑いしながらする話ではない。

「おかげで〈魔ま法ほう少女〉ちゃんが暴れてるのを、しばらく放置しなくちゃいけなかったし。ていうのもお姉さん以外にこの近所には動ける〈正義の味方〉がいなかったし、そのお姉さんも〈合体ロボット〉に不意打ち食くらって大おお怪け我がしてたからね！」

「あ、あの、ボク……」

　びくっとする聖ひじ希きに、絶子は無む邪じや気きに笑った。

「あぁ、心配しなくてもだいじょうぶ。〈魔法少女〉ちゃんはＭＣに操あやつられてたんでしょ？　同じような〈正義の味方〉は確かく認にんされてる──ちゃんと説明すれば、罪には問われないはずだからさ！　お姉さんも弁護してあげちゃう♪」

　そのあたりで、エレベーターがようやく目的の階についた。




　　　　２




　最上階だ。

「〝作戦本部〟に案内するよ！　どたばたさせて悪いけど、ちょっと緊きん急きゆう事態だからね──一休みする時間もないけど、堪かん忍にんしてねっ！」

　陽光が溢あふれ、やけに明るい通路を、絶子が先導する。

「まぁとにかく、〈古代兵器〉がおびただしい量の〈聖氣〉を垂れ流してるからね、それが撒まき餌えみたいに〈正義の味方〉を呼び寄せるんだ。〈正義の味方〉は〈聖氣〉を感知する。だからこそ、この町に吸い寄せられる。そんな連中と交こう渉しようしたり、暴れるようだったら撃げき退たいするのが、〈倫理公社〉のいつものお仕事さっ」

「なるほど、やたら〈正義の味方〉が現れると思ったら……」

　納なつ得とくしたようなＸサンに、絶子が微笑ほほえむ。

「とはいえ、さすがの〈古代兵器〉も半はん壊かいした町はすぐには元に戻もどせないしなぁ。ごめんね──〈聖氣〉の補給してあげようと思ったけど、ちょっと待ってもらうことになるかも？　お姉さんや〈天使〉ちゃんはともかく、〈魔法少女〉ちゃんは枯こ渇かつするぎりぎりまで戦っちゃったから、つらいでしょ？　どうしようかなぁ……」

　さきほどまで殺しあいをしていた相手なのに、絶子は聖希に屈くつ託たくがなかった。

　その明け透すけな態度は、花丸には好ましく思えた。

　同時に、聖希が心配になる。

　たしかに、聖希はあの妖よう精せいに無理やり〈聖氣〉を搾しぼりとられるようにして、限界まで戦わされていたのだ。見た目より深刻な容態のはずだ。

「聖希ちゃん」

　顔色の悪い聖希を気き遣づかいながら、問いかける。

「聖希ちゃんの製造№って、どこにある？」

「ふぇっ？　な、なんですか急に、せんぱいー……？」

　頰ほおを赤らめて、聖希はおずおずと答えた。

「い、いちおう、おでこですけど……」

　あぁ、あんな目立つ刻印があるから、前まえ髪がみを長くしておでこを隠かくしているのか。

　花丸は関係ないことを考えながら、そっと聖希の前髪を指先で払はらった。

　たしかに、そこには血の色で〈Ⅷ〉と──痛々しい製造№が刻まれていた。

「ひゃわわっ……な、なんですか、せんぱいっ」

　意外と可愛かわいらしい、印象的な双そう眸ぼうを揺ゆらめかせて、聖希は真っ赤になる。

　花丸はあくまで真しん剣けんだった。

「聖希ちゃんを助けるために、俺は聖希ちゃんにキスをしなくてはいけない」

「えええ!?　ど、どういうことですか!?　せんぱいったら、いきなり大だい胆たん！　みんな見てるのに！　よ、よくわからないけど、ボクはいつでもＯＫです……!!」

　錯さく乱らんしながら頷うなずく聖希に、花丸は覚かく悟ごを決める。

　そして目を閉じ、ふるふる震ふるえる聖希のおでこに──。

　ちゅっ♪

「……はわぁわ……」

　腰こしが抜ぬけたのか、その場にへたりこむ聖希だった。

「し、幸せです、せんぱいー……ち、ちからが溢れてくる気がします……」

　いや実際、〈聖氣〉を補給したので、ちからが溢れて当然なのだが。
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「こらーっ！」

　良いことをした、と満足げな花丸の後頭部をＸサンがぶん殴なぐった。

「何しとんじゃーっ!?　そなたは!!　わらわの!!　下僕エサじゃろうがーっ!!」

　殴る殴る殴る。

　連打され、さすがに命の危険をおぼえ──花丸は安全そうな絶子の背後に避ひ難なんした。

「だ、だって、仕方ないだろ！　聖希ちゃん苦しそうだったし!!　〈古代兵器〉とやらが町の復旧にかかりきりで〈聖氣〉の補給ができないなら、俺がやるしかないじゃん!!　聖希ちゃんは命が危険だったんだぞ!?」

「うぐぅっ──」

　いちおう正論だったので、Ｘサンは言葉をなくすしかない。

　それでも涙なみだ目めになって、絶子を壁かべにしている花丸を何度も指さした。

「た、たしかに今のは、仕方ないが──せめて、主あるじであるわらわに相談してからにせんか!!　よいか、ハナマル!!　そなたは、わらわの下僕エサじゃ!!　主と下僕エサは、血の繫つながりよりも濃こい絆きずなで結ばれた、何よりも崇すう高こうな上下関係なのじゃ!!」

「お、俺は自分がおまえの下だって認めた覚えはねぇよ!!」

「何じゃとーっ!?　下僕エサのくせに!!　生意気じゃ、躾しつけてやる!!」

　全身から〈聖氣〉を放ち、Ｘサンが絶子の後ろで震えている花丸に手を伸のばす。

「や、やめてください！」

　そこで、聖希が立ちあがる。

「せ、せんぱいを苛いじめないでください！」

「あぁん？」

　完全に悪役の顔で、Ｘサンが聖希を睨にらみつけた。

「そもそも、そなたは何じゃ？　ハナマルの何だというのじゃ？　わらわの下僕エサから勝手に〈聖氣〉を横取りしおって、何様だというのじゃ!!」

「ぼ、ボクは、せんぱいの恋こい人びとです！」

　聖希は一いつ生しよう懸けん命めいに、目をぐるぐるさせて主張した。

「えええ!?」

〝恋人〟というのが初耳だった花丸が驚おどろく横で、聖希の暴走はつづく。

「そ、そそ、そうです！　こい、ひっく、恋人ですよ！　あなたこそ何なんですか!!　せんぱいを自分のものみたいに言っちゃって！　それこそ何様ですか!!　ぼ、ボクとせんぱいは、恋人、ひっく、だから、毎日、ラブラブで、きゅんきゅんで……!!」

「ま、毎日ラブラブきゅんきゅんじゃと……!?」

　なぜかすごくショックを受けた表情で、Ｘサンは足あし下もとから震えた。

　親に捨てられた幼子の顔だった。

　涙をいっぱい浮うかべた双眸で、花丸を睨みつけてくる。

「は、ハナマルの浮うわ気き者ーっ！　わらわというものがありながら!!　わ、わらわもラブラブきゅんきゅんする!!　その権利があるはずじゃ!!　ほれ、ほれ!!　わらわもさきほどの戦せん闘とうで消しよう耗もうしておるから、〈聖氣〉をたっぷり注入するがよい!!」

「脱ぬぐな!!　抱だきついてくるな!!」

　半はん裸らで密着してくるＸサンと、それを引き離はなそうとする聖希。

「へぇ……」

　ふたりの女の子に揉もみくちゃにされている花丸を、絶子が興味深そうに眺ながめた。

「花丸くん、〈聖氣〉の補給ができるの？　すごいことだよっ、それは！」

　押し倒たおされて好き放題にされている花丸に、絶子が申しでた。

「ねぇねぇ花丸くん、お姉さんも消耗してるから、〈聖氣〉を注入してくれない？」

「頼たのむ。これ以上、状じよう況きようをややこしくしないでくれ……」

　死にかけの声でつぶやく花丸に、絶子は吞のん気きに笑った。

「いや、お姉さんには他意はないよ。〈古代兵器〉からの〈聖氣〉の補給って、けっこう手続きやら機材の準備やらが必要で、面めん倒どうなんだよねっ。楽に元気いっぱいになれるなら、そっちのほうがいいなって。えぇっと、製造№にキスしてもらえばいいの？」

　その場に座りこんで、絶子は楽しそうに靴くつ下したを脱ぎ始める。

「よぉし、一発やっておくれ、花丸くんっ！　できるだけ優やさしくしてね♪　ちなみにお姉さんの製造№は足の裏にあるよっ！」

「くっそう、どうして全員フェチっぽい部分に……！　せめて手のひらとかなら、まだキスすることに抵てい抗こう感がないのに……!!」




　　　　４




〈倫理公社〉最上階──〝作戦本部〟。

　今回はこの建物が標的になる可能性が非常に高いらしく、職員や周辺地域の住民の避ひ難なんはすでに完かん了りようしている。

　無人の広々とした室内にて、花丸たちは今後の方針を話しあっている。

　もちろん〈倫理公社〉の人々も職務を放ほう棄きしたわけではなく、安全な場所からネット回線などを通して作戦の指示や周囲の警けい戒かいなど、諸もろ々もろの業務をこなしているらしい。

　他ほかの支部からの救きゆう援えんは間にあいそうにないとか。

[image: ]

　だからこそ、絶子はＸサンに頭をさげて、協力を要よう請せいしてきたのである。

　何でもＸサンは〈正義機関〉を打だ倒とうした戦いでの伝説的な存在らしく、最強だの英えい雄ゆうだのと謳うたわれる有名人らしい。そのため〈倫理公社〉からも信しん頼らいされ、絶子とともに今回の危機への対応を公式に政府から依い頼らいされたのだった。

　英雄、か。

　花丸は、Ｘサンのことを、ほとんど何も知らないことに気づく。

　そういえば眠ねむりながら涙なみだを零こぼしていたし、明るくお馬鹿に見えるが、Ｘサンも何か哀かなしみを背負っているのか。

　気になるが、そんな深い部分まで、花丸が聞いていいものだろうか。

　踏ふみこめず、遠えん慮りよして、花丸は会話に加わることもできない。

「母さ……〈正義の神〉Ｘクロステラに聞いたことがある」

　Ｘサンが重々しく、澄すんだ声こわ音ねで語っている。

「〈正義の大だい怪かい獣じゆう〉宙ちゆう天てん神かむ威いは、〈正義機関〉の最終兵器じゃ」

　それが、今回の敵の名前だった。

　世界を滅ほろぼす危険性があるという──最悪の〈正義の味方〉。

　Ｘサンは腕うで組ぐみし、陽光の髪かみの毛をかきあげる。

「Ｘテラは慎しん重ちようで、用よう意い周しゆう到とうだったからのう。〈正義の味方〉による侵しん略りやくで、いつまでも日本政府を転てん覆ぷくさせられなかった場合に備えて──切り札を用意しておった。そいつを目覚めさせ、暴れさせれば、とりあえず敵対するものは皆みな殺ごろしにし、すべてを破は壊かいすることができる。戦争状態は終しゆう了りようし、一方的に虐ぎやく殺さつできる」

　忌いま々いましそうに、彼女は語る。

「純じゆん粋すいに敵対するものを殲せん滅めつする機能のみを求められた、最終兵器──それが〈正義の大怪獣〉宙天神威じゃ。わらわも詳しよう細さいは知らぬが、その能力は破壊に特化し、あまりにも危険なので、存在ごと凍とう結けつされて封ふう印いんされておったはずじゃが……」

　町ひとつ壊こわせる〈正義の味方〉のなかでも、折り紙つきの破壊神。

　それが宙天神威だというのなら、まきちらす騒乱はそれこそ大災害級だろう。

「結局、あまりにも楽勝で日本政府も自衛隊も全滅させてしまったから、Ｘテラは宙天神威を目覚めさせることなく、戦争は終わってしまったはずじゃ。いまも宙天神威は封印されたまま、永遠の眠りについているはずじゃが──」

「そこからは、お姉さんが説明するよ」

　絶子が、珍めずらしく険しい表情で言葉を継ついだ。

「この〈倫理公社〉本部ビルは、もともと〈正義機関〉の本ほん拠きよ地ちがあった場所に建っている。だから〝〈正義機関〉の遺産をむさぼる、第二の〈正義機関〉〟なんて揶や揄ゆされることも多いんだけど──」

〈倫理公社〉の他にも、〈正義の味方〉が徒党を組んだ組織は多いようだ。

　他の組織からの誹ひ謗ぼう中傷、不本意な噂うわさなどは多いのだろう、と花丸は察した。

「〈倫理公社〉がこの地に本ほん拠きよを構えたのは、〈正義機関〉がここに残した凶きよう悪あくな遺産を管理し、決して悪意あるものの手に渡わたさぬようにするためだよっ。〈倫理公社〉の上位組織〈新しん日に本ほん仮かり政せい府ふ〉の目標は、平和の維持。だけどこの地に眠る害悪が解き放たれたとき、あらゆる努力も積み重ねも嘲あざ笑わらうように、すべてが壊かい滅めつ的な終カタス幕トロフを迎むかえることになる」

　淡たん々たんとした、けれど強い意志のこもった口調だった。

「ひとつは〈正義の古代兵器〉ガガングプチ。現在は〈聖氣〉の定期的な簒さん奪だつによる調整などで、封印に成功してるけどね。これが目覚めるか、あるいは〈古代兵器〉の生産する膨ぼう大だいな〈聖氣〉を利用して悪意ある〈正義の味方〉が暴れれば、世界は危機に瀕ひんしちゃう。無む尽じん蔵ぞうに生まれる〈聖氣〉というのは、それだけで暴力的な危険度だからねっ」

〈倫理公社〉の地下に眠る、〈古代兵器〉。

〈聖氣〉の生産プラント──だったか。

　資源やエネルギーを求めての戦争が世界各地で吹ふき荒あれる現状、その重要さ、危険度は推おして知るべしといったところか。

「そして、より明確な意味で危険なのが、〈正義の大怪獣〉宙天神威」

　ようやく話題が戻もどってきた。

「宙天神威は〈古代兵器〉と同じく原始にして究極、正体不明の№〈Ｘ〉──この町のどこかに封印されていることは判明してたんだけど、正確な場所は、〈倫理公社〉の調査でも不明なままだったみたい」

「所在がわからぬのか？」

　Ｘサンが意外そうにつぶやいた。

「〈古代兵器〉は眠っておる位置がわかるから、まだ封印を維持しやすいが、どこにいるかもわからぬというのでは──」

「いちおう、宙天神威と関係しているらしい地点は、発見してるんだよ」

　絶子が何か指示を飛ばすと、部屋の上部を占しめる巨きよ大だいな画面に映像が表示された。
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　画像のひとつは、町中である。

　何と、〈倫理公社〉本部ビルのすぐ間近だった。

　高層ビルが並ぶなかの、社会人たちの憩いこいの場らしい自然公園。

　その真ん中にある、鍵かぎ穴あなめいたかたちの古こ墳ふんらしいものが、禍まが々まがしい波動を放っている。

「ここが第一区域エリア１──〝古墳〟。発はつ掘くつに挑ちよう戦せんした考古学者たちが次々と行方ゆくえ不明になったという、曰いわくつきの伝説がある。大昔からある古墳を利用し、〈正義機関〉が自分たちの好きなように改造したんだろうね」

　ふたつ目の画像は、海だった。

　この町の一辺は東京湾わんに接している。

　埋うめ立て地らしい起き伏ふくのない土地に、停てい泊はくした船や倉庫などが並んでいる。

　人気がないそんな港からわずかに離れた位置、黒ずんだ海面には渦うず潮しおが発生し、その奥からこれも漆しつ黒こくの波動が生まれている。

「第二区域エリア２──〝深海〟。ここもバミューダトライアングルみたいに、近づいた飛行機が次々と墜つい落らくすることで知られている。〈倫理公社〉の調査艇ていが、深度数百メートルの地点に不自然な構造物を発見している。黒い波動はそこから染しみでてるみたい」

　そして最後の画像は、空だった。

　周りすべてが何もない空間で、どの場所なのかもわからない。

　雲よりも高い位置だろう。

　日が沈しずもうとしている刻限なのでわかりにくいが、薄うす暗ぐらい空のなか、重油のごとき真っ黒な波動がぐるぐると渦を巻いている。

「第三区域エリア３──〝天空〟。ここが最も場所が特定しにくかったところだね。不自然に移動しないおおきな雲うん塊かいがあって、その内部に浮ふ遊ゆうする不気味な物体が発見されている。周辺の雷かみなりや気流の変化で、飛行機やヘリコプターは近づくこともできない」

　おおきく、絶子は宣言した。

「〝古墳〟〝深海〟〝天空〟の三カ所」

　陸海空か、わかりやすいが──だからこそ人工的である。

「調査や〈正義機関〉が残した記録から、これらの場所が特定できた。そして〈正義機関〉が存在した時代に何度か起動実験された宙天神威の〈聖氣〉と、これらの黒い波動はパターンが一いつ致ちしてる」

「つまり……どういうことじゃ？」

　戸と惑まどうＸサンに、絶子は微笑ほほえんだ。

「わかんない。最も可能性が高いのは、これら三つの位置ポイントからそれぞれ宙天神威の眷けん属ぞくが生まれ、集合・合体して、あるいは大量の〈聖氣〉を取りこむことで〝進化〟し、宙天神威として覚かく醒せいする……っていうかんじかなっ？」

　かつて〈正義機関〉は、突とつ発ぱつ的な〈正義の味方〉の反乱によって滅ほろんだ。

　当然、情報の引き継つぎなどは行われているわけがないし、〈正義機関〉が残した資料などから推測して、謎なぞを追つい究きゆうしていくしかないのだろう。

　明確に断言できない絶子を、責めることはできない。

「相手は〈正義機関〉の最終兵器、〈正義の大だい怪かい獣じゆう〉宙天神威──警けい戒かいするに越こしたことはないからねっ。これらの黒い波動が観測された場所は、厳重に監かん視しし、考え得うるかぎりの手段で封ふう印いんしてたんだけど……」

　絶子は爆ばく笑しようした。

「〈正義の合体ロボット〉アレックスサンダーが、〈倫理公社〉を裏切ると同時にお姉さんを奇き襲しゆうして重傷を負わせて、さらに三つの黒い波動の封印を解き放っちゃったんだっ！　たぶん宙天神威の〝眷属〟を目覚めさせて、その対応に〈倫理公社〉が忙ぼう殺さつされてるうちに、逃にげようと思ったのかなぁ──」

「〈合体ロボット〉の性格からいって」

　Ｘサンは嫌いやそうにぼやいた。

「〈正義機関〉の最終兵器？　面おも白しろそうじゃん、ぶち倒たおしてあたしが最強だって証明してやるんだから！みたいな考えだったのかもしれんぞ？」

「ありえるなぁ」

　絶子が同意した。

「その前に、〈天使〉ちゃんにやられちゃったんだから、世話ないけどねっ」

　苦く笑しようしてから、絶子が意見を述べる。

「宙天神威は敵対勢力をすべて殲せん滅めつすることのみを求められた最終兵器。〈正義機関〉が滅んだ今、宙天神威をコントロール──あるいは〝すべてを殲滅せよ〟という命令を上書きし、停止させることができるものは誰だれもいない」

「宙天神威は当時の〈正義機関〉が敵対していた相手を、殲滅する予定だったはず」

　Ｘサンは溜ため息いきをついた。

「宙天神威にどの程度の知能があるかはわからぬが、聞いたかぎりでは純じゆん粋すいな兵器じゃ……〈正義機関〉が滅んだことも知らずに、政府をまず攻こう撃げきするかもしらんな」

「政府といえば、今は〈新日本仮政府〉で、つまりお姉さんたちの親玉だからねっ！　滅ぼされるのもごめんだし、ここで宙天神威を無力化する必要があるんだっ！」

　絶子が、さらに憂ゆう慮りよすべき事こと柄がらを告げる。

「宙天神威が〈新日本仮政府〉を殲滅して停止すれば、まだいい。最悪なのは、そこで停止せずに、さらに破は壊かい行こう為いをつづけることだよっ。〈正義機関〉とＸテラが滅んだ今、宙天神威を停止させうる上位存在はいないからね。宙天神威は暴走するようにいつまでも破壊を振ふりまき、地球を焦しよう土どに変える可能性が高いんだっ」

「倒さねばな、ここで」

　Ｘサンが、祈いのるように胸の前で、拳こぶしをきゅっと握にぎりしめた。

「〈正義機関〉を潰つぶしたのは、わらわじゃ。世間に迷めい惑わくをかける、〈正義機関〉の負の遺産は、わらわが責任をもって処分せねばならぬ。それが、わらわの務めじゃ」

　思いつめたようなその姿に、花丸は何か声をかけたかった。

　けれど気の利きいた言葉を思いつく前に、絶子がおおきく反応する。

「見て！　様子がおかしいよ！」

　天てん井じよう付近に設置された画面に、不可思議な映像が表示される。
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「何じゃ……こりゃ……？」

　ぽかん、と口を開いて、Ｘサンが呻うめいた。

　他ほかのものも、意見を発することはできなかった。

　それほどまでに現実味のない、ＴＶ番組でも間ま違ちがって画面に表示されたのではないのかと疑ってしまうほどに──。

　それはまさに、旧ふるきよき、特とく撮さつ映画のようだった。

　第一区域エリア１──〝古こ墳ふん〟の黒い波動だ。

　自然公園の真ん中。

　丘おかのような〝古墳〟の中央が隆りゆう起きする。

　樹木や茂しげみが生えたままの地じ盤ばんが真下から突つき上げられ、ばらばらと砕くだけ散り、土ど砂しや崩くずれを起こして周囲に押しのけられていく。

　孵ふ化かのように、〝古墳〟の奥から巨きよ大だいな〝何か〟が這はいあがってくる。

　それは全長数十メートルの、巨大な昆こん虫ちゆうに見えた。

　鈍どん重じゆうそうな、丸まった体格。

　楕だ円えん形で、武骨な六本足が地面をしっかりと踏ふみしめている。

　全身を黒光りする外骨格で覆おおい、頭頂には棍こん棒ぼうのような見るからに硬かたそうな瘤こぶがあった。

　その超巨大甲虫は古墳から這いでると、獣けもののような雄お叫たけびをあげた。

　砲ほう撃げきが開始される。

　周囲に展開していた〈倫理公社〉の攻撃部隊が、一いつ斉せいに攻撃を仕し掛かけたのだ。

　けれど例によって〈聖氣〉の防ぼう御ぎよ壁へきが展開されているのか、敵はそれを無視する。

　突とつ進しん。

　前方へ。

　ひたすら爆ばく走そうし、周囲の樹木や並んだ戦車を踏みつぶし、正面にあったビルに体当たり──あっさり貫かん通つう、瓦が礫れきと粉ふん塵じんが満ちるなか、前へ前へと突き進む。

「これが、宙天神威……なのか？」

　Ｘサンの声に、絶子が首をふる。

「わかんない。〈聖氣〉の量からいって、たぶん眷けん属ぞく、つまりＭＣだろうけど──まずいかも！　真っ直すぐにこっちへ向かってきてるよ！　ビルを障害物にも思ってない……ぜんぶ貫通して最短距きよ離りを踏とう破はしてくるよっ！」

「あと数分で、この場所まで辿たどりつくかのう……」

　歯は嚙がみするＸサンに、絶子も難しい表情になる。

「この〈倫理公社〉本部ビルを破壊して、地下に眠ねむる〈古代兵器〉の〈聖氣〉を吸収し、宙天神威に〝進化〟──するつもりかなっ？　真っ直ぐにここを目指してるし、その可能性は高そうだけど……」

「見よ、婦警！　他の場所も様子がおかしいぞ！」

　Ｘサンの言葉どおり、映像はほぼ同時にすさまじく変化しようとしていた。
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〝深海〟では渦うず潮しおが巨大化し、水柱をあげながら付近の船せん舶ぱくを引きずりこんでいく。

　そして海の底から、黒い波動が迸ほとばしり、〝何か〟が生まれようとしている。

〝天空〟でも爆ばく風ふうが発生し、地上から様々なものを竜たつ巻まきのように巻きあげる。

　乗用車が、建物が、樹木が、地盤すらも──ぐるぐると旋せん回かいしながら空へとかき集められ、それらが集合し融ゆう合ごうして、〝何か〟を創造しようとしている。

「ふつうに考えて、〝深海〟と〝天空〟にもそれぞれＭＣ──宙天神威の眷属が発生するのじゃろうな」

「なるほどねっ」

　Ｘサンの言葉に、絶子が元気に柔じゆう軟なん運動をする。

　ひととおり身体からだを活性化させてから、おおきく伸のびをした。

「敵が三匹びきでよかったね！　こっちも戦えるのはお姉さんと〈天使〉ちゃん、〈魔ま法ほう少女〉ちゃんで、ちょうど三人だ！　ひとり一匹ずつ潰せばこっちの勝ちなのだっ！」

「そなたは単純でよいのう……」

　紅玉の瞳ひとみで、Ｘサンが聖希を見つめる。

「戦えるか、〈魔法少女〉？」

　厳しい視線だった。

　その意見は公平で、だからこそ真しん摯しだった。

「わらわたちは〈正義機関〉とはちがう。戦うことを無む理り強じいはせぬ。操あやつられ、強制的に戦場に身を置くしかなかったそなたを、これ以上の闘とう争そうに巻きこむのは心苦しい。けれど状じよう況きようは見てのとおり、三方向から同時に危機が迫せまってくる状態じゃ──そなたが戦わないなら、かなり大変なことになるじゃろう」

「…………」

　聖希はその言葉に、迷うように俯うつむくだけ。

「まぁ、ゆっくり考えるといいよっ。他ほかの二匹はもうちょい時間がかかりそうだしね、その間にお姉さんが〝古こ墳ふん〟の眷属をぶちのめせれば、それでもいいし」

「おい婦警、ひとりで戦うつもりか？」

　こちらは戦うことに屈くつ託たくのないＸサンが、ちいさく呼びかけた。

「他の二匹がでてくる前に、ふたりがかりで〝古墳〟の眷属を潰つぶしても──」

「ううん。敵があと二匹って決まったわけじゃないしね、〈天使〉ちゃんはここにいて。だいじょうぶ、あぁいう何も考えてなさそうなやつは、お姉さんの好みだっ♪」

　親指を立てて、絶子は聖希の肩かたを叩たたく。

「ねぇ〈魔法少女〉ちゃん。戦うっていうのは、壊こわすだけじゃない、たいせつなものを守るための戦いもあるんだよ。そして君には、たいせつなものがあるんだよね？　守りたいなら──泣いてるだけじゃだめなのさっ！」

　同時に間近にあった〝ＧＯ〟と書かれたハッチが、音をたてて開く。

　風が吹ふきこんできて、絶子の三つ編みを優ゆう雅がに揺ゆらす。

「悠ゆう長ちように玄げん関かんから出て行く時間がないからねっ、ここからそのまま出しゆつ撃げきするよ──おぉっ、画面で見るよりでっかいなぁ、今回の敵さんは！」

　その視線の先には、ビルを薙なぎ倒たおし驀ばく進しんしてくる眷属が、すでに見えていた。

　悪夢のような光景である。

　火災が発生しているのか、熱気ですべてが歪ゆがんでいる。

「よぉし！　それじゃ、お姉さん行ってくるよ！」

「油断するなよ、婦警！」

　Ｘサンの声に、絶子は振ふり向かず片手を挙げて──。

　真っ直ぐに走っていく。

　躊躇ためらわずに、飛びおりる。

〈転真〉もしていない彼女には、当然、飛行能力はない。

　三つ編みと婦警の制服を揺らし、真っ直ぐに落ちていくだけだ。

　絶子はむしろ楽しそうに笑いながら、親指を高鳴らした。

「いくよ、相棒！　今回の一いち番ばん槍やりはお姉さんたちだっ！」

　同時に、〈倫理公社〉本部ビルの壁かべをぶち破って、白バイが飛びだしてくる。
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　絶子の婦警の制服によく馴な染じむ、化け物級の白いバイク。

〈倫理公社〉の工こう房ぼうで修理と調整をされていたらしい、絶子の愛車である。

　白バイに見えるがＭＣらしく、なかば自律的に行動することができるようだ。

　空中で絶子は器用に動き、白バイへと舞まうように騎き乗じよう。

　衝しよう撃げき音と地じ響ひびきをあげて、地上へ着地、そのまま走りだす。

　真っ直すぐに。

　近づくごとに巨きよ大だいさが目に見えてわかる、怪かい獣じゆうのもとへ。

　周囲の建物をことごとく無視し、猪ちよ突とつ猛もう進しんしてくる怪獣が、生意気にも迫りくるちいさな白バイを発見する。

　宝石のようなその複眼に、敵意と戦意を充じゆう満まんさせて。

　絶子の身体に満ちあふれる〈聖氣〉に、これが明確な脅きよう威いだと判断したのか。

　吼ほえた！

　大気が震しん撼かんするなか、けれど絶子は平然と挨あい拶さつする。

「やっほう、怪獣くん！　元気いっぱいだね！」

　白バイにまたがったまま、ぎりぎりまで接近する。

「悪いけど、ここを通すわけにはいかないんだっ！」

　その瞬しゆん間かんだった。

　怪獣が、意外なほどに巨大な口を開いた。

　見た目は昆こん虫ちゆうなのに、牙きばが並び舌が生えて妙みように動物らしい口内だった。

　その奥から、野太い声こわ音ねが響ひびいてくる。

「その〈聖氣〉の量……かなりの腕うで前まえとお見受けする!!　相手にとって不足なし!!」

「おぉ、喋しやべった!?」

　絶子はびっくりする。

「変な生き物のくせに、器用だねっ。でも声でかいなぁ……耳が痛くなっちゃうよ」

　白バイから降りて、臨戦態勢を調ととのえる。

　さすがに〈転真〉もせずに相対できる相手とは思えない。

　手のひらに〈聖氣〉を充満させ、白バイにそっと触ふれる。

　そんな絶子と、全世界に向けて──怪獣は堂々と名乗りをあげた。

「やぁやぁ遠からんものは音にも聞けい!!　天地よ民たみよご笑しよう覧らんあれ!!　我こそは〈正義の大怪獣〉宙天神威御おん大たいが誇ほこる第一の忠臣──陸軍大将・突とつ撃げき斎さい!!　偉い大だいなる御大がご光臨あそばせるその日を目指し、拙せつ者しやはひたすら前へ前へ!!　もはや何なん人ぴとたりとも拙者を止められぬぅう!!　命が要いらぬならかかってこいいいいい!!」

「話しあいとかは、してくれなそうな、暑苦しい性格みたいだね」

　絶子は耳を押さえながら、にっこり微笑ほほえんだ。

「まぁいいや。お姉さんも、ガチンコ勝負のほうが好みだからねっ」

　爆ばく音おんを響かせながら接近してくる怪獣に、絶子はまるで怯ひるまない。

　新しい玩具おもちやを手にいれた、ちいさな子供の表情だった。

「さぁ、おっ始ぱじめるよ！　派手に陽気に潰つぶしあいだっ♪」

　かくして〈倫理公社〉と大怪獣軍団の、歴史に残る凶きよう悪あく無比な決戦が開幕する。

「〈転真〉！　〈正義の変身ヒーロー〉バベルサバイバー!!」
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　その姿は、やはり神像のようだった。

　粉みじんに砕くだけ散った白バイが絶子の全身を装そう飾しよくし、〈正義の変身ヒーロー〉バベルサバイバーが華か麗れいに完成する。

　三つ編みまで装甲カバーされ、全身鎧よろいのごとく変へん貌ぼうした絶子は美しかったが、その前方に迫せまりくる巨大な化け物との体格差は絶望的であった。

　象に踏ふみつぶされる直前のマッチ棒。

　そんな印象が脳のう裏りによぎって、不ふ吉きつな想像をした自分を恥はじ、花丸は呻うめいた。

「始まったぞ……！」

　花丸がわざわざ言うまでもない。

　仲間たちも真しん摯しに、成り行きをじっと見守っている。

　Ｘサンが腕うで組ぐみし、相対する両者の戦力を見定めようとする。

「婦警も〈正義の味方〉じゃ、でかいだけの相手には負けぬ。〈魔ま法ほう少女〉との戦いを見るかぎり、あやつは百ひやく戦せん錬れん磨まの強つわ者もののようじゃしな。けれど、仮にも相手は№〈Ｘ〉たる〈正義の大怪獣〉宙天神威……そのＭＣといえど、生半可な相手ではないはずじゃ」

　溜ため息いき混じりのつぶやきが、すべてを表現していた。

「苦しい戦いに、なりそうじゃのう──」

　画面のなかでは、状じよう況きようが進行中である。

『ふはははははは!!』

　己おのれの正面にあるビルを貫かん通つうし、打ち倒たおし、突撃斎と名乗った怪獣が絶子に向かっていく。

　乗用車サイズの瓦が礫れきが雨あられと降り注ぐなか、超ちよう巨きよ大だいな砲ほう弾だんと化した怪獣は風圧だけで何もかもを粉ふん砕さいしそうだった。

　生々しい顎あぎとを開き、突撃斎が絶子に接近していく……！

『突とつ貫かん！　圧巻！　圧殺で御ご座ざるぅぅう!!』

『うるさいなぁ……この大声だけは堪たまらないよ、お姉さんはっ』

　絶子はその場を動かない。

　間近から見れば、敵はとんでもない巨大さのはずだ。

　花丸も〈合体ロボット〉とＸサンの交戦に巻きこまれたが、相手を遠景で見るか、あるいは上空から見下ろしただけだった。

　足あし下もとで、今まさに踏みつぶされようとしている──というのは、どれほどの恐きよう怖ふか。

　突撃斎の進軍が世界のすべてを揺ゆらすなか、絶子は足あし踏ぶみをする。

　武む者しや震ぶるいか？　否いな、それは獣けものの助走に似ていた。

『この勢いで体当たりされたら、〈倫理公社〉本部ビルが無事じゃすまないねっ。それじゃ仕方ないか──身体を張って止めちゃうよっ♪』

　当たり前のように宣言すると、絶子は腰こしのあたりを叩たたいた。

　同時に軽快な音楽が鳴り響く。

『ぬうっ……!?　軍歌!?　否、何だこれは……!?』

『軍歌でだいたいあってるよ。戦意昂こう揚ようと、狩かりの音楽さっ』

　太たい鼓このリズムに身を任せ、絶子がその場で舞まいを踏む。

　三つ編みを揺らし、足踏みをして、身体に音楽を吸収するようにして──。

　おおきく、地面を踏みしめた。

　絶子が跳ちよう躍やくし、真っ直すぐ突撃斎へと向かっていく。

　武器もなく。策もなく。ひたすら相手を真似まねるような。

　それは純じゆん粋すい無む垢くな、突とつ撃げきだった。

『さぁ──』

　絶子はまさに、無む邪じや気きな子供さながらである。

『どっちのほうが石頭か、お姉さんと比べっこだっ♪』

　あまりにも無む謀ぼうな彼女の行動に、突撃斎が絶句する。

『どっせぇぇええい!!』

　絶子が鬨ときの声をあげ、直後、両者が接せつ触しよくする！
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「あの超巨大質量と、正面から激げき突とつしたぞ……!?」

　画面越ごしに観戦しているだけの花丸には、それはいかにも無謀な行こう為いに見えた。

　純粋な体当たり。

　野生動物の喧けん嘩かのごとき戦法──武器も技術もない、質量と質量の比べっこだ。

　この場合、ほぼ確実に体重の重いほうが勝つ。

　それは物理法則だ。

　乗用車とトラック、どころではない。

　乗用車と玩具おもちやのミニカー並みの体格差なのだ。

　それなのに──。

「いや、正しい判断じゃ」

　Ｘサンが静かな表情で、画面を注視している。

「見たところ、あの怪かい獣じゆうは全身に装そう甲こうをまとっており、頑がん丈じようそうじゃ。たとえ〈聖氣〉をもつ〈正義の味方〉の攻こう撃げきでも、跳はねかえしてしまうはず。そして一撃で動きをとめなければ、あの怪獣は傷も痛みも無視して〈倫理公社〉本部ビルに突つっこんでくる可能性が高い」

　ここで止めなくては、〈倫理公社〉の負けなのだ。

　地下に眠ねむる〈古代兵器〉こそが、怪獣の狙ねらいなのだから。

　ちいさな攻撃を連打して、相手を消しよう耗もうさせる戦術は使えない。

　一撃で相手を倒たおすか、最低でも押し止とどめる必要があった。

「ゆえにこそ、婦警はちょこまかとした小こ技わざではなく──自分の身体という最も強力な砲弾を相手にぶつけたのじゃ。天才じゃのう。状況を把は握あくし、最適な行動を選せん択たくしたのじゃ」

　言葉と同時に、画面のなかで信じられない光景が発生していた。

『ぬうっ……!?』

　体当たり勝負の結果は──相打ち。

　両者、倒れず。

　けれど突撃斎は予想外の衝しよう撃げきに揺れ動き、何歩か後退し、声すらだせない。

　ありえない結果なのだ、常識的に考えて。

　けれど常識を突とつ破ぱしたところにあるのが、〈正義の味方〉の戦いだった。

　絶子は傷ひとつなく、くるくる回転して地面に着地する。

　相手が動どう揺ようしている隙すきに──。

『どぉした、どぉしたっ！　何をぼうっとしてるのかなっ？　家に帰るまでが遠足で、土俵をでるまでがお相撲すもうさんだよっ！　古来、この国では恐おそるべき人外とお相撲さんで勝負をつけてきた歴史があるとか……！　お姉さんもその歴史に忠実なのだっ！』

　相変わらず戦せん闘とう中なのに、絶子は気が抜ぬけるようなことを騒さわいでいる。

『どすこい、どすこぉい！』

　また跳躍──激突！

　突撃斎が、今度はおおきく怯ひるんで吹ふっ飛んだ。

　自らが薙なぎ倒したビルの残ざん骸がいのなか、何度も転がっていく。

　ちいさなものが、おおきなものを圧あつ倒とうしている。

　自然界ではありえない、とんでもない状じよう況きようだった。

『二回戦もお姉さんの勝ちだねっ♪』

　何度も地面を足で擦こすって、助走をする。

『それじゃあ……三回戦だぁぁあ!!』

　ちいさな男の子そのものに、自分と相手のどちらが石頭か、なんてくだらないことを比べるのが──楽しくて仕方ないというように、絶子は圧倒的質量に向かっていく。
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　転がったまま──啞あ然ぜんとして、突撃斎は反応できない。

　そんな彼が体勢を戻もどすのを、絶子が待つわけがない。

『さぁさ千秋楽だ！　お客さんを退たい屈くつさせちゃだめだよ！　転がったほうが負けじゃないから安心してね！　もっとサヴァイだっ、怪獣くん!!』

　今度の激突は、誰だれもが度ど肝ぎもを抜かれた。

　絶子が爆ばく走そうし、勢いをつけて突とつ貫かん。

　その体当たりを倒れた突撃斎は横っ腹に食くらい、そのまま軽々と宙を舞まった。

　全長数十メートルの怪獣が、まるで自ら跳ちよう躍やくしたように。

　そのまま突撃斎は自らがつくった焦しよう土どの一本道を、何度も転がっていき──。

　自然公園まで後退すると、その場で砂すな煙けむりをあげるしかなかった。

『ふ……』

　そして笑い始める。

『ふははっ……ふははははっ……』

　戦闘中の絶子と同質の、楽しくて仕方がない、という狂戦士の笑いだった。

　その鈍どん重じゆうそうな見た目を裏切るように、突撃斎は軽かろやかに立ちあがる。

　全身傷だらけだが、まだ元気いっぱいの様子だ。

　その正面──出エジプト記のように拓ひらけた一本道を、悠ゆう然ぜんと歩いてくる絶子がいる。

　右と左は無事な、突撃斎が目もくれなかった高層ビル群。

　〈倫理公社〉本部ビルへの唯ゆい一いつの通路には、ちいさな魔ま物もの。

『どうやら、お姉さんのほうが石頭みたいだねっ♪』

　音楽を垂れ流しながら、絶子が突撃斎に呼びかける。

『でもね、まだ終わりじゃないよ！　わかってるよねっ？　がんばれ！　負けるな！　その巨きよ体たいは飾かざりじゃないんでしょ!?　このまま転がして、吹っ飛ばして、お姉さんと地球一周するつもり？　踏ふん張ってよ、芸を見せてよ、期待してるんだからっ──』

『ふはははっ！』

　突撃斎は、宝石の複眼を苛か烈れつに燃やす。

『すまない、貴き殿でんを侮あなどっていた！　ちいさい、か弱い生き物と、見くびっていた！　けれど、おぉ、おぉ、貴殿は勇者よ!!　この突撃斎……全身全ぜん霊れいをもって、胸を借りる気持ちで挑ちよう戦せんいたす!!』

　その全身に黒い〈聖氣〉が充じゆう満まんする。

　何かするつもりだ。

　だが、絶子はそれを待ちわびるように、何もせずに立っている。

『ご託たくはいいから、かかっておいでよ♪』

『ふはは！　快い！　胸が躍おどる!!　よもや、拙せつ者しやと対等に、否いな、凌りよう駕がして相争える存在がいようとは──世界は広く、拙者は未熟であった!!　貴殿のような強つわ者ものに、ちからを隠かくして戦おうとは、いささか失礼すぎたで御ご座ざるなぁ!!』

　その声に、悲ひ哀あいが混じる。

『このまま永遠に戯たわむれていたい気持ちすらする……！　だが、拙者はあくまで御おん大たいに仕える一兵卒!!　遊びはここまでにしよう、ちいさき勇者よ!!』

『話が長いよ？』

　絶子が、その場を動かずにつぶやいた。

『戦いながらでも、口上はできるでしょ？　待っているのも退屈だよ、お客さんも帰っちゃうよ？　何かするつもりなら、早いほうが嬉うれしいなっ！』

『申し訳ない。これを用いれば、あまりにも早く決着してしまうからな──』

　突撃斎が、神しん妙みようにつぶやいた。

『拙者、突とつ撃げきに矜きよう持じをもち、御大から賜たまわったこの身体からだですべてを薙なぎ倒たおすことが最大の武ぶ勲くんと思っておったで御座る。だが貴殿は、あらゆる手段を講じて相対すべき存在と心得た。これより捨て身の心持ちで、拙者はこの世の鬼おにとなる!!』

　そのまま、突撃斎が走りだした。

　六本足で器用に地面を踏みしめ、恐おそるべき安定感で直進してくる。

　地じ響ひびきが発生し、瓦が礫れきが宙に跳はねあがるなか──絶子は不思議そうに首を傾かしげた。

『また突撃？　大層なことを言ってたのに』

　それでも、相手が迫せまってきたら、押し止とどめなくてはいけない。

　絶子の背後には、守るべき〈倫理公社〉本部ビルがあるのだ。

　彼女はそのまま助走をつけ、跳躍し、突撃斎を今度もまた圧倒しようとしたが──。

「あっ、あぁっ……」

　花丸の横で、聖希が目を見開いた。

　わなわなと震ふるえている。

「〈聖氣〉が……あのおっきい怪かい獣じゆうの、後ろに──集まって……ひいいい!!」

　まとまらない言葉のあと、彼女は引きつった声で叫さけんだ。

「逃げてぇえええ!!」

　その忠告はあまりにも遅おそく、また絶子の元には届かなかった。

『抜ばつ刀とう──』

　荒あら々あらしい態度だった突撃斎が、湖面のごとく清せい涼りような声こわ音ねで吼ほえた。

『巨きよ岩がん斬ざん!!』
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　何が発生したのか、花丸にはわからなかった。

　見えたのは、今まさに突撃斎に接せつ触しよくしようとした絶子が、宙で何かに引っぱられるように逆方向に吹ふっ飛んで、そのまま地面に叩たたきつけられたところ。

　何かの攻こう撃げきを食くらった……？

　見えなかった。

　不可視の攻撃か、あるいは速度がありすぎて花丸の視覚では捉とらえられなかったのか。

　ともあれ絶子は突撃に失敗した。

「ひっ……!!」

　聖希が押し殺した呻うめき声をあげている。

　画面のなかの絶子は、酷ひどい有様だった。

　地面に膝ひざをつき、その左ひだり肩かたから腹部にかけて、無む惨ざんに装そう甲こうが抉えぐれていた。

　黒と白の美しい外骨格は鋭えい利りな刃は物ものに切断されたように、斜ななめに削けずれており、その奥で絶子の生身が傷つき、血を流している。

　深い傷だ──内臓まで達しているかもしれない。

　すぐに彼女の真下に、血ち溜だまりが生まれる。

『かっ……ふっ……』

　絶子は、びっくりしたように、自分の身体を見下ろしている。

『いったい、何だろうね、これは』

　絶子がそれでも立ちあがる。

　その傷口に純白の〈聖氣〉が煌きらめき、切り裂さかれた装甲が再生する。

　だが、その奥の絶子の生身まで治ち療りようされたのかはわからない。

　声に憔しよう悴すいが滲にじんでいるし、再生できるのは装甲だけなのかもしれない。

　だとしたら、出血多量で、絶子に限界がくるのは間近だ。

　それでも彼女は何でもないかのように、突撃斎と向かいあう。

『どういう手品かなっ、怪獣くん』

『手品などでは御ご座ざらぬ』

　突撃斎は、哀かなしそうにつぶやいた。

『拙せつ者しやは武士であるからして、強敵を相手には刀を抜ぬくのが道理。道ばたの猫ねこをのけるように、ただ蹴け散ちらそうとするなど……あまりにも貴き殿でんを馬鹿にしていた。これより拙者は修しゆ羅らとなり、この愛刀・巨岩斬によって貴殿を誅ちゆうしてのけようぞ』

　その後方──突撃斎の身体のいちばん奥で、何かが跳ねる。

　それは尻尾しつぽだった。

　昆こん虫ちゆうのような見た目なので、誤解をしていたが、この突撃斎は巨きよ大だいな恐きよう竜りゆうが装甲をまとっているような存在らしい。

　牙きばもあれば尻尾もある。

　尻尾は鋭利な刃やいばとなって、目にもとまらぬ速度で宙を駆かける。

　相手に激げき突とつする刹せつ那なに、この〝刀〟を振ふるって、突撃斎は絶子を撃げき墜ついしたのだ。

〈魔ま法ほう少女〉の魔法を連続で食らっても傷ひとつつかなかった装甲を、易やす々やすと切り裂いたのである──もはや防ぼう御ぎよは無意味だろう。

　腕うでで身体を庇かばったら、その腕が切断される。

　絶子は、相手に近づくこともできないはずだ。

　さらに一いち撃げきを食らって出血したことで、絶子は完全な状態ではない。

　どうしても、出血と痛みで動きは鈍にぶるしかない。

　形勢は逆転した。
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『どうしたもんかな、これは……』

[image: ]

　それでも絶子は楽しそうだったが。

　すでに突撃斎には、油断がない。

　全力を尽つくし、目の前の脅きよう威いを取り除くつもりだ。

『いざ参る──』

　全身から戦意を振りまき、猪ちよ突とつ。

　絶子も応戦しようとしたが、今度は跳ちよう躍やくすることもできない。

　両手を構えて、相手をせめて押し止とどめようとする。

『その意気やよし。けれど、貴殿では障害にすらならぬ!!』

　突撃斎には容よう赦しやがなかった。

『抜刀──』

　鋭利な尻尾が、人間の認にん識しき速度を超こえた勢いで迸ほとばしる。

『巨きよ岩がん斬ざん!!』

　けれど絶子は刹那のうちに身体からだをひねり、その斬ざん撃げきを見切ってかわした。

　彼女の周囲にすさまじい亀き裂れつがはしる。

『無む駄だなあがきを!!』

　刀はそのまま縦じゆう横おう無む尽じんに放たれる。

　絶子も必死で避よけているが──。

『斬撃を避けることに腐ふ心しんし、よろけた体勢で拙者の突とつ撃げきに耐たえられるわけがなし!!』

　突撃斎は無む慈じ悲ひにも、絶子を躊躇ためらいなく吹ふっ飛ばした。

　踏ふん張れず、助走をつけて跳躍することもできなかった絶子は、物理法則に従ってかんたんに弾はじけ飛んだ。

　もともと無む謀ぼうな体格差を勢いで埋うめていたのだ。

　刀を避けることに集中し、足あし下もとが覚おぼ束つかなくなれば──どうにもならない。

　刀と体当たり。

　突撃斎が用いているのは単純な戦法だが、同様に防御力と格かく闘とう能力で戦うしかない絶子には、分が悪いとしか言いようがない。

　格闘をしようにも相手は巨大すぎて、どんな技術も通用しない。

　そして相手は、絶子の防御を突とつ破ぱする。

『このまま競せり勝つ!!』

　何度か激げき突とつが繰くりかえされ、そのたびに絶子は舞まいあがり、地面に叩たたきつけられる。

　斬撃を幾いく度ども食くらい、その装そう甲こうの奥は血だるまだった。

　美しい鎧よろいも泥どろと血で汚よごれ、見ていられない。

『勝敗は決したで御ご座ざる』

　突撃斎は、それでも立ちあがろうとする絶子に、むしろ感服していた。

『これ以上、怪け我がをしたくなければ──そこを退のけい、ちいさき勇者よ。拙せつ者しやの進路を塞ふさがなければ、貴き殿でんを相手にする理由はなし。貴殿ほどの戦士をこの手にかけるのは忍しのびない。生きてこそ浮うかぶ瀬せもあれ──犬死にはつまらぬぞ』

『…………』

　立ちあがれず、絶子はふらついて地面に手をついた。

　血ち溜だまりだった。

　絶子の装甲の隙すき間まから、血が溢あふれて零こぼれている。

　まるで彼女は泣いているみたいだった。

　真冬に親に捨てられ、置き去りにされた迷子みたいに。

　ちいさく、儚はかなくて、寂さびしそうだった。

　けれど絶子は、無む邪じや気きである。

『な、何を、言ってるのかなっ』

　声にも元気がない。

　瀕ひん死しだ。

　黙だまって放ほうっておかれても、そのまま死んでしまいそうなのに。

『せっかく盛りあがってきたのにさぁ……空気読もうよ怪かい獣じゆうくん。ここからが楽しいんだ。ここから先がエンターテイメントなんだよ、わかるかなぁ？　勝敗は決しただなんて、寂しいこと言わないでよ』

『くだらぬ意地を張る……だが、美しくすらある』

　突撃斎は感無量の吐と息いきを漏もらすと、中断していた突撃を再開しようとする。

　その巨きよ体たいに〈聖氣〉と、殺意が渦うず巻まく。

『ならば死して骸むくろと化すまで、歌い踊おどるがよい──推おして参る!!』

　進しん撃げきが再開される。
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　地面に手をついた絶子は、圧倒的運命に踏みつぶされる殉じゆん教きよう者しやのようだった。

　勝てる要素が見つからない。このまま蹂じゆう躙りんされてお終しまいだろう。

「もう我が慢まんできん、助けに入るぞ!!」

　Ｘサンが〝作戦本部〟の左側──出しゆつ撃げき用のハッチに向かおうとする。

『──助けにきたら怒おこるよ』

　その声が聞こえたように、絶子が、ちいさく独白した。

　向こうの音声はこちらに届くが、こちらからは呼びかけられない。

　けれど会話はできなくても、心は伝わる。

『心配しないで。お姉さん元気いっぱいだよっ。足が動けば立って歩ける。手のひらが動けば拳こぶしが握にぎれる。歩いて殴なぐれれば、敵は倒たおせる』

　軽快な音楽のなか、絶子は立ちあがって拳を構えた。

　悲ひ惨さんな戦せん況きようにも、迫せまりくる巨きよ大だいな怪獣にも、まるで怯ひるんでいない。

『〈倫理公社〉は、お姉さんが守るよ』

　そっと、言い添そえる。

『それに、敵はこいつだけじゃないでしょ……？』

　絶子と突撃斎の激げき闘とうに見入っていた花丸たちは、その事実を思いだす。

　その言葉に応じるように、いくつかの画面で異状が発生し──思わず花丸は叫さけんだ。

「か、かかっ、怪獣がっ！」

　画面のなか。

〝天空〟で、あらゆる質量を吸収していた存在が、確固とした輪りん郭かくを形成していた。

〝深海〟では渦うず潮しおが鎮しずまり、その代わり異様な高波が徐じよ々じよに地上へと近づいてきている。

〝天空〟の怪獣と〝深海〟の怪獣が完成し、進軍を開始したのだ。

「こんな状じよう況きようなのに……二匹ひき同時とは──」

　Ｘサンが焦しよう燥そう感かんを滲にじませて、呻うめいた。

「一匹は、わらわが意地でも倒してみせる。だが〝天空〟と〝深海〟の怪獣は距きよ離りが遠い──同時に相手にはできんぞ、どうする……？」

「ボクにやらせて」

　ずっと迷うような表情をしていた聖希が、ちいさく前へでた。

「聖希ちゃん……？」

　花丸は意外に思って、彼女を見つめる。

　聖希は深く傷ついていた。

　ＭＣに操あやつられ、無理に戦わされて、深い哀かなしみと痛みを抱いだいているはずだった。

　そんな彼女を、また過か酷こくな戦場に放りこんでいいのか……？

「だいじょうぶです、せんぱい」

　長い前まえ髪がみに隠かくれがちの双そう眸ぼうには、強い光が宿っていた。

「何ができるのか、わからない。戦うことが、正解じゃないのかもしれない。だけどボクは助けられた。誰だれかを助けるちからもあるんだって知った」

　魔ま法ほうのステッキを取りだして、両手できゅっと握りしめて。

「ボクはこれまで間ま違ちがっていた。絶対に許されない、酷ひどいこともしてきた。だけど、だからこそ──もう迷わない。傷つくことも怖こわくない。ボク、俯うつむいて押し黙って、何もしないことがいちばん怖いの……」

　聖希は、精せい一いつ杯ぱいに主張した。

「戦わせて。助けられた恩返しをさせて。悩なやみながら戦うやつがいたら、迷めい惑わくかもしれないけど……ボクは、自分のちからがどういう意味をもつのか、何をしたらいいのか──知りたい！　そのためには怖がって、蹲うずくまっているだけじゃだめなの……」

　まとまらない言葉には、聖希の真しん摯しな気持ちがこもっている気がした。

　花丸はその真っ直ぐさに、嫉しつ妬とすらおぼえて──聖希の頭をそっと撫なでる。

「聖希ちゃんは、偉えらいな」

「せ、せんぱい……」

　彼女は頰ほおを赤らめると、もじもじ、と身をよじらせて宣言した。

「あの、せんぱい。ボク、がんばります。見ていてください。必ず生きて帰って、それで、せんぱいと……で、ひっく、ででで、でーと──」

「ほれ、さっさと行くぞ、〈魔法少女〉！」

　そんな聖希の腕うでを引っ摑つかんで、Ｘサンが出撃用のハッチへと向かう。

　すでにハッチは開放され、風が吹ふきこんでいる。

　聖希は名残なごり惜おしそうにしていたが、渋しぶ々しぶとＸサンとつれそって歩く。

　魔法のステッキを握りしめ、威い風ふう堂どう々どうと宣言した。

「〈転真〉！　〈正義の魔法少女〉アルル＝カナちゃん!!」
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　聖希の足あし下もとに光で描えがかれた魔ま方ほう陣じんが発生し、桃もも色いろの〈聖氣〉が妖よう精せいのようにくるくると彼女の周囲で踊おどり遊ぶ。

　制服姿だった聖希の全身を桃色が跳ちよう躍やくし、鈴すずの音を響ひびかせながら変化していく。

　愛らしくも華はなやかな、〈魔法少女〉の衣服へ。

　色の脱ぬけた髪かみの毛が、鮮あざやかな桃色に染め抜ぬかれる。

　最後にちょこんと帽ぼう子しが載のって、完成。

　その横では、Ｘサンも〈転真〉を終えている。

　背中から〝Ｘ〟状の翼つばさを展開し、露ろ出しゆつの多い衣装で仁に王おう立だち。

　ふたりの〈正義の味方〉は吹き荒あれる風のなか、互たがいに目配せをする。

「そなたは飛行能力がないようじゃし、わらわが〝天空〟の怪かい獣じゆうを相手にするが──異論はないな？」

「うん……！」

　Ｘサンたちと戦ったときの聖希はハイテンションだったが、あれはＭＣに操られていたがゆえの狂きよう気きだったらしく、現在の聖希は〈転真〉しても性格が変わらないようだった。

　彼女らしく、真摯に前方を見つめる。

「がんばります、ボク、何ができるかわからないけど……」

「そう緊きん張ちようするな。そなたは強い。わらわたちを苦しめた凶きよう悪あくな〈魔法少女〉が、何を恐おそれることがあるのじゃ？」

　かつての強敵とともに戦う数すう奇きな運命を、Ｘサンは喜んでいるようだった。

「ちゃっちゃと片付けるぞ。生きて帰って、みんなで祝しゆく杯はいをあげようぞ！」

　宣言すると、Ｘサンは当たり前のように戻もどってきて、花丸の腕をがっしと摑む。

「ほれ、何を『がんばれ～』とか『応おう援えんしてるぞ～』みたいな他人ひと事ごとっぽい間ま抜ぬけ面づらで突つっ立っておる！　そなたも行くのじゃぞ！」

「え？　え？　俺も!?」

　ものすごい勢いで引きずられ、花丸は動どう揺ようする。

　ハッチのそばに立つと、はるか下方に地面が見えた。

　落ちたらぺっちゃんこになって即そく死しだ。

「どうしてだ!?　俺が行く必要はないだろ!?　むしろ足手まといじゃ──ここでみんなが帰ってくるのを待ってるよ！」

「たわけ。怪獣どもは〈倫理公社〉を目指して進しん撃げきしてきておるのじゃろうが。わらわたちの防衛ラインが突とつ破ぱされたら最初に破は壊かいされるのはこのビルじゃぞ？　倒とう壊かいに巻きこまれて生き残れるのか、そなたは？」

　すでに手慣れたかんじに、Ｘサンは花丸を小こ脇わきに抱かかえる。

　お気に入りのぬいぐるみをゲットした、お子様みたいな笑え顔がおであった。

「安心せい、わらわがそなたを守ってやる！　わらわのそばがいちばん安全なのじゃ！　わらわは燃費悪いからそなたのような非常しょ……心強い仲間がおれば、後こう顧この憂うれいもなく戦えるしな！」

「いま非常食って言いかけただろ!?　乾かん電でん池ちみたいに気軽に俺を持ち運ぶんじゃねえ！　聖希ちゃんも『仲良さそうでいいな……でも負けないもん！』みたいな顔してないでこのアホをとめてく──うっぎゃああああああ!?」

　花丸の抗こう議ぎを完全に無視して、Ｘサンが問答無用で飛行を開始する。
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　Ｘサンは滑かつ翔しようする。

　背中で輝かがやく翼はすさまじい推進力を生みだし、戦せん闘とう機並みの高速移動を可能としている。

　小まわりもきくし、どれだけの速度で移動しても周囲への認にん識しきが疎おろそかになることもない。

「ひいいい!?」

　じたばた暴れながら、花丸が凍こごえたようにガチガチ震ふるえている。

「高っ──地上が見えねぇ！　すごい寒いし怖こわい！　〈合体ロボット〉のときよりずっと高度が……何か息苦しくなってきたし！　死なないよね、俺死なないよね!?」

「知らんよ。がんばって死なぬように努めるがよい」

　彼を抱えたままでも、動作に支障はない。

　すでに慣れたし、Ｘサンの腕わん力りよくならば男の子ひとりぐらいの重量は負担ではないのだ。

　空中戦は、望むところのはずだったが──。

〈聖氣〉を頼たよりに敵の姿を発見したＸサンは、眉まゆをひそめていた。

「さすがに、〈怪獣〉というだけはある──間近から見ると、巨きよ大だいじゃのう」

　顔をしかめ、思案する。

「さて、どう攻せめるか」

　その真正面──数百メートルの距きよ離りを置いて、〝天空〟の怪獣が滞たい空くうしている。

　それはさながら宙に浮ういた巨大な老人の顔面であった。

　醜みにくい面めん貌ぼうには、耳の代わりに血管の浮いた翼つばさが羽ばたいている。

　顎あごからは鬚ひげだか足だか何だかわからないものがもじゃもじゃと生えている。

　怪あやしい獣けものと書いて怪獣。

　なるほど、地球の生態系にそぐわない、いかにも不自然な造形である。

　漂ただよう悪あく臭しゆうに、花丸は思わず鼻をつまんだ。

「うわぁ、気持ち悪い生き物だな……」

「というか──どうやって浮いておるのじゃろうな、あんな巨大な質量が……」

「いや、それはＸサンも同じじゃね？　おまえどうやって飛んでんの？」

「〈聖氣〉を推進力に変へん換かんし、翼から放射して飛行しておる。つまり〈聖氣〉が切れると落下するから、墜つい落らく死したくなかったら頃ころ合あいをみて補給するのじゃぞ？」

　などと吞のん気きに会話していたせいか、すぐに発見された。

　黄ばんだ怪獣の眼球が、こちらを「ぎょろり」と睨にらみつける。

「きょほほ！　きょほっ！　きょほほほほほ!!」

　同時に蝙蝠こうもりのような、超ちよう音おん波ぱじみた笑い声が響ひびいた。

「きょほほほほ!!」

　老人の顔面は、まさに喜色満面である。

「さぁさ右や左の旦だん那なさま！　宵よいも間近の空から騒さわぎ!!　此こ度たびの大怪獣軍団の公演は世界を賑にぎやかすどんちゃん騒ぎ！　どうぞ最後までごゆるりとお楽しみくだされ!!　きょほほ!!　お代は見てのお帰りでおじゃるよ!!」

　そして怪獣は、ひび割れたような老人の声で名乗りをあげた。

「我こそは！　〈正義の大怪獣〉宙天神威御おん大たいに寵ちよう愛あいいただく第二の忠臣──空軍大将・火か面めん爺じい!!　火花や火薬はお家芸、天まで焦こがす火ひ吹ふき芸、不器用ゆえのひとつ覚えを──老骨に鞭むち打うちお披ひ露ろ目めいたしましょう!!」

「喧やかましいのう……」

　Ｘサンはそれだけで破壊力すら帯びている大声に、耳を塞ふさいだまま。

「あの突撃斎とやらもやたら騒いでおったし、怪獣はどいつもこんなかんじなのか……雑魚ざこキャラは雑魚キャラらしく、『しゃげぇ』とか『がおぉ』とかの鳴き声だけを口にしておればよいものを」

「きょほほ！　これは手痛いご叱しつ責せき!!」

　ちいさな声だったのに、火面爺と名乗った怪獣は耳みみ聡ざとく聞きつけた。

「けれど、雑魚キャラ呼ばわりはまことにご慧けい眼がん！　麿まろはあの突撃斎や愚ぐ粘ねん姫ひめに比ぶれば芸のない、これといった強みもない、大怪獣軍団の鼻つまみもの！　数あわせの枯かれ木も山の賑わいで、末席にしがみつかせてもらっておりますが──」

　突撃斎はともかく、愚粘姫とやらは聞いたことがない。

　おそらく聖希が相手をしにいった、〝深海〟の怪獣のことだろう。

「これ、まことに分不相応と申しますかな！　きょほほ！　飛べるのが唯ゆい一いつの個性と勘かん違ちがいし、空から奇き襲しゆうでもできれば御おんの字と弁わきまえておりましたが、見つかってしまって残念至し極ごく──と申しますかなぁ、きょほほ！　さて如何いかがいたしましょうぞ!!」

「奇襲するつもりだったのなら、その耳みみ障ざわりな口上をやめるがよい。そんな大声をだしておったら、馬鹿でも気づくわい。あと巨大だし、〈聖氣〉とか垂れ流しだし」

「これは手厳しい！　駄だ目め出だしまことに感謝感激でおじゃります！」

　げらげら笑っている。

　道どう化けた態度だが、額面どおりに受け取ることはできまい。

〝古こ墳ふん〟の怪獣突撃斎は、あの絶子を圧あつ倒とうしていた。

　この〝天空〟の怪獣も、あれより格段に弱いというわけがあるまい。
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「不気味なやつじゃな……」

　眉まゆをひそめるＸサンに、花丸は呼びかける。

「警けい戒かいしろ、やばそうな相手だぞ！」

「わかっておるが、他ほかの連中のことも気になる。特に婦警は、すぐに助けにいかなければ危険な状態に思えたからのう……相手が本ほん性しようを現す前に、速そつ攻こうで決着をつけてみせる」

　宣言すると、Ｘサンは紅玉の瞳ひとみで敵を睨みつける。

「悪いが、余興につきあっている暇ひまはない──」

　周囲に、光り輝かがやく輪っかが展開される。

　Ｘサン自身よりも巨きよ大だいなそれは、陽ひが落ちかけた世界を煌こう々こうと照らす。

「おぉ……」

　火面爺は感心したような声をあげた。

「これは美しくていらっしゃる──」

「驚おどろいたか。冥めい土どの土産みやげに、網もう膜まくに焼きつけておくがよい」

　Ｘサンは光輪をくるくると身体からだの周囲で回転させると、手首のあたりまで移動させる。

　輪っかの一部を思いっきり握にぎりしめ、保持し、身構える。

「とくと見よ！　この世に斬きれぬものはなし──天下無む双そうの天プロ輪ミネ刃ンスじゃ!!」

　そのまま数十メートルほどの刃は渡わたりになった天プロ輪ミネ刃ンスを、大上段から振ふるう。

　感心してこちらを眺ながめていた火面爺は、まるで無警戒である。

「おぉお……!?」

　感かん嘆たんの声をあげると、そのまま一刀両断！

　右と左にぱっくりと切り裂さかれ、呆あつ気けなく鮮せん血けつを噴ふきだし、ひらひらと落ちていく。

　その姿は、力ちから尽つきた蝶ちよう々ちようのようだった。

　Ｘサンは天プロ輪ミネ刃ンスを引き戻もどし、フラフープぐらいのおおきさにする。

「手ごたえはあったが──」

「や、やったのか!?」

　花丸は歓かん声せいをあげかけて、即そく座ざに寒気をおぼえる。

「きょほほほほ」

「きょほほほほほほほ！」

　笑い声が響いている。

　不ふ愉ゆ快かいな笑い声だ。

　輪唱している──左右から聞こえてくる。

　恐おそるべき光景が、そこにあった。

　左右に分断された火面爺は、途と中ちゆうで落下を停止し、ぐちゃぐちゃと自じ壊かいを始めていた。

　否いな、それは再生だった。

　単たん細さい胞ぼう生物の分ぶん裂れつ増ぞう殖しよくのように、左右の肉にく片へんがそれぞれ個別の火面爺へと生まれ変わる。

　二匹ひきになった火面爺は、ばたばたと羽音を響ひびかせ、醜しゆう悪あくに笑った。

「ですから申し上げたでごじゃろう、麿まろは芸がない怪かい獣じゆうじゃと──」

「麿の能力は無限分裂。切断では、殺せませぬぞぉお」

　二匹が同時に声をあげるので、頭が変になりそうだ。

　さすがのＸサンも、咄とつ嗟さに反応できずに硬こう直ちよくしている。

「分裂するごとに、ちからも細切れになって、一匹ごとのちからは弱体化いたしますが」

「その気になれば、こぉんなことも!!」

　宣言と同時に、火面爺がばらばらに砕け散った！

　数千、数万の破片へと分裂した火面爺が、一いつ斉せいにＸサンに殺さつ到とうしてくる。

　それはまさに羽虫の大群だ──聖書の悪あく魔まのごとき、邪じや悪あくなる蟲むしの群れ。

「さすがに大量すぎる……ぜんぶ撃げき墜ついするのは、至難か」

　怯ひるみながらもＸサンは、両手を前に伸のばす。

　天プロ輪ミネ刃ンスを、火面爺に負けじと分裂させる。

「だが、やるしかない！　散さん華げせよ、天プロ輪ミネ刃ンス!!」

　解き放たれた天プロ輪ミネ刃ンスだが、雲に機き関かん銃じゆうを撃うちこむようなものだ。

　手ごたえがない。

　何十匹、何百匹かがまとめて引き裂かれるが、さらに分裂するだけ。

　すべてを切断する天プロ輪ミネ刃ンスだが、切り裂かれても分裂するだけの火面爺には相性が悪い。

「くうっ……こうなったら、最終奥おう義ぎでまとめて吹ふき飛ばしてやる！」

　そう宣言し、両手を〝Ｘ〟のかたちに構えようとしたＸサンだったが。

「きょほほ！　申し遅おくれておりましたが」

　天プロ輪ミネ刃ンスをかわし、接近してきた火面爺が──邪悪な声こわ音ねでほくそ笑えむ。

「麿の身体は、大量の火薬の塊かたまり。〈聖氣〉を引火させ、炸さく裂れつすれば、身体のおおきさに比例した爆ばく発はつが発生いたしまする！」

　言葉どおりに、Ｘサンに肉にく薄はくした小型の火面爺が、信じがたい勢いで炸裂した。

　爆風と高熱が吹き荒あれ、さらに周囲にいた火面爺も次々と誘ゆう爆ばくして──。

　暮れなずむ世界に、禍まが々まがしい爆炎が吹き荒れた。

「きょほほ！　きょほほほほ!!」

　飛んで火に入る夏の虫の喩たとえどおりに、自らが生みだした爆発の渦うずのなかへ、躊躇ためらうことなく火面爺たちは突つっこんでいく。

　それはまさに──狂きよう信しん的な玉ぎよく砕さいだった。

　Ｘサンを爆心地にして、灼しやく熱ねつ地じ獄ごくが発生する。

「さぁさ花火を打ちあげましょう!!　麿の爆ばく弾だんと、貴女あなたの鮮血で──御おん大たいの覚かく醒せいと人の世の終わりを、ともに華はな々ばなしく祝しましょうぞ!!　きょほほほほほ!!」

　途と方ほうもない爆発はそのまま無む慈じ悲ひに膨ふくれあがり、周囲の雲と地上の建物や地じ盤ばんすら巻きこんで、さらに拡張していった。
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　その爆音は、聖希にも届いていた。

　飛行能力のない〈魔ま法ほう少女〉は、入り組んだビル街では思うように移動できない。

　瞬しゆん間かん移動の魔法は使えるが、切り札というべき大アルカナの魔法なので、これから戦わねばいけない身の上としては節約しておきたかった。

　敵の〈聖氣〉を感知し、それを辿たどってここまできた。

　聖希の正面で、海面が異常に黒ずみながら、ぼこぼこと泡あわ立だっている。

　地じ獄ごくの蓋ふたでも開きそうな光景だった。

「あれが、ボクの、敵」

　魔法のステッキを握にぎりしめ、渦うず潮しおと水柱が散発的に発生している海面を見つめた。

　水中戦の経験はない。

　できれば敵が姿を現してから、陸地に誘さそいこんで、そこで決着をつけたかった。

　だが、待てど暮らせど相手は海中からでてこない。

　いいかげん、聖希は焦じれていた。

　周囲でくるくると回転するタロットから、水中戦に役立ちそうなものを選ぶが、これといったものがない。

　これまで戦せん闘とうの際には、ＭＣだったガラドリエルに頼たよっていた。

　困ったときは、彼が助言してくれた。

　けれど彼は自分を騙だましていて、逆上し狂きよう乱らんした末に滅ほろぼされた。

　今、聖希は独りぼっちだ。

「うう……」

　初めての孤こ独どくな戦いに、聖希は寒気をおぼえる。

　どうしたらいいのか、わからない。

　けれど、戦うと決めたのだ。

　操あやつられていたとはいえ、いちどは〈倫理公社〉に敵対した自分が、こうして仲間にしてもらえただけでも恵めぐまれた話なのだ。

　怨うらまれ、見放され、処しよ刑けいされてもおかしくなかった。それだけのことをした。

　なのに赦ゆるされた。だから恩返しをする必要があった。

　それに、聖希は〝戦う理由〟を見いだしていた。

「せんぱい、ボクが戦うって言ったら、不思議そうな顔してたけど。かんたんな話なんですよ。帰ったら、ちゃんと説明しますから……」

　独り言が終わらないうちに。

　海面が沸ふつ騰とうし、〝何か〟が現れる。

　それは異様な存在だった。

　聖希は、何でだろうか、〝ビーナスの誕生〟という絵画を思いだした。

　見た目は、巨きよ大だいな貝である。

　突撃斎とかいう怪かい獣じゆうが身にまとっていた装そう甲こうと同質の、非常に丈じよう夫ぶそうな材質の貝かい殻がら。

　貝殻の隙すき間まがほんのり開いていて、そこから「だらり」と何かがはみだしている。

「うううっ、ううらっ、うううううらっっ」

　振しん動どうじみた唸うなり声をあげる、それは巨大な女だった。

　女は裸ら体たいである。

　だが全身を鱗うろこで覆おおっており、緑色をしたその姿は水死体のようで、気味が悪い。

　髪かみの毛を顔面に垂らしており、表情が見えない。

　海かい藻そうじみた髪の毛の奥から陰いん鬱うつに、女は怨み節を放っていた。

「うううっうらぁみまぁすうう……うらみまぁぁあすう……死ぃぬぅうまぁぁで──うううっうううっ怨みぃいいまぁすううううう……」

　そのまま気け怠だるげに貝殻からはみだしたまま、女がこちらに注目した気配があった。

　相変わらず表情は見えないが、顔がこちらに向いている。

　巨大な女は物もの憂うげに溜ため息いきをついた。

「怨みつづけて幾いく星せい霜そう、悲劇の歌を慰なぐさめに、ゆらり揺ゆられて海のなか──我こそはぁあ……〈正義の大怪獣〉宙天神威御おん大たいに侍はべりつづける第三の忠臣、海軍大将・愚粘姫……！　今こ宵よい、吹ふき荒あれる狂きよう瀾らん怒ど涛とうの荒あら波なみを、ともに手を携たずさえ溺おぼれ死ぬまで舞まい踊おどる相手方は、御お前まえ様でありんすかぁあ……？」

　聞いているだけで神経が焼き切れるような、鬱々とした声こわ音ねだった。

　聖希は水中に引きずりこまれるような気持ちになりながら、魔法のステッキを構える。

　相手は緩かん慢まんだが、おぞましい雰ふん囲い気きがある──本能でわかる、邪じや悪あくな生き物だ。

　怪獣──できればこんな禍まが々まがしい存在と、独りで相対したくはなかったが。

　聖希は、精せい一いつ杯ぱいにやる。

　そう決めたのだ。
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「なんとまぁ、可愛かわいらしい、ちいさな女の子じゃあございませんかぁ」

　愚粘姫と名乗った怪獣は、すでに陽ひが落ちて、真っ暗になった夜空を背景に嘆なげいた。

「こんな幼子を捻ひねり殺さねばならぬとは、おぉ、御大はなにゆえ妾わらわにこんな悲痛な運命をあたえたもうたか……！　けれど、これも浮うき世のしがらみでござんすぅ！」

　その全身に真っ黒な〈聖氣〉が充じゆう満まんし、戦意が溢あふれてくる。

「せめて御大のために、御前様を生け贄にえに捧ささげ、その痛みと死が無む駄だにならぬよう──尽じん瘁すいいたしましょうぞ!!　あぁ、あぁ、殺したくない、殺したくないいい!!」

　言葉とは裏腹に、相手の殺意は背筋も凍こおるほどだった。

　悲鳴じみた声と同時に、愚粘姫の腰こしの奥──黒々とした貝殻の向こうから、無数の触しよく手しゆが這はいだしてくる。

　深海の生き物が、餌えさを求めるように。

　粘ねん液えきを滴したたらせた大量の触手は、聖希を獲え物ものとみて殺さつ到とうしてくる。

　恐おそろしい。

　足が竦すくみそうだ。

　けれど、待ってくれているひとがいる。

　戦って、勝って──世界を救うとか、そんなことを望んではいない。

　ただ笑って、恋こいしたひとと生きていくために。

「勝負だっ……!!」

　聖希は吼ほえた。

　まだ移動に用いた速度向上の魔ま法ほうは活いきている。

　激しく跳ちよう躍やくし、迫せまりくる触手をかわした。

　触手は太さが様々で、ひとつが建物ぐらい巨きよ大だいなものもあれば、聖希の手のひらで摑つかめそうなものまである。

　節くれたもの、何本もの触手が束になったもの、棘とげがついたもの、それぞれ特性が異なるようだが──速度は、さほどでもない。

　港のコンクリートが触手に破は壊かいされ、穴ぼこと瓦が礫れきが大量に発生する。

　倉庫が貫かん通つうされ、保存されていた様々なものが噴ふん出しゆつしてくる。

　騒そう音おんと砂すな埃ぼこりとわけのわからない果くだ物ものだとか冷れい凍とうされた魚ぎよ介かい類るいだとか何もかもがごちゃ混ぜになるなか、聖希は思案する。

　敵は海中から動かずに、触手を放って攻こう撃げきしてきている。

　触手を切断するなどしても、相手にダメージがあるかどうかはわからない。

　狙ねらうなら本体だが、聖希はその機能限界としてひとつずつしか魔法を用いられない。

　攻撃するには、速度向上の魔法を捨て、ちがうタロットをＯＮしなくては──。

　ＭＣがいれば、そのあたりの分業ができたのだが。

「くうっ……」

　めちゃくちゃな動きで迫ってくる触手をなんとか避よけて、聖希は港を駆かけまわりながら、速度向上の魔法を解除する。

「マジカル☆タロット──」

　妖よう精せいガラドリエルに言われるがまま戦ってきた聖希には、自分で考えて戦う、という行こう為いそのものが難しい。

　それでも何とか手て探さぐりで、考えうるかぎりのことをやるしかない。

　──ゲームなどでは、水属性っぽい怪かい物ぶつは雷らい撃げきに弱かった。

　タロットをＯＮして、敵の本体を狙う。

「五の杖FIVE of WANDS〈雷神打擲Somnambulism@Saw〉!!」

　魔法のステッキから、〈聖氣〉を変へん換かんして形成した高圧電流が解き放たれる。

　触ふれるだけで、あらゆるものを黒くろ焦こげにする凶きよう悪あくな魔法だ。

　けれど愚粘姫は素す早ばやく貝かい殻がら内に避ひ難なんする。

　貝殻は呆あつ気けなく雷かみなりを弾はじき、焦げ跡あとすらも残らない。

　途と方ほうもない防ぼう御ぎよ力だ──小アルカナでは突とつ破ぱできないだろう。

　けれど避難したということは、女の身体からだが弱点だと教えてくれたようなものだ。

　あそこを素早く狙うか、貝殻を破壊するほど強力な攻撃を叩たたきこむか……。

　思案していた聖希は、やはり戦せん闘とうには不慣れだった。

　相手を攻撃する瞬しゆん間かんこそが、最大の隙すきになることを、聖希は知らなかった。

　次の魔法を選ぼうと、タロットを選せん択たくしようとした聖希の足あし下もと──。

　コンクリートを突つき破って、地下から触手が伸のびてきた。
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「……なっ!?」

　思えば空中を俊しゆん敏びんに動きまわっていた触手たちは、囮おとりだったのだ。

　そちらに意識を集中している隙に、海中をとおり──地中を潜もぐり、本命の触しよく手しゆが迫っていた。

　以前なら、ガラドリエルが周囲を警けい戒かいして、こんな突とつ発ぱつ的な攻撃にも対応はできた。

　それに頼たよっていたからこそ、聖希は不意打ちに対応できなかった。

「きゃああっ!?」

　足首に触手が巻きつく。見た目以上に凶悪な膂りよ力りよくだ。

　聖希は自由を奪うばわれ、つんのめって倒たおれてしまう。

　魔法のステッキを取り落としそうになって、慌あわてて両手で保持した。

　そこが隙になった。

　魔法のステッキを諦あきらめてでも、足首の触手を引きちぎって、脱だつ出しゆつしておくべきだった。

　触手が殺さつ到とうし、全身に巻きついてくる。

「やっ……」

　手首に。腰こしに。身体のあちこちに。

　粘ねん液えきをしたたらせた触手が食くらいつき、痛みと束そく縛ばくを与あたえてくる。

「……やだぁっ……」

　苦痛よりも触手への嫌けん悪お感かんで聖希は呻うめく。

　拘こう束そくされてしまったが、魔法のステッキは握にぎりしめたままだ。

　手首をどうにか動かして、周囲を飛び交かうタロットのひとつを──。

「え……？」

　そして聖希は驚きよう愕がくする。

　目の前で、選ぼうとしたタロットが消えた。

　溶とけるように、聖希の唯ゆい一いつの攻こう撃げき手段が潰ついえたのだ。

「どうして……？」

　瞠どう目もくする聖希に、遥はるか遠くにいる愚粘姫の本体が嘲ちよう笑しようした。

「油断大敵……。妾わらわは、他のお二方に比べれば、直接的な攻撃力では劣おとっておりやすが──ひとつ、特別なちからがあって……」

　そして聖希は気づいた。

　身体中に巻きついた触手から、活力や生命力が零こぼれ落ちていく。

〈聖氣〉を吸うのだ、この触手は！

「気づきやしたかねぇ、ご愁しゆう傷しよう様さまどすなぁ……」

　愚粘姫の、勝ち誇ほこった声が聞こえる。

「妾の触手は〈聖氣〉を吸収する。どれだけ強くとも、〈聖氣〉さえ奪えば、〈正義の味方〉も無力そのもの──若者の未来を奪うのは、まこと心が痛……みぎゃあああ!?」

　愚粘姫が何やら語っている隙に、聖希は嚙かみついた。

　目の前の触手に。

[image: ]

　必死で。

「負けるもんか」

　他に考えられなかった。

「負けるもんか……！」

　何とか片かた腕うでの自由を取り戻もどし、他の触手も引きちぎろうとする。

　諦めてはいけない。まだ戦える。

「このっ……小こ娘むすめがぁぁあ……!!」

　触手といえど身体の一部らしく、嚙みつけば愚粘姫も痛いらしい。

　悲鳴をあげてから、怪かい獣じゆうは怒いかりに満ちた雄お叫たけびをあげる。

「骨になるまで搾しぼりとって、妾の滋じ養ようにしてやる……!!　からっからの木乃伊ミイラになって、妾を怒おこらせたことを後こう悔かいするでござんすよ……!!」

　聖希の抵てい抗こうはそこまでだった。

「う、ぐうっ……んっ」

　さらに無数の触手が襲おそいかかってきて、嚙みつこうとしたその口内に潜もぐりこまれ、身体の奥まで侵しん入にゆうされて──〈聖氣〉を根こそぎ奪い取られる。

　ちからが、はいらない。

　聖希の意識が、薄うすれていく。
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　通常の勝負ならば、もはや勝敗は明白だった。

　全身から〈聖せい氣ぎ〉を迸ほとばしらせて、戦意も揚よう々ようと大地を踏ふみしめる巨きよ大だいな怪獣──突とつ撃げき斎さい。

　その前方には、鎧よろいの隙すき間まから血を溢あふれさせ、もはや動かない絶たえ子こが倒たおれ伏ふしている。

　彼女のすぐそばには、〈倫りん理り公こう社しや〉本部ビル。

　突撃斎は、絶子を踏みつぶし、その勢いのまま敵の本ほん拠きよ地ちを薙なぎ倒せばそれでよかった。

　あといちどの突とつ撃げきで、すべてに決着がつく。

　もはや絶子には、そんな突撃斎を押し止とどめるちからはない。

　誰だれの目にも、それは明らかだった。

　むしろ、こんなちいさな身体からだで、これまで戦えたのがおかしいのだ。

　だからこそ、突撃斎は敵味方の枠わく組ぐみをこえて──純じゆん粋すいに絶子を賞賛していた。

「よくぞ」

　世界を震ふるわせる、野太い声。

　突撃斎は感無量といった様子で、牙きばだらけの口をおおきく開いた。

「よくぞ、戦った。いつか朽くちるその日まで、貴き殿でんという戦士がいたことを──この突撃斎、けして忘れまいぞ。ちいさき勇者よ、敵として出会ったが、もしも星の巡めぐりがちがっていれば……ともに酒を酌くみ交かわし、親友ともと呼べただろうに」

　その宝石の双そう眸ぼうから、涙が零こぼれる。

　巨大な武人は号ごう泣きゆうしていた。

「だからこそ、この運命を呪のろう。親友となれたかもしれぬ誇ほこらしい武人を、拙せつ者しやは踏みつぶさねばならぬのだ。御おん大たいよ、なぜに拙者に斯か様ような責め苦を与あたえるのか！　せめて、最後で御ご座ざる──そこを退のいてくれ！　わかっておろう？　貴殿はもう戦えぬ！」

「……ひとの限界を、勝手に決めないでよ」

　絶子は息も絶え絶えの声で、何とかそれだけ答えると。

　地面に手をつき、ふらつきながらも、立ちあがる。

　激痛と出血で意識は朦もう朧ろうとしているが、身体の奥には熱い激情が満ちあふれていた。

　わかるまい。誰にも、この昂こう揚ようは。

　絶子は膝ひざに手をつき、がくがくと震えながら、装そう甲こうの奥でぱちりと片目を瞑つぶってみた。

「こう見えて、意外と頑がん丈じようなんだよ♪」

「戦士よ！」

　突撃斎は咆ほう哮こうした。

「貴殿には敬服する！　だがもはや、貴殿は死に体ぞ!!　理解できぬわけもあるまい！　最初から体格差は圧あつ倒とう的てき──そして拙者の装甲を打ち破る策も、拙者の突撃と巨きよ岩がん斬ざんによる攻こう撃げきを防ぐ術すべもない！　潮時で御座る!!」

「……戦士なんて、上等なものじゃないよ」

　絶子は笑ってしまった。

「お姉さんはさぁ──」

　両手を挙げて、臨戦態勢になる。

　装甲カバーされた三つ編みが、獣けものの尾おのように躍おどった。

「ただ戦うのが好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好きで好……あぁもう！　いいから！　早くやろうよ！　続きをさぁああ!!」

　その場から動くこともできない絶子に、突撃斎は説得を諦あきらめたか。

〈聖氣〉と戦意を漲みなぎらせて、唸うなり声をあげる。

「退ひくことを知らぬか。あまりにも愚ぐ直ちよくな武──嫌きらいではないぞ……!!」

　そして戦せん闘とうは再開される。

「ならばこれより言葉は無用!!　拙者の全身全ぜん霊れいをもって、貴殿の死に花を咲さかせてみせようぞ!!　何かできるならやってみよ!!　すべて踏み潰つぶし、拙者はひたすら前へ前へ──突とつ貫かんいたそうぞぉお!!」

　地じ響ひびきが轟とどろいてくる。

　絶子は両手を広げたまま動かない。

　捨て鉢ばちのような態度の絶子に、けれど突撃斎は容よう赦しやしなかった。

「抜ばつ刀とう──」

　暴悪なる刃やいばの尻尾しつぽが、宙をかき混ぜ暴れ狂くるう。

「巨岩斬!!」

　これで斬きり捨てられてお終しまい。

　誰もがそう思っただろうが──絶子は、最さい期ごの一いつ瞬しゆんまで戦闘を放ほう棄きしない。

　両手を広げたのは、敵の攻撃に我が身を晒さらしたわけではない。

　あることを狙ねらっていた。

「ようやく見えてきた……」

　刹せつ那なの攻こう防ぼう。

　絶子の身体を真っ二つにしようと狙ってきた巨岩斬を、絶子は何と両手で殴なぐりつけ──挟はさみ潰し、受けとめた。

　真しん剣けん白しら刃は取り。

　巨岩斬は建物ほどの巨大さで、刃の部分だけでも絶子が抱かかえこめるぎりぎりのサイズ。

　ほとんど真上から押し潰されるようにして、絶子は踏ふん張った。

　地面に亀き裂れつが走っていく。
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「我が一いち撃げきを受けとめた……だと!?」

　突撃斎はやや驚おどろいていたが、それでも悠ゆう然ぜんと事実を告げてくる。

「だが、時じ間かん稼かせぎにしかならぬぞ。貴殿の体力も残り少ない！　どこまで踏ん張れる？　いつか押し負けて、それでお終いで御座る。だがせめて──そのときを見届けようぞ！　ちから比べで御座る……!!」

　圧力が加わってくる。

　絶子は両手で巨岩斬を押し止とどめながら、身体からだから蒸気と血液を噴ふきだす。

　傍はた目めからも限界なのはわかる、無む駄だな悪あがきだった。

「お姉さんはね──」

　だが、絶子は不思議と落ちついていた。

「故郷でいちばん、ムエタイが強かったんだ」

「………？」

　怪け訝げんそうな突撃斎は無視して、絶子は走そう馬ま燈とうでも見ているのか、懐なつかしそうに語る。

「故郷はムエタイの聖地で、つまり故郷でいちばんムエタイが強いってことは──世界でいちばん強いってことなんだ。でもね、聖地なんてのは名前だけ。故郷でのムエタイは賭かけ試合ばかりで、そこでは強すぎる選手は必要とされていなかった」

　楽しそうな声こわ音ねだったが、どこか寂さびしそうだった。

「ムエタイは細かい体重別で試合をするんだけど、同じ体重の選手にはもう対等に戦える相手がいなくなったから、仕方なく自分より重い相手と戦うようになった。そこから先はもうわかるよね？　上へ上へ、際限なく強い相手を用意されて、何とかお姉さんと実力が拮きつ抗こうする相手を、賭け試合の元もと締じめは用意しようとした。でなきゃ賭けにならないからね。お客さんが楽しく賭けができるように、お姉さんに見合う対戦者が必要だった」

　笑いながら、血まみれで──絶子は語る。

「いろんな相手と戦ったなぁ……見あげるほどの巨きよ体たいとも戦った、自分の二倍の体重の相手とも戦った、三倍、四倍……それでも勝っちゃったから、次は男のひとがでてきた。ムエタイじゃ相手にならないとわかったら、他ほかの格かく闘とう技ぎの連中がでてきた。一対一じゃ無理だってわかったら、多人数が用意された。それでも勝ったらどうなると思う？　当然、武器なんだよね。剣けんとも槍やりとも戦った。最後は何がでてきたと思う？」

　幼い子供のように、あくまで無む邪じや気きに言い放つ。

「ズダダダダッ！　機き関かん銃じゆうさっ♪　完全武装の筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとした男がさ、ぞろぞろ現れてさ、全員で機関銃を乱射だよ!!　あれはもう勝負っていうより、強すぎて目め障ざわりなお姉さんを──賭けの元締めが始末しようとしたんだろうねっ。あのころ、お姉さんまだふつうの人間だよ？　大型の肉食動物じゃないんだから、銃火器持ってこられたら困るよねっ」

　けれど、やはり独りぼっちの迷子みたいに。

「それでもね、笑ってよ、お姉さんは勝っちゃったんだ」

　絶子の全身が震ふるえている。

　それは怪け我がの痛みに因よるものでも、今まさに押し潰つぶそうとちからをこめられる巨きよ岩がん斬ざんの圧力を支えきれなかったのでもない、宗教的な陶とう酔すいにも似た歓かん喜きの発はつ露ろだった。

　絶子は笑っていた。

　声をあげて、何とも楽しそうに。

「だから、嬉うれしくってさぁ……〈正義の味方〉に改造されて、しばらくは退たい屈くつだったけど、〈正せい義ぎ機き関かん〉が滅ほろんで──〈正義の味方〉の潰しあいが始まってさ！　ごめんね！　お姉さんは喜んだんだ……！　ねぇ、初めてだったんだよ、『どうやったら勝てるかわからない』なんて、とんでもない敵と戦えるのはさぁ……!!」

　その異様な雰ふん囲い気きに、さしもの突撃斎も怯ひるむ。

　頭が変になったとしか思えない、絶子の奇き妙みような陽気さ。

　けれど彼女は痛みと苦しみのあまり発はつ狂きようしたわけではない。

　純じゆん粋すいに、過か酷こくな戦場に興奮している。

「だからさぁ……嬉しくてさぁ、つい遊んじゃうんだっ♪　相手にあわせて戦ったりしてさ……いつだって、自分が不利な状じよう況きようで戦うことに慣れすぎちゃって──でも、そうだよね、もうそんな遠えん慮りよをする必要はないんだ！　ハンデ戦じゃない、ようやくお姉さんは対等に戦える相手に出会えたんだ……!!」

「手を抜ぬいていた、というのか？」

　突撃斎が、誇ほこりを傷つけられたのか、不快そうに唸うなった。

「そうは見えぬが？　全力をだしていなかったような口ぶりだが──くだらぬ負け惜おしみを！　期待させておいて、でてくるのが減らず口だけとは……少々、貴き殿でんを買いかぶっていたようで御ご座ざる!!」

　さらに怒ど濤とうの圧力が加えられ、絶子の全身から火花が放たれる。

　装そう甲こうが軋きしみ、地面の亀裂が蜘蛛くもの巣状に広がっていく。

　押し切られるまで、あとわずか。

　けれど──負けない。

　巨きよ大だいな〝怪かい獣じゆう〟なんかに。

　生しよう涯がい不敗。

　ひとたび武を志したからには、その信条は曲げない。

　どんな手をつかっても、必ず勝つ。

　自分に賭けてくれたひとのために。

　今日も絶子は血みどろで戦い、どれだけ苦しくても勝ちをもぎとる。

「よぉし──お姉さん、がんばっちゃうぞ！」

　死力を振ふり絞しぼり、絶子は全身の筋肉にちからをこめる。

　身体からだ中の細さい胞ぼうが悲鳴をあげ、いくつもの血管が圧力に耐たえられず破は裂れつする。

「ぬおっ……!?」

　突撃斎が瞠どう目もくし、おそらく彼にとって生涯初めての事態に驚きよう愕がくする。

　絶子は突撃斎をもちあげていた。

　突撃斎の巨岩斬は彼の尻尾しつぽである。

　尻尾ということは、本体と繫つながっている。

　理論上は、思いっきり引っぱれば──宙に浮うかせることだってできる。

「ななっ、何とぉっ!?」

　ジャイアントスイングのように、突撃斎は振りまわされる。

　その超ちよう質量が〈倫理公社〉本部ビルをかすめ、無数の窓ガラスに亀き裂れつをいれた。

「どすこい、どすこぉい！」

　まだ相撲すもうをやっているつもりだったのか、絶子は陽気な雄お叫たけびをあげて、そのまま突撃斎を投げっぱなし。

　いくつもの建物を粉ふん砕さいしながら転がり、亀かめのように手足の短い突撃斎は、しばし起きあがることもできずにじたばたと身じろぎしていた。

「今しかない──受けとめてね、お姉さんの取っておき！」

　絶子は吼ほえると、大地を思いっきり蹴けった。

　おおきく跳ちよう躍やく。

　否いな──信じがたいことに、彼女は物理法則を無視して何もない宙空を疾しつ走そうしていた。

　見えない床ゆかがあるかのように、ひたすら上へ上へ。

　打ち上げ花火のごとく空を駆かけあがる彼女を、突撃斎が信じられないように眺ながめていた。

　常人を超こえた達人は、水面を走ることができる。

　そして達人を超えた超人は、空中を走ることができる！

　絶子は〈正義の変身ヒーロー〉バベルサバイバーの超人的な身体能力を最大限に発揮し、空気を蹴って走っているのである。

　その速度はすぐに音速を突とつ破ぱし、さらに上じよう昇しよう！

　瞬またたく間まに地上が遠ざかり、音速の壁かべをぶち破った轟ごう音おんが響ひびくなか──雲を貫つらぬき、大たい気き圏けんを突つき破り、そのまま宇宙空間へ。
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　周囲は暗くら闇やみ。

　宝石箱をぶちまけたような宇宙のなか、絶子は勢いのまま無重力を進む。

　真下は地球。

　大陸と海と雲が、地ち球きゆう儀ぎみたいな素っ気なさで並んでいる、愛すべき惑わく星せい。

　美しいその姿を眺めていたくもあったが、とにかく時間がない。

　ほんとうは月面まで飛ひ翔しようし、蹴りつけて──勢いをつけて反転するのが最善なのだが、今回はそんな余よ裕ゆうはない。

　間近に丈じよう夫ぶそうな人工衛星を発見した絶子は、これ幸いにとそこに蹴りをぶちこんだ！

　一いち撃げきで人工衛星は粉砕され、破は片へんがばらばらと無限の宇宙を飛び散っていく。

　絶子は反転し、推進力を得て、隕いん石せきのように落下していく。

　再び大気圏に至ると、その全身に灼しやく熱ねつが宿った。

〈魔ま法ほう少女〉との戦いのとき、音速を突破し摩ま擦さつ熱で高温を宿らせたように、絶子の装甲は高熱などあらゆるエネルギーを吸収しそれを溜めて、破は壊かい力に変へん換かんする機能がある。

　絶子は上限なく高熱を孕はらんでいく。

　すぐに地表が見えてきた。

　地球の重力場では落下速度が約10[image: メートルまいびょうまいびょう]で加速されていく。

　そして破壊力は速度に比例する。

　宇宙空間から地上へと至るまでに絶子の身体は何もかもを粉砕する砲ほう弾だんと化す。

　耳を聾ろうする轟音のなか、超爆熱に目ま映ばゆく輝かがやく絶子は──。

　充じゆう実じつした時間を与あたえてくれた強敵──突撃斎に狙ねらいを定さだめて。

「行くよ、親友」

　片足を突きだす跳とび蹴げりの姿勢で、全破壊力を振りしぼる。

「門外不出の──最終奥おう義ぎ!!」

　接せつ触しよくの瞬しゆん間かんに、すべてが終わる。




「グラヴィトン！　地球蹴りぃぃいいいいい!!」




　突撃斎の装そう甲こうが触ふれると同時にめくれ、呆あつ気けなく溶とけて崩くずれるように吹ふき飛んでいく。

　内部の柔やわらかい肉が無造作に貫かれ、振りまかれた破壊力がすべてを粉々にする。

　防ぼう御ぎよなど不可能。

　どれだけ頑がん丈じようでも、凝ぎよう縮しゆくされた破壊力の前には無意味だ。

「ぐうううう──おおおおおおおお!?」

　己おのれの身体が破壊される痛みも、驚きよう愕がくすらも、突撃斎には感じる暇ひまがないまま。

　絶子という名の隕石が、巨きよ大だいな怪かい獣じゆうを粉砕する。

　神に踏ふみつぶされたかのように、突撃斎は面おも白しろいほどに凹へこみ、装甲と肉を周囲に撒まき散らして爆はぜ飛んだ!!

　絶子は突撃斎が砕くだけ散り完全に絶命したのを見計らって婦警と白バイに分ぶん裂れつし、何とかエンジン全開でその場から跳躍──大だい爆ばく発はつを背景にして、軽かろやかに脱だつ出しゆつする。

「おっとっと……っと」

　推進力をすべて失い、ようやく絶子は停止。

　白バイに乗ったまま、ふうっと一息ついた。

「あぁ、危なかった。うっかり地球割りそうだった……。相変わらず、お姉さんの最終奥義は扱あつかいが難しいよっ」

　絶子は全身血まみれである。

〈転てん真しん〉しているときは自動回復する装甲で隠かくれていてわからなかったが、その生身は無数の太刀たち傷と擦さつ過か傷しようでぐちゃぐちゃだった。

　婦警の制服も、血に染まっていない部分がないほどである。

「制服汚よごして、また偉えらいひとに怒おこられちゃうなぁ……うん？」

　気配を感じて見ると、砕け散った突撃斎の、かろうじて残った六本足のひとつ──巨大な足が、じりじり、と〈倫理公社〉本部ビルに近づいてきている。

「もう死んでるんだけどね、君は」

　絶子が白バイから降りて、手を伸のばした。

　押し止とどめると、あっさりと突撃斎の足はその場で動きを停止する。

「命を失っても前へ進もうとするなんて、なかなか見あげた根こん性じようだねっ」

　絶子は、爽さわやかにつぶやいた。

「ありがとう。楽しかったよ怪獣くん」

　後あと腐くされのない、やはり、無む邪じや気きな子供のような笑え顔がおだった。

「お姉さんが死んだとき、地じ獄ごくでもっかい喧けん嘩かしようねっ♪」

　そして絶子は両手をあわせて、ムエタイ戦士の礼儀ワイを、強敵親友に捧ささげるのだった。
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　天空での激げき闘とうにも、決着がつこうとしていた。

　あまりにも呆気なく。

「きょほほほほほ？　きょほほほほほほほほ!?」

　吹き荒あれる爆ばく風ふうに周囲の雲が拡散し、黒々とした夜空が無限に広がっていく。

　煌きらめくのは爆発の炎ほのおだけ。

　濛もう々もうと溢あふれる煙けむりのなか、ちいさな──無数に分裂した火か面めん爺じいの一いつ匹ぴきが、耳にも似た羽を動かして必死に飛びまわっている。

「きょほほほほほほほ!?」

　表情には道どう化けた余よ裕ゆうはなく、脂あぶら汗あせを垂れ流し、黄色く濁にごった瞳ひとみも恐きよう怖ふに揺ゆらめいている。

　忙せわしく羽ばたき、悲鳴をあげながら、その火面爺は逃にげようとしていた。

「馬鹿な！　馬鹿なぁぁあああ!!」

　黒こく煙えんを突つき破り、白くしなやかな腕うでが伸ばされる。

　火面爺は、宙空で握にぎりしめられた。

　みじめにもがいていたが、せっかくの巨きよ体たいを分裂させ縮小していた火面爺は、もはや人間でもふつうに手て摑づかみできるサイズになっていた。

　煙が晴れた夜のなか──Ｘエツクスサンが、浮ふ遊ゆうしている。

　火薬の塊かたまりであるこの怪獣を、爆発させないぎりぎりの握あく力りよくで拘こう束そくしている。

「馬鹿な、馬鹿な！　生きていられるわけがない!!」

　火面爺が、幽ゆう霊れいでも見るような悲痛な声をあげる。

「数万の爆ばく弾だんでおじゃる！　数万の爆発でおじゃる！　死なないわけがない──我が慢まんできるわけがない、ば、ばけっ、化け物ぉおお!!」

「変な生き物の分際で、わらわを化け物呼ばわりか？」

　背中に展開した〝Ｘ〟状の翼つばさは穢けがれない美しさで、紅玉の瞳は純じゆん粋すいに煌めき、声にもしっかりと芯しんがあった。

「そなたで最後じゃ」

　火面爺を両手で固定し、Ｘサンは豪ごう快かいに笑った。

「自じ爆ばくしてくれたので、一匹ずつ潰つぶす手間が省けたわい。わらわは、そなたの火遊びを我慢しておればよい──楽な勝負だったのう？」

「ど、ど、どうして……!?」

　火面爺は、まだ錯さく乱らんしている。

「いくら〈正義の味方〉でも、耐たえられるわけがない……!!　死んでいなければおかしい!!　ど、どういう手品でおじゃるか!?　何をした、貴様ぁぁああ!!」

「わらわも驚おどろいておる」

　微笑ほほえんだＸサンの腕のなかで、花はな丸まるが身じろぎしていた。

　彼もまた無傷である。

　爆発の瞬しゆん間かん、咄とつ嗟さにＸサンが抱だきかかえて庇かばったのだ。

　けれど衝しよう撃げきが伝わったのか、怖こわかったのか──失神したらしく、目を閉じて動かない。

「わらわは〝最強〟と謳うたわれる〈正義の味方〉じゃが──それはすべてを滅ほろぼす最終奥おう義ぎを有するがゆえで、防御はむしろ不得意なのじゃがな……」

　思えば、〈合体ロボット〉のときも、〈魔ま法ほう少女〉のときも──。

　これは死んだかもしれない、という途と方ほうもない攻こう撃げきが直撃するたびに、不思議と敵の攻撃はこちらまで届かなかった。

　見えない壁があるかのように。

〈合体ロボット〉の最終奥義や、〈魔法少女〉の切り札たる大アルカナ、火面爺の自爆から──Ｘサンは生き延びてきた。

　信じられない事態だった。

「……そなたが何かしたのか、非常食よ」

　眠ねむるように目を閉じた花丸に、Ｘサンは優やさしく語りかける。

「わらわを──守ってくれたのか？」

　ひとつの疑念が、Ｘサンの脳のう裏りによぎる。

　だがそれ以上の喜びが、その疑ぎ惑わくを否定する。

「まさかな──ハナマル、そなたが……そんなわけが……そなたは日常を愛する、ふつうの男の子で──わらわと一いつ緒しよに、これからも平へい穏おんな生活を……」

「ひいいい！」

　いまだＸサンの手のなかで暴れている火面爺が、花丸に気づいて悲鳴をあげた。

「その御お方かたは！　ひいい！　なぜでおじゃる!?　なぜ貴様がその御方を！」

　うるさい。

　Ｘサンは自分でも理解できない衝しよう動どうにかられて、手にちからをこめた。

「そんなわけがない、そんなわけが……」

　火面爺は断だん末まつ魔まの悲鳴をあげ、無数の黒い粒りゆう子しになって消え去った。

　Ｘサンは頭を振ふると、すがるように花丸を抱だきよせて、周囲の〈聖氣〉をさぐる。

「婦警のやつは──勝ったようじゃな。あやつが相手しておった怪かい獣じゆうの気配が消えておる……。〈魔法少女〉は──うむ!?」

　Ｘサンは顔色を変える。

　聖ひじ希きの〈聖氣〉がどんどん衰すい弱じやくし、まるで死んだみたいに消えてなくなる。

「ま、まさか、やられたのか……!?」

　歯は嚙がみをし、光の翼を目ま映ばゆく輝かがやかせ──Ｘサンは一直線に海辺へと飛ひ翔しようしていく。

「死ぬなよ、〈魔法少女〉──今すぐ助すけ太刀だちにゆくぞ!!」

　そうして目の前の脅きよう威いを叩たたき潰すことに集中し、Ｘサンは、自分が抱かかえこんだ疑念から目を逸そらそうとしていた。
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　聖希の身体からだが放ほうり投げられ、海水と潮風に汚よごれた港に転がった。

　無数の触しよく手しゆにいたぶられ、無む惨ざんな有様だった。

　もはや、ぴくりとも動かない。

　うつ伏ぶせになり、汚れきって、愛らしかった〈魔法少女〉の衣装も台無しになっている。

　もはや〈転真〉を維い持じすることもできないのか、しばし桃もも色いろの光が明めい滅めつすると、聖希の髪かみの毛から色が脱ぬけていく。

「ふむ、呆あつ気けない」

　愚ぐ粘ねん姫ひめは拍ひよう子し抜ぬけしたようにつぶやくと、伸のばしていた触手を貝かい殻がらの奥へと収納する。

　障害は取り除いた。

　晴れて進軍を開始するときがきたのだ。

「無敵の兵器たる〈正義の味方〉といえども、生命そのものである〈聖氣〉を吸われれば、脆もろいもの──相手が悪かったでござんすな、小こ娘むすめ。ふむ、死んだかな？」

　聖希は〈転真〉が解除され、制服姿になっている。

　指先すらも動かない──もう屍し体たいかもしれない。

　確かめるのも億おつ劫くうで、愚粘姫は怨うらみ節を垂れ流しながら、波をかきわけ前進する。

　周囲の〈聖氣〉を探さぐり、苛いら立だちに身を震ふるわせた。

「何とまぁ、情けなや……突撃斎と火面爺は滅ぼされたか──ならば、やむなし。妾わらわだけでも目的を達成し、御おん大たいの覚かく醒せいを急がねばならぬ……」

　愚粘姫の移動速度は緩かん慢まんだ。

　全速力だが、それでもなかなか港まで辿たどりつけない。

　だが変だ──と愚粘姫は疑問を抱く。

　いくら自分の動作が鈍にぶいといっても、巨きよ体たいだし、陸地までは離はなれていたわけではない。

　わずかな時間で到とう着ちやくするはずだ。

　なのに、いつまでも辿りつけない。

　もがいても、水をかきわけ進んでも、いつまでも海のなか。

「おやぁ……？」

　見える景色も変わらない。

　突撃斎がいくらか破は壊かいしたらしく、歯は抜ぬけのようになっている高層ビル群。

　何だか遠ざかっている気すらする。

　なぜだ──こんなに一いつ生しよう懸けん命めいに、近づこうと努力しているのに。

「あ、あれえ……？　あれえぇえ……？」

　疑問の声をあげながらも、鱗うろこまみれの指先をがんばって伸ばして、前へ前へ。

　狐きつねに化かされた気持ちになりながら、愚粘姫は進軍していたが……。

「なぜ？　なぜぇえ？　どうして、辿りつけぬでござんすかぁぁああ!?」

　苛立って悲鳴をあげると、同時に異変があった。

「はおっ……!?」

　愚粘姫の身体が、重力を無視して浮うかびあがる。

　否いな、何かの巨きよ大だいなちからに持ちあげられているのだ。

　身体を、まるで玩具おもちやのようにつまみあげられている。

　海水がだらだらと身体を伝い落ちていく。

　愚粘姫は身じろぎしたが、どうにもならない。

　何だ？

　何が起きている？

「昔さ、家族で潮しお干ひ狩がりに行ったことがあるんだ」

　巨大な声が、耳を聾ろうする大音量で響ひびきわたる。

　誰だれだ？

　誰の声だ？

「楽しくってさぁ……ボク、めちゃくちゃに貝とか拾いまくってさ、それも死んで貝殻が閉じてたり、食べられないようなのばっかり！　お父さんは怒おこらないでくれたけど、ほとんど捨てることになっちゃって──悔くやしかったなぁ……」

　愚粘姫は、恐おそる恐る、声が聞こえてくる方向──真上を見あげた。

「……それで、あんたは食べられる貝なの？」

　恐ろしいことに、愚粘姫は超ちよう巨きよ大だいな聖希に──〈聖氣〉が枯こ渇かつし、死亡したはずの彼女に指先でつままれ、宙に持ちあげられていた。
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　ありえない。理解できない。

　彼女は〈聖氣〉を根こそぎ吸われ骸むくろと化したはずだ。

　それに、何だこの巨大さは……!?

「そう驚おどろくことでもないよ」

　声もだせない愚粘姫に、巨大な聖希は宣告した。

「これがいわゆる魔ま法ほうだよ。ボク、〈魔法少女〉だし──そうだよ、魔法が使えるんだ。だからちっとも不思議じゃない」

　指先で愚粘姫を保持しながら、片手で握にぎりしめた魔法のステッキを見せつけて。

「マジカル☆タロット──究極の奥の手、裏アルカナ」

　そして〈魔法少女〉は、この悪夢のような状じよう況きようを解き明かす。

「№ⅩⅣ──節制の逆位置Reverse TEMPERANCE〈小人ノ国Gulliver@Toothpick〉」

　死んだはずだったのに。

　命をなくしていなくても、瀕ひん死しで動けないはずだったのに。

「そう、ボクが巨大になったんじゃない、あんたが、ちいさくなったんだ。魔法によってあんたを分子レベルで凝ぎよう縮しゆくした。さっきまでとは逆だね──これでもう怪かい獣じゆうの最大の強みである体格差は逆転したよ。あんたはもうボクには勝てない」

　そう説明されて、愚粘姫もようやく理解した。

「そ、そうか……妾がちいさくなったから、どれだけ進んでも港までの距きよ離りが縮まらず、辿りつけなかったのか──だ、だが、どういうことでござんすか!?」

　魔法の内容など、どうでもいい。

　問題なのは……。

「どうして、魔法が使える!?　御お前まえ様の〈聖氣〉は、妾がまとめて吸いとった──もはや戦うどころか、〈転真〉を維い持じすることもできなかったはず……!!　事実、さっきまでの御前様は屍し体たいそのものだった……!!　なぜ、どうやって、復活を──」

「そう、ボクは〈聖氣〉を奪うばわれて、死に瀕した」

　聖希は復活したが、見た目は無む惨ざんなままだ。

　髪かみはほつれ、衣服は擦すりきれ、ちっとも回復している様子はない。

〈転真〉すらしていない──学校の制服姿だ。

「だけど、最後の気力で生みだしたタロットを、魔法のステッキにＯＮしておいた。そうすることで、ボクは〈転真〉しない状態でも、そのタロットの魔法だけは使える。一発だけで、また〈転真〉しないと新しい魔法は補ほ充じゆうできないんだけど……」

「し、死んだふりをしていたのか……！」

　愕がく然ぜんとし、聖希の指先で怪獣は喚わめく。

「妾わらわが御前様を殺したと、勘かん違ちがいするぐらい〈聖氣〉を吸い尽つくされ──もはや御前様など脅きよう威いではないと、妾が油断するのを待っていたのか!!　そして妾が触しよく手しゆを回収し、身体からだの自由が戻もどると同時に不意打ちで魔法を発動させた──けれど、ありえぬで御ご座ざんす！」

　愚粘姫は怒ど鳴なるしかなかった。

「〈聖氣〉とは、己おのれの生命そのもの！　それが枯渇するほど奪われるのを黙だまって見ていただと……!?　どんな覚かく悟ごがあれば、そんな恐ろしいことを──自分の肉体が切り刻まれるようなものなのに！　しょ、正気の沙さ汰たではない……!!」

「だからこそ、あんたは〝死んだふりなんてするわけがない〟なんて油断して、ボクを詳くわしく調べることを怠おこたってくれた。ちょっと、発動まで時間がかかる魔法でね……身体をはって相手の隙すきをつくらなきゃ、とても成功しないんだ」

　聖希は真しん摯しな表情で、指先の愚粘姫を睨にらみつけてくる。

「覚悟？　もちろんあるよ。命をかけてでも叶かなえたい願いがある。そのためならボクは何だってする。〈正義の味方〉だなんて、嫌いやな思い出しかないけど──だからボクはまた〈魔法少女〉になったんだ」

「ね、願いだと……？」

　愚粘姫は気け圧おされながら、打開策を模も索さくする。

　だがこの状況はあきらかに、もうお終しまいだった。

「ど、どんな理由があれば、命を賭として戦える……!?　御前様のような小こ娘むすめが──わからぬ、理解できぬ!!　妾は、なぜ──どんな目的のために、敗北するのでござんすか!?」

　せめて、大した目的のために敗れたならば、御おん大たいに誇ほこれる。

　自分も大怪獣軍団の戦士として、胸を張って戦ったのだと──先に散っていった仲間たちにも地じ獄ごくで弁明できる。

　けれど愚粘姫の期待を裏切って、聖希はちいさく、どこか恥はずかしそうにつぶやいた。

「で、でで、ひっく、でーとに、行くんです……」

「んんん……」

　愚粘姫は、声もない。

　わななく指先のちいさな怪獣に、聖希は気づかない。

「どこに行くかも、決めてないけど──せんぱいと、えへへ、初めてのでーとなんです……だから世界とか人類とか、滅ほろぼされたら困るじゃないですか。ね？　でーとどころじゃなくなるし……だからボク、悪い連中はぜんぶ倒たおして、心おきなくせんぱいと、ひっく！　でーとに行くんです！」

「んんなぁぁああ!!」

　愚粘姫は、存在のすべてを振ふりしぼって吼ほえた。

「そんな！　そんな!!　くだらない目的のために、妾は負けるのか……!?」




「くだらなくなんてない……!!」




　聖希はそれに負けじと声を放った。

　愚粘姫は押し黙る。

　魔ま法ほうのステッキを握りしめ、わなわなと震ふるえて、聖希は両目に涙なみだをいっぱい溜ためる。

「世界とか人類とか、そんな大層なもの、ボクには関係ない！　ボクは立派な人間じゃない。何度も失敗した、罪もいっぱい重ねた、だから得られる幸福はちっぽけでいい……！　だけど、そのちいさな幸福ぐらいは、誰だれにも馬鹿にさせないんだから……!!」

　恋こいする少女は泣きじゃくった。

　正気を逸いつしたような、ひたむきさで。

「だから、こんなところで世界を終わらせるわけにはいかないんだ。まだ手も繫つないでないのに、死んじゃうわけにはいかないんだ。それのどこが悪いの？　立派じゃなくて、どこが恥ずかしいの？　ボクのちいさな願いを──誰にだって否定させない!!」

　そして聖希は指先にちからをこめて。

「だから！　あんたなんかに……負けないんだからぁああ!!」

　何と愚粘姫を自らの口に放ほうりこむと、がりぐしゃっ、と嚙かみ砕くだいた。

　恐おそるべき体格差だからこそ可能な、荒あら々あらしくも致ち命めい的てきな攻こう撃げきだった。

　聖希は世界でおそらく初めて怪かい獣じゆうを捕ほ食しよくした女の子になったが──。

「がりっ……ごりっ……」

　嫌な顔かおをして、もはや原型のない愚粘姫を海中に吐はき捨てた。

「不味まずい……食べられない貝だったね……」

　聖希はふらついて、その場に倒れこむ。

「か、勝ちました、せんぱいー……♪」

　そして、ちいさくガッツポーズをした。
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「おぉ無事じゃったか、〈魔法少女〉！」

　そこで自らも戦せん闘とうを終えたらしいＸサンが、舞まい降りて聖希のそばに着地する。

〈聖氣〉がほとんど枯こ渇かつしている聖希より、格段に元気そうだった。

　聖希は正直、立ちあがる気力もない。

「まったく！　いちど〈聖氣〉がほとんど消えたから、やられたかと思ったではないか！　心配かけよって──こんなところで寝ねとると、風邪かぜをひくぞ？」

「寝たくて寝てるんじゃないもん……」

　呻うめいてから、顔をあげて──聖希は不意に気づいた。

「せ、せんぱい！」

　Ｘサンの腕うでのなかで、花丸がぐったりしている。

　意識がないのだろう、目を閉じ微び動どうだにしない。

　死んでいるようにすら見えた。

「どどど、どうかしたんですか……せんぱい！　やっぱりあなたなんかに任せなければよかった──ふぇええん！　せんぱいが死んじゃった！」

「し、死んどらんわたぶん！　人聞きの悪い！」

　すごい勢いで立ちあがり、泣きながらすがりついてくる聖希に、Ｘサンが身じろぎする。

「ほれ、脈みやく拍はくも呼吸も正常じゃ──眠ねむっておるようなものじゃ。おそらく空中での激戦とか、わらわの魅み力りよくとかに貧弱なこやつは堪こらえきれず、失神してしまったのじゃろう。まぁ、寝かせとけばそのうち起きるはずじゃ」

「そんな悠ゆう長ちような──〈倫理公社〉に戻もどろうよ！　お医者さんに診みせなくちゃ……ふえっ!?」

　そうして動転していたので、聖希の反応は遅おくれた。

　突とつ然ぜんに背後──海中で巨きよ大だいな〈聖氣〉が溢あふれ、こちらに向かってきたのだ。

「何じゃ……!?」

　Ｘサンも気づいて、花丸を抱だきかかえたまま身構える。

　その視線の先──黒々とした水面をぶち破って、ヘドロのような物質が噴ふん出しゆつしてくる。

　その汚お泥でいから放たれる〈聖氣〉に覚えがあって、聖希は慄りつ然ぜんとする。

「愚粘姫……!?　そんな、倒したと思ったのに……!!」

「さがっておれ、〈魔法少女〉！　〈聖氣〉切れのそなたは戦えぬ!!」

　聖希を突つき飛ばし、Ｘサンはついでに花丸を押しつけてくる。

「うちの下僕エサは任せたぞ……超ちよう接近戦では、ハナマルがおらんほうが戦いやすい！　死にぞこないなんぞ、わらわの天プロ輪ミネ刃ンスで真っ二つにしてくれるわ！」

　Ｘサンは、かなり余力があるようだ。

　地面を蹴けり、迫せまりくる汚泥に突とつ撃げき──右手に握にぎりしめた天プロ輪ミネ刃ンスを横よこ薙なぎに振ふるった。

「………!?」

　そして啞あ然ぜんとする。

　天プロ輪ミネ刃ンスはたしかに汚泥を切り裂さいた。

「手ごたえがない……!?」

　だが雲や煙けむりを無む為いにかきまぜたような、空くう虚きよな音と現象しか発生しない。

「質量がない!?　これは……純じゆん粋すいな〈聖氣〉!?」

　動どう揺ようするＸサンの天プロ輪ミネ刃ンスを、その身体からだそのものを幻げん覚かくのように通過し──黒い〈聖氣〉は濁だく流りゆうのような勢いで背後の聖希と花丸に向かってくる。

「いかんっ──逃にげよ!!」

　Ｘサンが叫さけんだが、あまりにも遅おそすぎた。

　黒い〈聖氣〉は弾だん丸がんの速度で聖希たちに迫り、さながら悪あく霊りようのごとく花丸の口内に潜もぐりこんでいく──同時に気絶している花丸の全身から怒ど濤とうのごとく〈聖氣〉が迸ほとばしり、物理的な破は壊かい力をともなったその〈聖氣〉の大だい爆ばく発はつに聖希もＸサンも吹ふっ飛ばされた！
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　意識が途と絶だえていた。

　Ｘサンは全身の痛みと気け怠だるい脱だつ力りよく感かんをおぼえながら、ちいさく呻き、身じろぎしてから瞼まぶたを開いた。

　紅玉の瞳ひとみが露あらわになり、不安げに周囲を見回す。

「あっ、よかった──目を覚ましたねっ！」

　明るい声は絶子である。

　見るからに満まん身しん創そう痍いな彼女に、Ｘサンと聖希は小こ脇わきに抱かかえられていた。

　あの〈魔ま法ほう少女〉との激戦で、絶子に助けられたときと同様の構図である。

　また助けられてしまった──のだろうか。

「何があった……？」

　掠かすれた声で問いかけるＸサンに、絶子は肩かたをすくめる。

「こっちが聞きたいよ」

　そのまま絶子は白バイを停車させ、Ｘサンと聖希をその場におろす。

　怪かい獣じゆうたちに蹂じゆう躙りんされた町はほとんどが廃はい墟きよの有様で、乗用車が引っくりかえり、無数の瓦が礫れきと火か炎えんをまとった建物がこの世の終わりを演出している。

　空はもはや真っ暗で、曇くもり空なのか月や星の灯あかりもない。

　白バイのライトを目ま映ばゆく輝かがやかせ、さすがの絶子も笑えみを失ったまま語る。

「お姉さんは怪獣を倒たおしたから、とりあえずみんなの援えん護ごに向かおうとしたんだよ。そしたらあの怪獣──突撃斎の屍し体たいがいきなり変へん貌ぼうしてね、黒い〈聖氣〉になっちゃった。その〈聖氣〉は〈倫理公社〉本部ビルじゃなくて、見けん当とう違ちがいの方向に飛んでいったから──追いかけてみたんだけど」

　怪け訝げんそうに、彼女はへたりこんだＸサンを見下ろしてくる。

「見てたら空からも同じように黒い〈聖氣〉が落ちてきていた──あれは、〈天使〉ちゃんが倒したっぽい怪獣が変貌したものかなっ？　それぞれの黒い〈聖氣〉は最後に倒された怪獣がいた場所……海辺に集まって、ある場所で合流を果たした」

　珍めずらしく、怒いかりを含ふくんだような声こわ音ねだった。

「君たちは吹っ飛ばされて──仲良く気絶してたっぽいから覚えてないかもしれないけど、黒い〈聖氣〉の中心にいたのは間違いなく九く条じよう花丸くんだった」

　白バイからおりて、絶子は呆ぼう然ぜんとしたＸサンの肩を摑つかむ。

「どういうこと!?　どうして怪獣たちの〈聖氣〉が花丸くんに!?　彼はいったい何者なの……お願い、怒おこってるんじゃないんだ──何が起きてるか知りたいだけなんだよ！　教えて〈天使〉ちゃん、何がどうなってるの!?」

「わ、わからぬ……わらわには──」

　弱々しく首をふるＸサンの横で、聖希が薄うす目めを開いている。

「ま、まさか……」

　絶子とＸサンのやりとりを聞いていたのだろう、信じがたいという表情で独りごちる。




「せんぱいが、宙ちゆう天てん神かむ威いだったの……？」




　Ｘサンは、ちがう、と叫びたかった。

　だが状じよう況きようがそれを肯こう定ていしている。

「見てよ、ふたりとも」

　絶子が三つ編みを揺ゆらし、ある場所を指さした。

　真っ暗なので、わかりにくいが──さきほどまでＸサンたちがいた海辺に、ひとつの異様な存在が屹きつ立りつしている。

　黒い柱だ。

　かなり遠くにあるのに、途と方ほうもない存在感をおぼえる。

　鳥とり肌はだがたつほどの、おぞましい〈聖氣〉の質と量。

　町中に飛び散った怪獣たちの屍し骸がいが変化したのだろう黒い〈聖氣〉が次々と飛来し、その漆しつ黒こくの柱に吸収され──同一化していく。

　そして黒い光を繭まゆのようにして、その内側で何かが胎たい動どうしている。
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「わかる……」

　Ｘサンは胸に手を当て、身体からだの震ふるえを必死で堪こらえる。

「何度も供給され、間近で触ふれあって……覚えた〈聖氣〉じゃ。間ま違ちがえるわけがない。あれはハナマルの〈聖氣〉じゃ。あやつが常に垂れ流していた〈聖氣〉が、特濃に、膨ぼう大だいになり──そこに悪意を加えたような……」

「怪獣たちの〈聖氣〉も、今から思いだすと花丸くんのそれと似てたかもね」

　絶子が静かにつぶやいた。

「戦いに夢中で気づかなかった……。それに、花丸くんはこれまで、言っちゃ悪いけどただの役立たずだったからね。まるで背景みたいに、個性のない脇わき役やくのひとりみたいに──みんなの意識の外にいたんだ。その過去も考えていることも誰にもわからないまま。だけど、常に出来事の真ん中にいた──その不自然さに、もっと注目するべきだった」

　悔くやしそうに、彼女は呻うめいている。

「花丸くんはどこまでも一いつ般ぱん人でしかなかった。だからこそ警けい戒かいしてなかったし、誰も注目してなかった──だけど、あらためて考えると変だよね。どうして彼には〈聖氣〉がある？　他人に〈聖氣〉を供給してもまるで平気なぐらい、膨大な〈聖氣〉が……？」

　絶子が、彼の主人を名乗るＸサンと、同じ学校の知ち己きである聖希を見み据すえる。

「そもそも、彼はいったい何者なの？　親は誰で、どういう生おい立ちで、何を考えて、どうしてこの町で暮らしてるの……？　彼はいったい何なの……誰か知ってる？」

「わから──ない」

　聖希は、絶望したように血の気を失っている。

「ボク、せんぱいのこと……何も知らない。だって、あれこれ聞きだすの、鬱うつ陶とうしいかなって──そういえば、せんぱいの過去とか、家族のこととか……聞いたことない」

「わらわも同じじゃ」

　聖希にだけ背負わすまいと、Ｘサンは顔をしかめてつぶやいた。

「出会ったばかりだというのは、言い訳にもならぬ。主しゆ人じん面づらするなら、もっとあやつのことを把は握あくして──考えておくべきじゃった。目の前の事態を解決して、仲良くなって、日常を積み重ねてから……などと吞のん気きにしておったせいで、時間切れじゃ」

　涙まで浮かべて、Ｘサンはうなだれる。

「何が〝助ける〟じゃ、何が〝そなたの日常を守る〟じゃ、わらわは何ひとつせぬまま──ハナマルのことを、ひとつも理解せぬまま漫まん然ぜんとすごしてしまった」

　頭を抱かかえて、Ｘサンは嘆なげく。

「わらわのせいじゃ──兆候はあったのに、取りかえしがつかなくなるまで、放置してしまった……！　わらわこそが役立たずじゃ……!!」
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「まぁ、反省会は後にしとこうよ」

　絶子がときどき見せる冷れい淡たんな態度で、真っ直すぐに黒い柱を睨にらみつける。

「〈正義機関〉の最終兵器──〈正義の大だい怪かい獣じゆう〉宙天神威が目覚めようとしてるんだ。思い悩なやんでるうちに世界が終わっちゃったら大だい爆ばく笑しようでしょ？　どうにかしないとね──」

　唯ゆい一いつ、平静な態度を崩くずさずに、絶子が推測をまとめておく。

「考えてみれば、たしかに兆候はあったんだよね。花丸くんが宙天神威──№〈Ｘ〉の強大な〈正義の味方〉だったとしたら、〈倫理公社〉がその存在に気づかないわけがない」

　これまでの出来事を思いだすほどに、嫌いやな歯車が嚙かみあっていく。

「だけど昨日まで、花丸くんは完全にただの一般人だった。〈倫理公社〉も、他の〈正義の味方〉も気づかない……ごく平へい凡ぼんな人間だった。だけど昨日、突とつ然ぜんに──彼の日常は崩れてしまった。その垂れ流す大量の〈聖氣〉を感知され、〈天使〉ちゃんと出会ったんだよ」

「そうか──」

　Ｘサンが拳こぶしを握にぎりしめ、唸うなった。

「なぜ昨日なのじゃ？　どうして昨日まで、ハナマルは誰にもその内側に宿る〈聖氣〉に気づかれなかった……？　簡単じゃ、昨日起きた出来事は何じゃ!?」

「〈合体ロボット〉の、〈倫理公社〉への裏切り」

　絶子が頷うなずき、Ｘサンの言葉を受け継ついだ。

「〈合体ロボット〉は裏切ると同時に宙天神威の眷けん属ぞくたちの封ふう印いんをといていった。怪獣たちは宙天神威のＭＣだから……本体である花丸くんと繫つながっている」

「そっか、死んだふりしてたボクと同じだ！」

　聖希が瞠どう目もくし、ようやく話題に追いついてきた。

「それまでは〈聖氣〉をほとんど失っていて、せんぱいは感知されなかったんだ！　一般人と見分けがつかなくて、〈倫理公社〉すら気づかないぐらい枯こ渇かつしてたんだ……！」

「なるほどね」

　絶子がまとめる。

「花丸くんは、怪獣たちが目覚めると同時に彼らから〈聖氣〉を供給されて、膨ぼう大だいな〈聖氣〉を垂れ流すようになったんだ。だから昨日なんだ、怪獣たちの封印が破は壊かいされると同時に、花丸くんも本来あるべき〈聖氣〉を取り戻もどしたんだねっ」

「けれど、それでも宙天神威に〈転真〉するには、足りなかったのじゃろうな」

　Ｘサンが思し索さくをつづける。

「わらわに〈聖氣〉を供給したり、敵の攻こう撃げきを防いだりで──〈聖氣〉を消費し、あやつは〈転真〉できんかった。だが、わらわたちは宙天神威のＭＣを倒たおし、そこに注ぎこまれていた宙天神威の〈聖氣〉を一気に解放してしまった……」

「そっか」

　絶子が舌打ちした。

「怪獣たちは宙天神威の〈聖氣〉の保管庫だったのかも……。彼らは〈倫理公社〉ではなく、自分の主あるじたる花丸くんを目指して進軍してきたのかもね──。いつまでたっても〈転真〉しない花丸くんに、直接〈聖氣〉を届けるために。宙天神威を目覚めさせるために」

「そんな保管庫たる怪獣たちを、わらわたちはぶっ潰つぶしてしまったのじゃろうな」

　最悪の結論をだして、Ｘサンが吐と息いきした。

「怪獣たちを形成していた〈聖氣〉は倒されると同時に解放され、主の元へと向かっていった──ほぼ同時に敗北していた怪獣たちの〈聖氣〉は、ハナマルに注ぎこまれ、〈転真〉が可能な量に達した。怪獣どもは生きたままハナマルに辿たどりつくか、あるいは生け贄にえのように倒されることで望みを達成できたのじゃ。わらわたちのやったことは、無む駄だどころか──逆効果じゃった」

「まぁまぁ」

　絶子が前向きに語る。

「宙天神威の、そんな特とく殊しゆな〈転真〉の仕方を知らなかったんだから、反省してもしょうがないよ。ほんとに〈正義の味方〉は、〈転真〉の仕方ひとつとっても十人十色だよね」

　たしかに、〈転真〉の仕方や能力などが同じ〈正義の味方〉のほうが珍めずらしい。

　最も謎なぞめいている№〈Ｘ〉たる宙天神威のことなど、誰だれも知らなくても当然なのだが。

　それでもよく思案すれば察することができたはずだ、とＸサンは悔くやむ。

　絶子は考えるのが面めん倒どうくさいのか、やや投げやりにぼやいた。

「問題は、目覚めちゃった〈大怪獣〉くんを──どうにかしなきゃいけないってことでしょ？　ほんとに、どうしよう？」

「ハナマルに、自分が宙天神威だという自覚があったとは思えぬ。〝ハナマル〟と〝宙天神威〟の望むものは異なっておるはずじゃ──その事実に、希望に、賭かけるしかない」

　Ｘサンが断言する。

　花丸は完全に、ただの一いつ般ぱん人だった。だからこそＸサンも思ってもみなかったのだ、彼が宙天神威──〈正義機関〉の最終兵器だなんて。

〈転真〉すると同時に人格が切り替かわるタイプの〈正義の味方〉なのか、あるいは〈聖氣〉が枯渇しかけていたがゆえに、記き憶おくに何らかの障害が発生したのか……。

　推測することもできないが、Ｘサンは花丸の人格に期待する。

　日常を望み、波乱を忌き避ひした彼の心を、Ｘサンは救いたい。

「助けてやるとは言わぬぞ、ハナマル」

　けれど彼の心は、非日常を──狂きよう乱らんを望んではいなかった。

　ふつうの少年だった。

　そんな彼の平凡な生活を維い持じするために、Ｘサンは努力すると誓ちかったのだ。

　その代わりに、Ｘサンは彼から〈聖氣〉の供給を受ける。

　そんな取り引きの、主従関係だった。

　まだその誓いは果たされていない。
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〈正義機関〉の最終兵器。

　確実に地球を焦しよう土どに変へん貌ぼうさせるという、破壊能力に特化した〈正義の味方〉。

　その前評判どおりに、黒い繭まゆからのっそりと出現した〈正義の大だい怪かい獣じゆう〉宙天神威は──禍まが々まがしくも貪どん欲よくな、まさに破壊そのものであった。

　異形である。

　これまで暴れまわった怪獣たちに比べれば、最も人間に近い外見をしている。

　全長百数十メートルの巨きよ人じん。

〈倫理公社〉本部ビルを目指して、その馬鹿げた生き物は二足歩行をしている。

　腕うでが長すぎる印象で、さらに肩かたから、もう二本余計に腕を生やしていた。

　身体からだのあちこちから、周囲の闇やみに比べてもなお黒い〈聖氣〉を噴ふん出しゆつしている。

　嘆なげくような嗚お咽えつのような呻うめき声をあげながら、宙天神威はその四本の腕をもそもそと動かして──あろうことか、周囲の空間を引きちぎる。

　他ほかに表現のしようがない。

　腕が触ふれた位置の夜闇が音をたてて摑つかみとられ、あとには真っ白な空白が残る。

　剝はく離りした空間はそのまま宙天神威の口に放ほうりこまれ、消えてなくなる。

　ありえない現象だった。

　宙天神威は──世界を捕食しているのだ。

　食われた空間がどうなったのか、確かめる余地はない。

　だがおそらく──ほんとうに消しよう滅めつしたのだろう。

　宙天神威は咀そ嚼しやく音を響ひびかせながら、ふらふら歩き、世界をゆっくりと欠落させていく。

「めちゃくちゃな……」

[image: ]

　Ｘサンがその神話じみた光景を眺ながめ、嘆たん息そくした。

「どうすればいいんじゃ、あんなの。能力がわけがわからんぞ──世界を食うじゃと？」

「見たところ、〈倫理公社〉本部ビルを目指してるみたいだねっ」

　傷だらけで声をだすのもつらいはずなのに、絶子が明るく語る。

「〈倫理公社〉本部ビルの地下に眠ねむる、〈正義の古代兵器〉ガガングプチを狙ねらってるのかな？　たしかにあれの膨ぼう大だいな〈聖氣〉を吸収すれば、宙天神威はパワーアップするだろうけど……」

「どうしたもんじゃろうな」

　Ｘサンは、仲間たちを眺める。

　見るからに重傷で瀕ひん死しの絶子、〈聖氣〉切れ状態の聖希。

　ふたりとも怪獣たちとの戦いで限界にきている。

　態勢を整え──〈聖氣〉の補給さえできれば、どうにかなるのかもしれないが。

　手っ取り早く〈聖氣〉を供給してくれる花丸は宙天神威なんかをやっているし、〈古代兵器〉のある〈倫理公社〉はその宙天神威に狙われていて近づくのも危険だ。

「わらわが、やるしかないか」

　動けそうなのはＸサンだけのようだ。

〈聖氣〉の消費はほとんどないし、疲ひ労ろうも負傷もない。

　他に戦えるものがいない現状、Ｘサンが単独で宙天神威に挑いどむしかない。

「下僕エサの不始末は、主あるじがつけるのが当然じゃからな」

〝Ｘ〟状の翼つばさを輝かせ、Ｘサンは神しん妙みようにつぶやく。

「阿呆が。何をやっとるんじゃ、あの間ま抜ぬけが。下僕エサの恥はじは主の恥。わらわは情けないぞ、ハナマル！　宙天神威なんぞに押し潰つぶされよって……ハナマルの自我は残っておらぬのか、あれには？　説得できれば最善なのじゃが──」

　語りながらも、たぶん無理だろう、とＸサンは推測する。

　今の宙天神威には、九条花丸だったころの雰ふん囲い気きは欠片かけらも存在しない。

　野や獣じゆうのように荒あら々あらしい飢き餓が感かんのみが、まきちらされている。

「まぁよい──神は死んだ。すでに世界を滅ほろぼす理由はない。それなのに今ごろのこのこと暴れ始めた愚おろかな下僕エサを、わらわがぶん殴なぐって正気に戻もどしてやろう」

　戦意を昂たかぶらせるＸサンに、絶子が忠告する。

「勝てるの？　相手は究極にして無敵の№〈Ｘ〉──Ｘクロステラお手製の破は壊かいに特化した最終兵器なんでしょ？　いくら〈天使〉ちゃんが同格の№〈Ｘ〉とはいえ……」

「正直、かなり分が悪いとは思うのじゃ」

　Ｘサンはすなおに自分の意見を述べた。

「破壊に特化した宙天神威には、あの〝世界の捕ほ食しよく〟以外にはこれといった能力はなさそうじゃ。けれどその唯ゆい一いつの破壊行こう為いを邪じや魔まされないために、己おのれの周囲に〈聖氣〉の防ぼう御ぎよ壁へきを幾いく重えにも展開し、あらゆる攻こう撃げきを遮しや断だんしておるらしい」

　火面爺との戦いのなかで見いだした疑念を、明確な言葉にする。

「〈合体ロボット〉のときも、〈魔ま法ほう少女〉のときも、相手が奥の手とも呼べる強力な攻撃を仕し掛かけてきたとき──なぜか、その破壊力はこちらまで届かなかった。遮断され、防御されておった。ハナマルの存在を境に、まるで日常と非日常が切り替かわったかのように。焦しよう土どと無事なままの町や校舎が見比べられるほどに、くっきりとな」

「あぁ、そういえば校舎が真っ二つになって、断面図みたいになってたねっ。あれってＸサンが防御してたんじゃなかったの？」

　絶子の問いに、Ｘサンは首をふる。

「わらわにあのような能力はない。すべてを切り裂さく天プロ輪ミネ刃ンスと、すべてを破壊する破ハ界ルマ光ゲ線ドンのみじゃ──わらわは〈正義の味方〉のなかでは、不器用なほうなのじゃよ」

　嫌いやな事実ばかりが並べ立てられてしまう。

「しかし、まずいのう……〈転真〉もしておらん状態で、あやつは〈合体ロボット〉や〈魔法少女〉の最終奥おう義ぎクラスの攻撃を防いでおった。ほんとうに、あらゆる攻撃を遮断するのかもしれぬ」

　徐じよ々じよに近づいてくる宙天神威を、Ｘサンは見あげる。

「まぁよい。通じぬなら、他ほかの手段を考えればよい。諦あきらめずに試ためしてみるか……仮にも、わらわも〝最強〟と呼ばれた〈正義の味方〉。わらわの最終奥義すら防御されれば打つ手がないが──まずは、全力でぶちかましてやろう」

　飛ひ翔しようし、爆熱天使が世界を滅ぼす〈大だい怪かい獣じゆう〉へと突とつ貫かんしていく。
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　天空で、神話の戦いが始まる。

　不思議と、Ｘサンには恐きよう怖ふがなかった。

　宙天神威に、敵意も殺意も感じないのだ。

　ひたすらに哀あわれだった。

　飢うえ苦しむように、周囲を腕うででまさぐり、世界を口にいれる。

　足りなくなったら、ずるずると移動する。

　圧あつ倒とう的てきな存在なのに、それは寄る辺ない難民のようだった。

　おまけに、こいつは花丸なのだ。

　出会って、まだ日が経たったわけではない。

　ともに重ねた記き憶おくが多いわけではない。

　だが、ふたりで同じときをすごした。

　温かな寝ね床どこを提供してくれた。

　母を殺し当て所どなく彷徨さまよい、騙だまされ裏切られ、荒すさんでいたＸサンが──彼との何気ない会話で、触ふれあいで、どれほど救われたか。

「あれこそが、日常じゃ」

　Ｘサンは高速で飛翔し、できるだけ宙天神威に接近しながら、独りごちた。

「わらわはあの時間が愛いとしいよ。そなたもきっと、何でもない日常を守りたかったのであろう？　けれど宙天神威に押し潰され、そうして苦く悶もんしながら世界を壊こわしておる」

　宙天神威が、こちらに気づいた。

　深い暗くら闇やみと白い欠落世界のなか、陽光の輝かがやきを放つＸサンはいかにも目立った。

「可哀かわい想そうにな。邪じや悪あくな運命に弄もてあそばれた子よ。そなたは、わらわに似ておる。虐しいたげられて育った。望みもしないちからを与あたえられた」

　Ｘサンは、こちらに手を伸のばしてくる宙天神威に──。

「孤こ独どくで過か酷こくで、だからこそ日常を愛した。わらわたちは、きっと仲良くなれるよ。平へい凡ぼんな日常を、手をとり歩んでゆける。だから、だから……」

　思いっきり叫さけんだ。




「世界なんぞ壊しとらんで、元に戻もどらんかっ──ど阿呆がぁぁああ!!」




　がむしゃらに接近してくる腕を、世界を引きちぎる指先を──Ｘサンは強打した。

　拳こぶしである。

　効果があると思ったわけではない。

　ただ怒いかりにまかせた。

　何だかむしゃくしゃする──面めん倒どうだし、腹が立つ。

　下僕エサのくせに。迷めい惑わくをかけて。

　これから、いくらでも、幸せな日常を重ねていけたはずなのに。

　自らが非日常と化して、世界から明日を奪うばおうとするとは。

　下僕エサのくせに。

　下僕エサのくせに！

　不可思議な現象が発生した。

「………!?」

　その現象を引き起こしたＸサンこそが、いちばん驚おどろいた。

　接近していた宙天神威の腕が、Ｘサンに触れると同時に吹ふき飛んで、ごっそりと抉えぐれた。

　四本の腕の──ほんのひとつ。

　けれど確実に、宙天神威は損そん壊かいしている。

「あ、あれ……？」

　Ｘサンは戸と惑まどいながらも、すぐに表情を引き締しめる。

「た、試してみるか──」

〝Ｘ〟状の翼つばさを閃ひらめかせると、真っ直すぐに宙天神威へとつっこむ。

　最終奥おう義ぎすら遮しや断だんする〈聖氣〉の防ぼう御ぎよ壁へきがあるはずだが、何も感じない。

　あっさり敵の懐ふところまで到とう達たつできた。

　それを不思議に思いながらも、Ｘサンは両手を重ねて、渾こん身しんの打だ撃げきを解き放つ。

「こんにゃろが!!」

　殴なぐった。

　殴れてしまった。

　宙天神威は面おも白しろいほどによろけて、その胸のあたりをおおきく削けずられている。

　この巨きよ体たいは〈聖氣〉を集めてつくった張りぼてらしく、肉や内臓らしきものはない。

　あまりにも脆もろい手ごたえに、Ｘサンは当とう惑わくするしかなかった。
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　その様子は、地上からも目もく撃げきできた。

「ふっ、ふつうに殴ってるよ……!?　すべてを遮断する防御壁があるんじゃないの!?」

　聖希が、ぱくぱくと口を開閉する。

　愛しい花丸が凶きよう悪あくな化け物へと変へん貌ぼうする、という非日常を受けとめきれず、これまでは放心していたが──さすがに、この光景には文句をつけざるを得なかった。

「あっれぇ……？」

　絶子が間の抜ぬけた声をあげる。

「不思議なこともあるもんだねっ」

「吞のん気きに感心してないで、どういうことか説明しろよ！」

　聖希が錯さく乱らんして絶子をしばいた。

「………!?」

　あまりの蛮ばん行こうにびっくりしながら、絶子は思案し──ひとつの結論をだす。

「あぁ、何となく、わかったかも」

　Ｘサンは拳を繰くりだし、天プロ輪ミネ刃ンスを解き放って切り刻み、宙天神威を圧あつ倒とうしている。

　敵が巨きよ大だいすぎるので、目に見えた効果はないが──ちゃんと戦えている。

「〈合体ロボット〉や〈魔ま法ほう少女〉ちゃんとの戦いのときも、花丸くんはその防御壁で自分だけでなく〈天使〉ちゃんのことも守ってたっぽいよね？　それはなぜか？　〈正義の味方〉の自覚も記き憶おくもなく、己おのれの能力を知るわけがない花丸くんが、防御壁を意図的に操あやつれた可能性は低い。たぶん、本能的な行こう為いだったんじゃないかなっ」

　絶子はあっさりと断言する。

「〈天使〉ちゃんは〈聖氣〉が枯こ渇かつした状態で花丸くんと出会ったんだよね。それ以降は、彼から〈聖氣〉を注入されて、どうにか活動している。ほぼ花丸くんの〈聖氣〉で身体からだが満ちあふれている彼女を、花丸くんは自分の一部だと本能レベルで誤解してるのかも……？」

「そっか、見分けがつかないんだ……」

　やや冷静さを取り戻した聖希が、納なつ得とくしたように頷うなずいた。

「〈正義の味方〉は〈聖氣〉で他者を見分ける。だからこそ宙天神威は自分の身体の一部みたいに感じられるＸサンを〝敵〟だと判断できずに、攻こう撃げきを遮断できないんだ！　Ｘサンは、宙天神威に触ふれられる……攻撃できるんだ!!」

　喜びに満ちた、まさに恋こいする表情だった。

「せんぱいが戦場に立って、Ｘサンに〈聖氣〉を供給する役目を果たしていたからこそ、宙天神威への接せつ触しよくができたんだ。せんぱいは役立たずじゃない！　せんぱいの行為の結果が希望になってる。せんぱいも宙天神威と戦っているんだ……！」

「とはいえ、いつまで通じるかなっ」

　絶子はあまり楽観せずに、厳しい表情で戦せん況きようを見守っている。

「さっさと勝負を決めないと、いつ宙天神威が〈天使〉ちゃんを〝敵〟と判断するかわからない──攻撃が通じてもあの巨体だからね、倒たおすのは難しいだろうね」

「だけど宙天神威を倒すっていうことは、せんぱいを殺すっていうことだ……」

　聖希が俯うつむき、下した唇くちびるを嚙かみしめる。

「どうするつもりなの──Ｘサン？　どうすれば、せんぱいを助けられるの？」

〈聖氣〉が枯渇し、何もできない自分が歯がゆかった。

　聖希は神が死んだ世界で、ひたすら天使に祈いのるしかなかった。
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　戦場と化した町の中心で、Ｘサンは思案する。

　地上で状じよう況きようを見守る聖希たちほど、自分の攻撃が宙天神威に通じる理り屈くつがわかったわけではないが、それは自分が得た唯ゆい一いつの希望だと弁わきまえていた。

　相手に触れられるうちに、何とかしなければいけない。

　最終奥おう義ぎ破ハ界ルマ光ゲ線ドンなら──宙天神威を殺すことだけは、可能かもしれない。

　けれど。

「母さま……」

　Ｘサンは両手の先を交差し、〝Ｘ〟のかたちにして、最終奥義の準備をする。

　だが決断をくだせずにいた。

　花丸は、出会ってわずか数日の他人だ。

　昔のＸサンなら迷わず殺していただろう。

　けれど〈正義機関〉は滅ほろんだ。

　神は死んだ。

　もう血にまみれる必要はない。

「わらわは、どうすれば……教えてください、母さま──」

　当たり前の日常を、花丸となら、重ねていけたかもしれない。

　運命のように出会った、ふつうの男の子。

　まともな人間関係を知らないＸサンは、主あるじと下僕エサという歪ゆがんだ絆きずなしか結べなかった。

　それでも嬉うれしかった。

　彼と出会えて幸福だった。

　和なごやかな会話。何でもない触れあい。

　振ふる舞まわれた食事。温かな寝ね床どこ。

　当たり前の日常が、そこにはあった。

　それはＸサンがずっと欲しかったもの。

　母乳のかわりに鮮せん血けつを。

　揺ゆりかごのかわりに戦場を。

　抱ほう擁ようのかわりに苦痛を。

　愛のかわりに憎ぞう悪おを──与あたえられて、育ってきた。

　だけど、ほんとはずっと求めていた！

　お乳がほしかった。揺りかごで頭を撫なでられて。ぎゅっと抱だきしめられて。

　愛されたかった！

　ずっとずっと！

「わらわは、また殺すしかないのか？」

　両手に、輝かがやきが溢あふれてくる。

「世界のために？　平和のために？　血にまみれることしかできないのか？」

　涙なみだが零こぼれる。

「教えてください、母さま！　何とか言わぬか、ハナマルぅう!!」

　ふと気づいた。

　決断をできずに、それでも手のひらに集めた〈聖氣〉──。

〈聖氣〉は生命そのものだ。解き放つことは、命を削けずることに等しい。

　けれど、なぜだろう？

　どれだけ振りしぼり凝ぎよう縮しゆくしても、余よ裕ゆうがある。まだいける。

　最終奥義破ハ界ルマ光ゲ線ドンは〝最強〟の名に恥はじぬ、強きよう烈れつな必ひつ殺さつ技わざだ。

　消費する〈聖氣〉も半はん端ぱではない。

　一発撃うてばそれでお終しまいのはずなのに──。

　何発でも連射できそうな……。

　この余裕はなんだろう？

「あ、あぁ……」

　Ｘサンは、震ふるえた。




　自分の身体からだに──大量の〈聖氣〉が注ぎこまれている。




　背中に熱がある。

　翼つばさの根本──〝Ｘ〟の刻印に、柔やわらかく温かな感かん触しよくがある。
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　気がつけばＸサンは宙天神威に接近しすぎて、ほとんど触ふれあっていた。

　その光を固めたような、ぼんやりした宙天神威の身体がＸサンの製造№に触れて、そこから無む尽じん蔵ぞうの〈聖氣〉を流しこんでいる。

　たぶん偶ぐう然ぜんなのだろう。

　温度の高い液体が、密接する温度の低い場所へ流れるように。

　宙天神威はＸサンが自分の身体の一部だと誤解して、自分に比べて〈聖氣〉の少ないこのちっぽけな身体に、〈聖氣〉を注入しているのだ。

「ということは──」

　Ｘサンはひとつの推測を得て、光の翼を羽ばたかせ──宙天神威の内部に突とつ入にゆうする。

　ほとんど質量のない張りぼての〈大だい怪かい獣じゆう〉の肉体は海のようで、ずぶずぶと内部に沈しずみこむことができた。

　奇き妙みような一体感。

　Ｘサンはひとつの確信を抱いだきながら、より深みへと突入していく。

　背中が燃えるようだ。

〈聖氣〉の供給はほとんど自動的に行われているらしく、次から次へと注入される。

「何度も〈聖氣〉をよこせと要求しつづけたせいで、身体にすっかりその役目が染しみついてしまったようじゃのう──ふむ、なかなか心地ここちよいぞ。ハナマル、これまで焦じらしたぶん、たらふく〈聖氣〉を食わせておくれ」

　このまま、ありったけ〈聖氣〉を簒さん奪だつして。

　それを宙天神威が取り戻もどす暇ひまもないほどに、素す早ばやく消費すれば……？

「やればできるではないか、のろまが……!!」

　Ｘサンは、凄せい絶ぜつな笑えみを浮うかべる。

　花丸は、Ｘサンに〈聖氣〉を供給する。

　その見返りに、Ｘサンは彼を守ってやる。

　口約束だし、対等ではないかもしれないが──それはひとつの約束だった。

　彼は務めを果たした。

　ならば自分も、使命を果たさなくてはいけない。

　主あるじと下僕エサ。

　不細工な、まともではない関係なのかもしれない。

　下僕エサは変わり果てた姿で。こうして戦場の真ん中で相対して。もしかしたら殺すしかなくて──それなのに、律りち儀ぎにその関係はつづいていた。

　絆きずなだ。

　Ｘサンはそう思った。

「ハナマル……」

　ひとつの考えが思い浮かぶ。

　Ｘサンは、それに賭かけることにした。

　両手を、天空に向ける。

「助けてやるとは言わぬ。主として、当たり前の義務を果たすだけじゃ。下僕エサが世間に迷めい惑わくをかけたら、頭を殴なぐってでもやめさせる。当然のことじゃ──感謝はいらぬ。だから、ハナマル……元に戻っておくれ」

　両手にさらなる輝かがやきが充じゆう溢いつする。

「わらわを、もう、独りぼっちにしないでおくれ！」

　思いだしていた。

　地じ獄ごくのようだった、〈正義機関〉の崩ほう壊かい──その現場。

　母と子は言葉をかわした。

　口を開けば罵ば倒とうか責め苦、子への虐ぎやく待たいばかりだった母が、Ｘテラが、Ｘサンの悲鳴じみた言葉に──なぜだろうか、きょとん、としたのだ。

　あのとき、母は何と言ってくれたのだったか。

　とても心に染みたのだけど。

　なぜだか忘れていた。

　今なら思いだせる。

　──そう。

　母は血まみれの手で、泣きじゃくるＸサンの頰ほおを撫なでて。

　──愛されたかったのね。

　そうだ。

　ずっと、それだけを求めてきた。

「ハナマル！　ハナマル！　ハナマル!!」

　彼の名前を呼ぶ。

　ともに歩いていけるはずだった、巡めぐり会えた、ふつうの男の子に。

「わらわは！　たくさんお喋しやべりがしたい！　美味おいしいものを食べたいぞ！　ともに手を握にぎり歩こう！　寂さびしい夜はともに寝ねるのもいい！　行きたい場所がたくさんあるぞ！　動物園に水族館、映画館！　ううん、どこにも行かなくてもいい──戦場でなければいい！　そこが日常であればいい！　帰るぞ!!」

　Ｘサンの両手にすさまじい〈聖氣〉が凝ぎよう縮しゆくされ、今にも弾はじけそうに光り輝く。

「帰るんじゃ！　わらわたちの日常へ!!　ふたり手を取り一歩ずつでも!!」

　吼ほえた。

「天まで届け最終奥おう義ぎ！　破ハ界ルマ光ゲ線ドン──連射じゃあああ!!」

　真上に向けて、伝家の宝刀──最終奥義破ハ界ルマ光ゲ線ドンを解きはなった。

　何度も何度も。

[image: ]
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　夜の世界に異質な太陽のごとき爆光が、宙天神威の内部から溢あふれ──その上半身を抉えぐり飛ばし、そのまま空を切り裂さき遥はるか高みに昇のぼっていく。

　触ふれるだけですべてを分解し消しよう滅めつさせる〝最強〟の必ひつ殺さつ技わざを、花火のようにぶちあげる。

　地上で、絶子が、聖希が──全世界で、人々がそれを見ていた。

　世界中のどこからだって、宇宙の果ての暗くら闇やみからでも、その光景は見えたのだ。

　Ｘサンはそのときまさに天使──奇き跡せきをこの世に顕けん現げんさせる存在だった。

　宙天神威から〈聖氣〉を奪うばい、それを破ハ界ルマ光ゲ線ドンに変へん換かんして解き放つ。

　宇宙へ──天空へ解き放つ。

　何度も何度も何度も何度も。

　どれだけ繰くりかえしたか。

　しだいに、宙天神威が萎しぼんでいく。

〈聖氣〉を吸われ、〈転真〉を維い持じできずに、〈聖氣〉で構築された巨きよ体たいが崩くずれていく。

　縮んでいく。

　それがＸサンの目もく論ろ見みだった。

　花丸は〈聖氣〉の保管庫だった怪かい獣じゆうたちが倒たおされ、ＭＣとしての彼らを構築していた〈聖氣〉を取り戻もどすことで〈転真〉し、身体からだと人格が変異──宙天神威と化してしまった。

　元に戻すには、〈聖氣〉を奪えばいい。

　Ｘサンは身体中の血管が破は裂れつしそうな感覚のなか、ひたすら最終奥義の連射という前ぜん代だい未み聞もんの荒あら行ぎようを成し遂とげた。

　彼が元に戻るまで。

　世界に平和が戻るまで。

　非日常が日常に戻るまで。

　声が嗄かれても叫さけび、身体がちぎれても光を放つ。

　やがて……。

　黒く邪じや悪あくな宙天神威の巨体が、薄うすぼんやりとしてくる。

　その奥に、Ｘサンは膝ひざを抱かかえて蹲うずくまる花丸の姿を見た。

　迷わず飛んでいく。

〝Ｘ〟状の翼つばさを展開し、彼の元へと舞まい降りる。

　断だん末まつ魔まのごとき苦鳴をあげながら、消滅していく宙天神威の身体の最奥。

　どこにでもいる平へい凡ぼんな男の子の身体を、Ｘサンは夢中で抱だきしめる。

　もう放さない。この日常を。

「ハナマル」

　Ｘサンは、ちいさく声をあげながら。

「苦労ばかりかけおって──ほんとに、そなたは使えぬ下僕エサじゃのう……」

　涙なみだを零こぼしながらも、幸せに微笑ほほえんだ。

「腹が、減ったぞ。帰って、飯を食おう……」

　母の遺ゆい言ごんを、思いだしていた。




　そう。愛されたかったのね──。




　ならば、我が子よ。

　求めるなら、まずは施ほどこしなさい。

　あなたが欲しかったものを、あなたが与あたえるの。

　そうすれば、きっとその相手が、あなたを救ってくれる。
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　九条花丸は焦しよう土どのなかで目覚めた。

　悪い冗じよう談だんかと思うぐらいに、周囲は丸ごと荒こう野やだった。

　円形に、自分を中心にして、非日常が広がっている。

　その周りは突撃斎が薙なぎ倒たおした高層ビル以外はわりと無事だったが、それが殊こと更さらに異様さを助長していた。

　何があったのか──よく覚えていない。

　Ｘサンに抱えられて、遥はるか高空までつれていかれて……空気の薄さと寒さと恐きよう怖ふと、相手が自じ爆ばくした衝しよう撃げきに意識を失って──。

　それから、どうなったのだったか。

　何か途と方ほうもなくすべてが憎にくらしかったように思った。

　怨うらめしく、哀かなしくて、何もかもを壊こわしてしまいたいほどに。

　けれどその悪意は、すべてかき集められ放ほうり捨てられた。

　誰だれかが、花丸の憎ぞう悪おを粉ふん砕さいしてくれた。

　不意に温かみをおぼえる。

　花丸は、Ｘサンに抱だきつかれていた。

　地面にしゃがみこみ、放心していた花丸を、彼女は母のように抱き寄せてくれている。

〈転真〉がとけて、セーラー服姿なのが何とも間ま抜ぬけだが、それでも優やさしい感かん触しよくには拒こばめない雰ふん囲い気きがあった。

　花丸は、そっと彼女を抱きかえす。

　理り屈くつではなく、本能でわかった。

　彼女が助けてくれたのだ。

「Ｘサン」

「うむ」

「お腹なか、減ったのか？」

「う、うむ、ぺこぺこじゃ……」

　その言葉だけやけに覚えていた花丸は、恥はずかしそうにするＸサンに、帰ってご飯をつくろうと思った。

　帰れるのだ──その事実が、やけに嬉うれしい。

　遠くから、泣きそうな顔の聖希と、いつでも楽しそうな絶子が駆かけ寄ってくる。

　何となく照れくさかったけど、花丸はそのまま動かない。

　まだもうちょっとだけ、この寂さびしい夜の世界にほのかに灯ともった、ちいさな太陽を──腕うでのなかの天使を、抱きしめたままでいようと思った。

　本物の太陽が昇のぼるまで。

　花丸の日常が、また平凡に幸福に、廻まわり始めるまで。


爆熱天使Ｘサン　見さらせ正義の一番星!!・〈完〉









　あとがき







　こんにちは。日日日あきらです。

　愉ゆ快かい痛快スーパー〈正義の味方〉大戦（？）『爆熱天使Ｘサン　見さらせ正義の一番星!!』をお届けいたします。

　お手軽に読んで楽しんでもらえたら感無量です。




■『〈正義の味方〉のバトルロイヤル』について。




　男の子なら誰だれでも学校の教室とかでいちどはする馬鹿話ですが、『ウルト＊マンとガン＊ムが戦ったらどっちが強いだろう？』とか『ゴ＊ラと仮面ラ＊ダーが喧けん嘩かをしたらどっちが勝つだろう？』『いや、それはラ＊ダーが踏ふみつぶされて終わりじゃね？』とかそんな感じの時空をこえたオールスターというか、ごった煮にというか寄よせ鍋なべというか、お祭り的な雰囲気のお話を書いてみたかったのです。

　最初は『いろんな種類の巨きよ大だいロボットのバトルロイヤル！』という方向で考えていたのですが、あまりにも『スーパーロ＊ット大戦』すぎたのでやめて、『いろんな種類の正義の味方が問答無用のツブしあい!!』という世界観で落ちつきました。

　最近はカードゲームやそれこそＴＶゲームなどでも、そういういろんな世界観がごちゃ混ぜになってひとつのルールのもと対戦する！みたいなお話が多いので、小説でもやってやれないことはないはず！　と気合をいれてがんばりました。

　ともあれ、ひとつだけ注意したのは、特定作品のパロディになりすぎないこと。それぞれの〈正義の味方〉の設定などについて、既き存そんの作品を元ネタにしすぎず、いちから考えるように努めました。著作権とか怖こわいし。

　とはいえ特定作品のオマージュになりすぎない程度に、外しちゃいけないお約束ネタ、王道ネタは積極的に採りいれました。たとえば『最初から合体してればいいのになぜか分ぶん離りした状態で戦い始める〈合体ロボット〉』とか『〈変身ヒーロー〉が倒たおした敵はなぜか背後で大だい爆ばく発はつ』とか『魔ま法ほう少女の触しよく手しゆプレイ』とか。最後のがたいせつですね。

　ともあれ本来なら同じ世界に共存しているわけがない、ひとりずつなら主人公になれそうな〈正義の味方〉たちのツブしあい！　存分に楽しんでくれたら幸いです。




■『ライトノベル的ドカァン感（仮）』について。




　いわゆるライトノベルの『ライト』たるゆえんとなっている『読みやすさ』の方程式は、古今東西の作家さんたちがいろいろと生みだしていて、とくにすこし昔のライトノベルでは主流だった愉快！　痛快！　爽そう快かい！　なお話が好きでたまらない。

　ちょっと前までのライトノベルっておおむね


「食らえ！　私の必殺技！　○○○○（必殺技の名前）ーっ!!」

「な、何ぃっ!?　こんなちからが隠かくされていたのかーっ!?」

　どかぁん!!

　町が吹ふっ飛とぶ。あと敵も死ぬ。



　みたいな感じだったと思うのですが（＊偏へん見けん）、たった一行で町が滅ほろび、惑わく星せいが砕くだけ散ちるトンデモ感、はちゃめちゃな爽そう快かい感は後世に伝えていきたい文化だと思うのです。

　とはいえ最近は擬ぎ音おんとかフォントをおおきくしたりとかをギャグ以外でやると眉まゆをひそめられる風潮なので、どうにか文章でその『ライトノベル的ドカァン感（仮）』をだせないかいろいろ試し行こう錯さく誤ごしてみました。

　専門的な設定や濃のう密みつな描びよう写しやをしなくても、派手なアクションは書けるはず！




■謝辞＆次回予告。




　文句ばかり多い日日日にめげずに付きあい、『アンダカの怪造学』から引きつづき精力的に編集してくれた担当の[image: ◯猛]さん、そして女の子からメカや怪かい物ぶつまでを魅み力りよく的な『表情』で描写してくれた絵師のＴＮＳＫさん、および関係者の皆みなさまに感謝を。

　そして読者の皆さま。

『Ｘサン』はすでに第二巻の企き画かくが動きだしています。予定としては今年（二〇一〇年）の夏～秋ごろでしょうか。今回は格ゲーみたいなシンプルな一対一の構図が多かったので、次回は多対一の集団戦、陰いん謀ぼう合戦、および集団と集団のぶつかりあい──大合戦を描写してみたいと思いますので、よろしくお楽しみにです。

　ではでは、次回の『Ｘサン』でまたお会いしましょう！





日日日。　　
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爆ばく熱ねつ天てん使しＸえつくすサン




見みさらせ正せい義ぎの一いち番ばん星ぼし!!
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